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　夜よ露つゆがしっとりと降りた庭園では、淡あわく輝かがやく霜しもが深緑の葉を濡ぬらしている。

　ところどころに設置された明かりが、ローズグレイブホールの手入れされた庭を照らし出していた。

　庭にある薔ば薇らの蔓つるは、どれも葉や枝が落とされ、寒々しい眺ながめだ。

　そんななか、蔓薔薇が絡からみつく細い枝に、ひとつだけ堅かたく小さな蕾つぼみが残されている。

　夜の庭にたたずむアンセルは、外がい套とうをはおることもなく、片手に角灯カンテラを持ったまま、蕾から屋や敷しきへと視線を向けた。

　ローズグレイブホールの赤みがかった外がい壁へきは、長い年月にさらされた威い風ふうのようなものを漂ただよわせると同時に、どこか空くう虚きよなものを感じさせた。

　主あるじが留守であるというのに、広間には明かりが灯ともされ、大勢の人の気配がさざめくように伝わってくる。

『薔薇の大祭』が近づく頃ころになるといつもこうだ。

　屋敷に暮らす幽ゆう霊れいたちは、誰だれもが昔を懐なつかしむようにパーティを開くことが増える。

　しかし、屋敷に灯されている明かりが華はなやかであればあるだけ、虚むなしさに似た違い和わ感かんはぬぐえない。

　──ミリセント様を失えば、この屋敷は亡ぼう霊れいをとどめるだけの抜ぬけ殻がらだ。

　身を切るような冷たい夜空の下にあっても、アンセルの口元が吐と息いきで白く曇くもることはない。

　いまここに在るのは、鼓こ動どうを失い時に置き去りにされている者たちばかりだ。

　そんな漂ひよう泊はくした存在だった自分を呼び覚ましたのは、夏の薔薇のさかりに聞こえた愛らしい少女の声だった。

　かつて、昼となく夜となくこの庭で少女と遊んだ日々を思い起こす。

　若い緑が明るく庭を飾かざるなか、光のように輝くミリセントの笑え顔がおと言葉がすべてだった。

　一人ひとり娘むすめであるミリセントは、年の近い遊び相手もおらず、毎日アンセルを捜さがして庭を歩き回るので、母親であるトリシアも手を焼いていた。

　日が暮れてもアンセルの手を離はなそうとしない娘に、本を読んで聞かせると約束し、なんとか屋敷へ連れもどそうとする。

　しぶしぶ母親に手を引かれたミリセントは、ふり返って告げた。

「アルのほうがお兄ちゃんだけど、今度わたしが本を読んであげるね！」

　少しだけ字が読めるようになったのだと、得意そうな少女の笑顔に、ただ幸せで満たされた気持ちになる。

　──懐かしんでいるのは、私も同じ。

　取り戻もどしたものと、失われるもの。

　幸せな過去は、その重みと同じだけ胸をしめつける。

　そんな物思いのなか、広間のにぎやかな気配に紛まぎれることなく、かすかにアンセルの耳に届く音律があった。

　ローズグレイブホールの二階にある、開かずの間からそれは発せられている。

　身のうちを不快に撫なでていく音色。

　それはアンセルが目をそらし、心に沈しずめようとしている過去を突つきつける。

　抑おさえきれない感情のまま、アンセルの手はすぐ脇わきにある鉄てつ柵さくを握にぎりしめた。

　凍こごえた鉄に絡む硬かたい棘とげが手指を刺さす。

　赤い雫しずくが滲しみだすのにもかまわず、アンセルは屋敷の二階を睨にらみつけていた。
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　わずかに埃ほこりをかぶっている陳ちん列れつ用の棚たなを、ミリセントは用心深く羽ぼうきで撫でていく。

　窓の大半が棚に隠かくれてしまい、やや薄うす暗ぐらさのあるこの部屋は『珍ちん奇き迷めい宮きゆう』の一室だ。

　ここは、リュイシャム王国の首都ベルフィールドのなかでも、比ひ較かく的てき閑かん静せいな町並みにある、美術品や骨こつ董とうを取り扱あつかう店だ。

　といっても販はん売ばいそのものよりも、品物の鑑かん定ていをすることで知られている店でもある。

　店の所有者であるディンセル侯こう爵しやくは、ミリセントにとっては恩人であり雇やとい主でもあった。

　いまも侯爵はソファに腰こしをおろし髭ひげをなでつけながら、やや不安そうにミリセントの手もとを見ていた。

「ミリー。棚の掃そう除じまでしてくれなくてもいいんだよ。やっと博覧会の展示物整理を終えたところなんだし、もう十分手伝ってもらってる」

「いいえ。いまじゃなかなかお店にも顔を出せないんですから、せめてここにいる間ぐらい掃除をさせていただかないと！」

　ランプの明かりにかすかに舞まう埃のなか、深い緑の瞳ひとみを瞬またたかせたミリセントは、硝子ガラスのドームに覆おおわれた置物を手にとった。

　それは毛皮に覆われた蛇へびの剥はく製せいが入っている珍ちん品ぴんだ。

「あぁっ、ミリーそれは……」

「わかってます。侯爵様のお気に入りなんですよね、この北方の毛深い蛇」

　はりきるミリセントの手もとを見つめ、侯爵は複雑そうな表情だ。

　それはきっと、ミリセントの特別な鑑定能力を知っているせいだけではないだろう。

　以前はメイド見習いとして侯爵家に雇われていたミリセントは、家事全ぜん般ぱんにずばぬけて不器用なのだ。

　それでも鑑定の依い頼らいがあれば、持って生まれた特とく殊しゆな力のおかげで、ずいぶんと侯爵を助けることもできた。

　ミリセントは作品や品物に手で触ふれることで、その過去にあった出来事やいわくを視みることができるのだ。

　それが美術品など、作り手の思い入れの強い作品であるならなおさらだった。

　いま目の前にある奇き怪かいな姿の蛇も、ミリセントが本気になって触れれば、どういったいきさつで人の手が加わったか知ることができるだろう。

「大だい丈じよう夫ぶです。落としたりしませんから、ほら綺き麗れいになりました！」

　ようやく掃除を切り上げて、ミリセントはエプロンをひるがえすと、今度はお茶の支し度たくをするために広間から下がった。

　なつかしい小さな台所で薬や缶かんを火にかけて、心地ここち良さを味わいつつ、ふぅと息をもらす。

　──やっぱり、お店でこうしてると落ち着くな。

　現在ミリセントが暮らしているローズグレイブホールでの生活は、昔と比べれば格段に贅ぜい沢たくなものだった。使用人だった自分が使用人に仕えられる立場になり、さらに美術の勉強ができる日々となれば不満があるはずもない。

　それでも長年の習慣か、体を動かしているとやはり落ち着くのだ。

　今回、ミリセントが王都まで出かけてきたのは、いまや恒こう例れいでもある『薔薇の大祭』に行われる博覧会の手伝いがあるからだ。

　屋敷のことを思いだしたミリセントは、いまごろ留守番をしてくれているアンセルのことを思い出す。

　ローズグレイブホールの執しつ事じである彼は、ミリセントがファネル家の後こう継けい者しやとして屋敷を継けい承しようすることになってから、ずっとそばにいてくれた。

　──あそこでは、いつもアンセルにお茶を淹いれてもらってたのよね。いまごろ、どうしてるかな？　自分から留守番を申し出るなんて。いままでなかったのに……なんか変な感じ。

　そもそも、ミリセントと離れて屋敷に残ると申し出る前から、アンセルのようすはどこかおかしかった。

　これまでは、「自分は甘やかされすぎている」とミリセントが自覚するほど、アンセルは世話を焼き側そばを離れようとしなかったのだ。

　そのアンセルが、自ら留守番を志願したことがミリセントの心にひっかかっていた。

　──『薔薇の大祭』の支度を屋敷でしてくれるっていってたけど、なんか寂さびしそうな顔してたような気がする。

　彼と出会ったばかりの頃、優ゆう雅がさと品の良さを兼かね備そなえたアンセルが、幽霊だと知りただ驚おどろかされた。

　だが問題は、彼が幽霊だということではなく、当人に過去の記き憶おくがないことだった。

　幽霊の記憶がないとなれば、つまり心残りもわからないという有様なのだ。

　ローズグレイブホールに留とどまっている幽霊たちは、心残りが解消されれば、魂たましいの安らげる『園その』へと旅立てるとわかっている。

　──アルとお別れするなんて……考えるだけで嫌いやだけど。ようすが変になったのは、一月前にラズウィックへ出かけてからだった気がする。

　だが、アンセル当人は特になにか口にすることもなく、いつもどおり屋敷で過ごしていたのだ。

　──私のいない間に記憶が戻って、屋や敷しきからいなくなっちゃったら……

　そのことを思えば、ミリセントの表情もつい曇りがちになる。

　それでも、ずっと自分の側にいることが願いだと口にしてくれた、アンセルの気持ちを疑いたくはない。

　ミリセントは不安をぐっと飲みこむと、ティーセットを載のせた盆ぼんを手に持ち、慎しん重ちようにディンセル侯こう爵しやくの待つ居間へと戻った。

　お茶を注いだカップは、花の模様が立体的な飾りとなった愛らしいものだ。

　侯爵は受け取ったカップに、香かおりを楽しむように顔を近づけたあとミリセントに問いかけた。

「どうしたんだい、ミリー。仕事も片付きそうだってのに、なんだか浮うかない顔だね。今年はミリーがずいぶん手て際ぎわよく分類をしてくれて助かった。バントン教授も感心していたよ」

「本当ですか？」

　ディンセル侯爵が口にしたのは、かつてミリセントに美術の講師としてついてくれた人物で、リュイシャムの王立寄宿学校で臨時講師を勤める教授だった。

　だがミリセントの能力と教授の講義はうまくかみ合わず、当時は匙さじを投げられてしまったのだ。

「バントン君も、私の展示を楽しみにしてるといって顔を出してくれたんだ。今回のミリーの鑑定はずいぶん整理されていて、分類や作品の背景理解も深まっているって驚いてたよ。これも、伯爵家の彼のおかげかな？」

　複雑さとわずかにからかいを含ふくんだディンセル侯爵の口調に、ついミリセントは視線をそらす。

　侯爵の言葉が、いまミリセントの美術の講師をしてくれている、グレン・マクミランを指しているのは間ま違ちがいない。

「そうですね。グレンのおかげで、私もなにがわかってなにがわからないのか、見えてきた気がします」

　いまではミリセントも、よほど複雑な依頼や作品でない限り、『珍奇迷宮』での鑑定は自分の目でみることにしていた。

　不安の残る鑑定結果が出たときのみ、その答え合わせとしてペンダントにいる幽ゆう霊れいアスワドの力を借りることもあったが、この頃ごろはそうした機会も少なくなってきている。

　いまも胸むなもとにあるペンダントにそっと触れて、ミリセントは少し寂しい気持ちになった。

　薔薇の細密画ミニアチユールで飾かざられたそれは、いまとなっては母の形見でもあり、少年の霊が宿る特別なものなのだ。

　──アスワドの力に頼たよらないことにするのと、アスワドの過去になにがあったかは別のことなんだってわかってるけど……なんか、顔もあわせづらいままなのよね。

　ラズウィックの旅行から戻もどってきて以降、ペンダントにアスワドが姿をあらわすこともぐっと減ってしまった。

　行方ゆくえ不明だったミリセントの母トリシアの死があきらかになり、アスワド自身封ふうじられていた記憶が甦よみがえったらしく複雑な心境なのだろう。

「で、ミリー。今日はグレンがここへ寄っていくといってなかったかね？　希望するなら私の新しいコレクションを、特別に見せてあげるのもやぶさかではないのだが……」

　ディンセル侯爵に声をかけられ、ミリセントははっと我に返る。

　黒い髭を綺麗に整えた侯爵は、渋しぶい大人の雰ふん囲い気きを漂ただよわせつつも、その目に子供のような期待を浮かべていた。

　新しい玩具おもちやを見せびらかしたいという純真な眼まな差ざしに、ミリセントは必死に笑えみを浮かべて説得する。

「いえ……あの、聞いた話ですと、グレンも恩師が隣りん国ごくからいらっしゃるとかで、時間もなさそうなんです。せっかくですから、自じ慢まんのコレクションは博覧会本番で見せてびっくりさせてあげませんか？」

　なにしろディンセル侯爵は、コレクターたちの間でも名の知られた珍ちん奇き迷品の蒐しゆう集しゆう家だ。

　趣しゆ味みが高じて自分で博物館まで所有してしまうのだから、その熱意たるや半はん端ぱではない。

　だが、マクミラン伯爵家の次男であり、ミリセントにとって鬼おに講師でもあるグレンは、怪あやしげな類たぐいの造形品を愛好する人物が大変苦手なのだ。

　その由来についても、ミリセントは旅先のラズウィックで十分知ることになった。

　グレンにとってディンセル侯爵は、過去の苦い記憶を呼び覚ます存在らしい。

「ふむ、そうか。やはり本番で華はな々ばなしく驚かせるのが一番だと思うんだね」

　ミリセントは湯気をたてるティーカップを前にうなずいて、ほっと息をつく。

「でも『薔薇の大祭』の間は、侯爵様もベルフィールドにいてくださるから安心だって、アメリア様も嬉うれしそうです」

　侯爵の奥方であるアメリアの、麗うるわしい姿を思い出してミリセントはほほ笑む。

　ディンセル侯爵夫妻は、ミリセントがファネル家の遺産を引き継つぐ前には、自分を養女に迎むかえたいとまで申し出てくれたのだ。

　そんなディンセル侯爵のもとで、こうして仕事をつづけられることがミリセントは嬉しかった。

「まぁ、この時期の博覧会は特別なものだからね」

　侯爵がもっともらしくうなずくと、頭上でごとんと鈍にぶい音が響ひびいた。

　同時に侯爵の肩かたがびくりとはね、首筋で結ゆわれた長い黒くろ髪かみが揺ゆれる。ミリセントも音が聞こえた天てん井じようを見上げて侯爵に尋たずねた。

「侯爵様？　なにか二階に置かれてるんですか？」

「いや……なに、ちょっと旅帰りの友人から預かり物があってね。ただどうしてもアメリアが怯おびえるからここに……」

　そう答える間にも、頭上ではなにやらガサコソと、硬かたいものが床ゆかを掻かくような音が響いている。

「まさか、生き物なんですか!?」

　二階のギャラリーには美術品もいくつか保管されているのだ。

　ミリセントは慌あわてて廊ろう下かに出ると、奥にある階段を駆かけあがった。

　薄うす暗ぐらい廊下に目が慣れてくると、床の上に深くて丸い盥たらいを伏ふせたような影かげが見える。

　ずりり、とその小山が動くと、床の木目を掻くような音が聞こえた。

「……亀かめ？　みたいな、んん？」

　怯えつつも好こう奇き心しんでミリセントが一歩踏ふみ出すと、それはすばやく長い尻尾しつぽを振ふった。

「きゃっ！　危な……なんなのこれ。蛇へび……じゃないわよね？」

　ミリセントが暮らしているローズグレイブホールにも、数ヶ月前から小こ熊ぐまに似た、黒くてもふっとした生き物が加わったことを思い出す。

　だがのそりと近づいてきた生き物は、その半分ほどの大きさしかなく、色もほんのりと白かった。

　暗がりで反応が鈍くみえたが、ミリセントの存在に気づいたそれはゴロン！　と体を丸めて球体に変化する。

　鞠まりのようになった生き物は、勢いがついたのかまっすぐこちらに向かって転がってきた。

　ミリセントが避よければ、そのまま階段を転がり落ちてしまうだろう。

「ど、どうしよう！　ああぁ……駄だ目め！」

　ミリセントはとっさにしゃがんでそれを受け止めてしまった。

　だが、独特の温度と手て触ざわりに、今度は謎なぞの物体を取り落としそうになる。

「うひぃー。なんか硬くて生あったかくて……き、気持ち悪い」

　あまりになじみのない感かん触しよくに、全身が総毛立ち、情けない悲鳴を止めることもできない。

　ミリセントは混乱するまま、謎の物体を抱かかえてぎくしゃくした足取りで階段を下りはじめた。

　しかし、あと数段で一階にたどり着くというところで、玄げん関かん扉とびらのノッカーがくっきりとした音を立てる。

「お客さん？……グレンだわ！　これ、どうしよう」

　慌てているせいか、床に置けばいいということすら思いつかず、ミリセントは謎の生き物を抱えたまま扉を開けた。

　途と端たんにひやっとする外気が流れ込み、ミリセントは身を震ふるわせる。

　予想どおり、戸口に立っていたのは冬物の外がい套とうをまとったグレンだ。

　額を流れるさらりとしたダークブロンドの下には、冬空と琥こ珀はくを思わせる色の異なる双そう眸ぼうがあった。

　グレンはミリセントを見下ろすと、一いつ瞬しゆん口を開きかけてまた閉じる。

　そのまま視線をミリセントの手もとに注ぐと、怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。

「どうした、アルマジロを抱だきかかえたりして」

「アル、マジロ？」

　どうやらこれの正体をグレンは知っているらしい。ミリセントは思わずその丸い生き物をグレンに差し出した。

　グレンも嫌いやそうに受け取ったものの、右手に載せたまましばらく眺ながめたあと、「前にジーンの部屋にも転がってたんだ。これはまだ子供だな」とうんざりした口調でもらした。

「うぅぅ、良かった。蛇じゃないのね？」

　ほっとするあまり涙なみだぐむミリセントに、グレンが呆あきれた口調で尋ねる。

「侯爵の趣味は、珍ちん獣じゆうにまで広がったのか？」

「違ちがうの。これは知り合いの荷物を預かってるらしいんだけど……たぶん二階に置いてあったカゴから逃にげちゃったのかも」

　結局、ふたりでアルマジロを二階の部屋に戻してから、ミリセントはようやくグレンを広間へ案内した。

「おぉ、グレン君。ちょうどいま、君の講師ぶりが素す晴ばらしいとミリーと話していたところだよ。バントン教授からもお墨すみ付つきだ」

　立ち上がって手を握にぎる侯爵の報告は、グレンにとっても嬉しいものだったらしい。

　会え釈しやくして手を握り返すと、わずかに笑みを浮うかべて勧すすめられる椅子いすに腰こしを下ろす。

　ミリセントもくすぐったい思いで、来客用に茶を淹いれて広間へと戻ると、ふたりは今年の『薔薇の大祭』について話しあっているようだった。

　ディンセル侯爵は、ミリセントにも自分の隣となりに座るよう手招きすると、誇ほこらしげに口にした。

「いま、『博物博覧会』にリュイシャムの王室が、いかに国力を注いでいるかってことを、話していたところだ」

　ミリセントもその言葉に深くうなずく。

『博物博覧会』。その言葉はいまやこの季節の合い言葉のようになりつつあるのだ。

「ほんとに、最近すごいですよね。どこを歩いても梟ふくろうの旗がひらひらして」

　冬のもっとも厳しい時期に王都で行われるこの催もよおしは、博物館や美術館に限らず、リュイシャムで暮らす人間であれば、誰だれでも参加できる催さい事じだった。

　責任者が王城に設けられた窓口で申請を出すと、えんじ色に金の梟が描えがかれた長方形の垂たれ布が貸し出される。

　それを入り口に掲かかげることが、公式に『博物博覧会』に参加している意思表明となるのだ。

　おかげでこの時期は美術館などに限らず、商店の多い通りや居酒屋にまで、この金の梟の垂れ布がたなびく盛り上がりになっていた。

　ディンセル侯爵が口にしたとおり『博物博覧会』はここ数年でどんどん広がりをみせ、他国からも見物にくる客が増え、商売のきっかけとしての場にもなっている。

　ミリセントは前から疑問だったことを口にした。

「『薔ば薇らの大祭』と『博物博覧会』ってもともと別のものだったんですよね？　どうしてこの時期に一いつ緒しよにするようになったんでしょう」

　春が訪おとずれる社交シーズンであれば、郊こう外がいの屋や敷しきから王都を訪れる貴族で、街がもっともにぎわっている。

　それなのに冬の閑かん散さんとした時期に博覧会が行われるのが、ミリセントには不思議だった。

「まぁ、商人や王室にとってもそうなんだが、我々貴族は冬になれば揃そろって領地に引き上げてしまうだろう。ウィレム王はその流れを改革なさろうとしてるんだ。王都から人が減ってしまえば、物の流通も緩かん慢まんになって商売も滞とどこおるからね」

　言われてみると、それは一理あるように思える。

　いまはリュイシャム国内でも、運河や船着き場の整備が進み、冬季だからといって昔ほど物資の供給に苦労することもないのだ。

　郊外の邸てい宅たくになにもかも貯蔵して、冬ごもるように過ごすのは昔からの習慣ではあったが、王都は年々変化してきた。

「それをいうなら『薔薇の大祭』も不思議な呼び名だろう？　薔薇が最も咲さかない季節に行われる祝祭だ」

「それは……リュイシャムの始祖、聖ユスカリスへ感謝を示すためのもので、リュイシャム王国の建国にちなんだ日だからって、教会では聞きました」

『薔薇の大祭』はリュイシャム建国にまで遡さかのぼる歴史ある祭典だけに、教会が主として取り仕切ることになっている。

　そんな教会が掲げる聖ユスカリスについての話は、どれも半ば神話じみているが、それはこの国で教会に通っていれば、必ずひとつは耳にすることになる。

　ディンセル侯爵の隣で、ティーカップを手にしたグレンもうなずいた。

「そう、『薔薇の大祭』はウィレム王のお考えと同じ意味もあるかもな。薔薇は豊かさの象しよう徴ちよう、聖ユスカリスの祝福を受けてリュイシャムは栄さかえてきた。だからこそ、その薔薇の咲かない不毛な季節に祭典を行うことで、人々は恵めぐみをふり返り感謝するってことだ」

　土が凍こごえ、曇くもりがちな空が重たい季節にこそ祝祭を行うべきであり、にぎやかに過ごすべきなのだと侯爵は締しめくくった。

　昔もいまも、玉座につく人間が気にかけることはそう違ちがわないのかもしれない。

　ミリセントは、いまや個人的に面識のあるこの国の王子を思い浮かべた。

　いまでこそ、教会と現王室との関かかわり方も微び妙みように変化し、王室優位との見方もあるが、建国に由来する式典とあっては、おろそかにするわけにもいかないだろう。

　侯爵の言葉をついで、グレンも口をひらく。

「ただ、祭典だけでは日取りも短いし、人々も王都に長くはいてくれない。それで数年前から王室が持ちかけて企き画かくされたのが展覧会だったんだ。リュイシャムの文化と財産に、誰もが触ふれられる機会をという意向だったんだが、いまじゃそれに商人がのっかって、もっと派手になった感じだな」

　はじまりは、芸術家や職人たちが技術を示し、作品を展示したり売買が行われる、こぢんまりした場だったのだという。

　グレンの言葉を耳にしながら、ディンセル侯爵は少し得意げに髭ひげをなでつけた。

「そもそも、この頃ごろじゃ博物学に人気が集まってるからね。これは学問的なことばかりじゃなくて、まだ見ぬ土地や文化にはたくさんの資源があるはずだろう？　いまはどの国も力を注いでいる分野なんだ。それで『博物博覧会』なんて形に変わったんだろうね」

　どの国にとっても、いまだ交流のない国や人の手がはいっていない土地は、思わぬ植物や鉱物が眠ねむっている宝箱ともいえる。

　草木一本にしても、それが新たな紙や布、薬になったりすることもあるのだ。

　誰よりも早く新たな航路を発見し、船を出し成果を持ち帰る。

　そうした冒ぼう険けん家かたちが、いまは大陸から海へと多く船出していた。

「渡と航こうする場所や航路によっては、王室から助成制度が受けられるようにもなりましたしね。なるほど、それでアルマジロが二階に……」

　グレンが納なつ得とくしたように口にすると、侯爵もどこか誇らしげにうなずく。

　博物学のおかげで、近年では冒険家や研究者に投資する人も増えてきている。

　早くからその分野に興味を持っていたディンセル侯爵にとっては、関わる人が増えるほど楽しくて仕方がないのだろう。

「確かに、今年は侯爵の博物館もずいぶん賑にぎわいそうですね」

　グレンの言葉もお世辞ではないのか、あくまで事実を語る口調だった。

　ミリセントは少しだけそれを意外に思いながら、グレンの顔を見つめてしまう。すると相手の顔もふとこちらに向けられ、互たがいの視線がぶつかった。

　それに気づいた侯爵が、ひとつうなずいて紅茶のカップをテーブルに置く。

「そうだった、今日はミリーへのお誘さそいだったかな。もう私の展示の手伝いはすっかり終わっているのだから、ふたりで出かけてくるといい」

　侯爵の気づかいに、ミリセントは戸と惑まどうようにグレンを見た。

「でも、グレンのところにはいま先生がいらしてるんでしょう。まだ忙いそがしいんじゃないの？」

「いや、じつはそのことでも話があって、一緒に来てもらえると助かるんだが」

　思わぬグレンの申し出もあり、ミリセントは侯爵の好意に甘えることにした。

「じゃあ、ここを片付けてから……」

「なにをいってるんだい。そんなのはあとでいいだろう。この時期は外も冷えるからね、暖かくしておいき」

　お茶を片付けようとしたミリセントは、侯爵に外がい套とうを渡わたされると、ぐいぐい店から追い出されてしまった。

　扉とびらの外にふたりで立つと、確かに空気は肌はだに沁しみるように冷たい。

　どうやらストールを受け取ってきてくれたグレンからそれを受け取り、ミリセントは外套の襟えり元もとに巻きつけた。

「時間をもらえたのはとてもありがたいんだけど。侯爵様ったら、本当にこの博覧会を楽しみにされてて少し張り切りすぎなの、ちゃんと休んでくださるかしら」

　博覧会の支し度たくはほぼ終しゆう了りようしていたが、いまごろ侯爵のタウンハウスでは夫人のアメリアが招待客へのカードを書くのにおおわらわのはずだった。

　この時期の忙しさは、グレンが暮らすマクミラン邸ていも同じなのだろう。同調するようにやれやれとうなずく。

「それで君も張り切って、あのうさんくさいコレクションの整理に走り回っていたってわけか？　君の力を使えば、侯爵のコレクションもすぐに正体は突つき止められるだろう」

「もう、グレンってほんと夢がないんだから。私は侯爵様のコレクションを視たりしないわ。そうやって楽しむ物じゃないもの。本物かどうかわからないからこそ、魅み力りよくがあるんでしょ」

　優すぐれた鑑かん定てい士しとして名を馳はせるグレンだが、やはりこうした浪ろ漫まんを理解することはないらしい。

　お互いああだこうだと意見をぶつけるうち、馬車の停とめられている通りへ出た。

　グレンが乗ってきた馬車の扉を開けてくれ、ミリセントは乗りこんでから首を傾かしげる。

「そういえば、どこにいくの？　大祭が終わるまでは、グレンの先生がリュイシャムにいらっしゃってるんでしょう」

　いまごろは恩師の案内やパーティで忙しいだろうと思っていただけに、グレンの誘いは予想外だった。

「……じつは、その恩師のセシルが君に会ってみたいといいだしたんだ」

　恩師の名を呼び捨てにするグレンに驚おどろきつつ、なぜそこに自分が出てくるのかわからないミリセントは、ますます首をひねる。

「グレンの先生が、私に会いたいって……なんで!?」

「彼女は、妙みような人間だけど悪い人じゃないようなそうでもないような……。とにかく、だ。いいだしたら聞かないところがある。どうもアンジェリカが顔を合わせたときに、余計なことを話したらしくて、俺が君の講師をしてることを聞いたらしい。……でも、君も会っておいて損はない。少しだけつきあってくれないか？」

　そうしたいきさつはともかく、ミリセントはまたしても驚かされた。

「先生って女の人なの？」

　このリュイシャム王国では美術の分野はもちろん、女性が公おおやけの場で表立って働ける機会は少ない。

　隣りん国ごくのフィリグラーナでは事情が違ちがうのかもしれないが、それでも国立美術学院で講師をするとなれば、かなり名めい誉よなことだろう。

「あぁ、セシル・エヴァレットって名前なんだが、教師のなかでも特別枠わくっていうか……俺の美術に関してのもろもろは、ほとんどセシルに叩たたき込まれたっていえるかもな」

　グレンにしては妙に歯切れの悪い口調だったが、ミリセントはそのセシルという教師に俄が然ぜん興味がわいてきた。

　いまでは、リュイシャムの美術商に知らぬ者はないほどの鑑定士となったグレンも、十代半ばの何年かは隣国フィリグラーナへ遊学していたと聞いている。

　だが、一いつ般ぱん的に貴族の子息が遊学するといえば、見聞を広めるという建て前のもと、社交の場数を踏ふむための遊興の旅でもあるのだ。

　それでもグレンが選んだのは、隣国でも名高い国立美術学院だったらしい。

　爵位もなく商人から名をあげ、伯はく爵しやく夫人を射止めた現在のマクミラン伯爵を義理の父にもつグレンにとって、それは自ら望んだことだったのだろう。

　彼の生来の生き真ま面じ目めさと負けん気の強さからして、勉学に明け暮れた日々も想像できた。

　それでも自分と同じ年だった頃のグレンは想像がつかず、ミリセントはつい相手をじっと見つめてしまう。

「……なんだ？」

「え、うぅん。グレンって私と同じ年の頃から、いまみたいだったのかなぁと思って」

「いまみたいって、どんなだ」

「そりゃ、真面目で頑がん固こで融ゆう通ずうきかなくて……違うわよ、褒ほめてるんだってば」

　じろりと鋭するどくなった眼光にミリセントが苦く笑しようすると、グレンもため息まじりに口にした。

「まぁ、必死だったのは確かだな。君と同じで」

　そう口にするとグレンの瞳ひとみがふっと和なごんで、驚くほどやさしげな笑えみを刻む。

　笑うと甘くなるグレンの表情に、ミリセントは照れくささを覚えて、慌あわてて外を眺ながめるふりで視線をそらした。

　ふたりを乗せた馬車は、貴族の屋や敷しきが立ち並ぶ一角にあるミラルパークへと向かって走っているようだ。

　公園沿いにぐるりと回って到とう着ちやくしたのは、ダイアルーズ広場の反対側にあるマクミラン家所有の建物だった。

　馬車を降りたミリセントは、見覚えのある古典的な柱を見上げて、白い息をもらした。

「ここって、前にアンジェリカ様のパーティでお招きいただいたところよね？」

　大きな美術館にも見える建物は、普ふ段だんマクミラン家で扱あつかう美術品の展示や、社交の場として使用されている。

「あぁ、父上の意向でね。この冬はまるまるフィリグラーナの美術学院の生徒たちに貸してるんだ」

「じゃあここに、グレンがいた学校の生徒と先生がきてるのね？」

　グレンはうなずきつつ、扉を開けるとそのまま玄げん関かんホールへと入っていく。

「ここ数年で、フィリグラーナとの交こう換かん留学の制度もできたからな」

「それって、生徒がお互いの国の学校へ行くのよね。でも、リュイシャムにも美術学校ってあるんだっけ？」

　ミリセントは自分が学校というものに無む縁えんなまま育ってきただけに、そうしたことを何も知らないままだった。

「あぁ。一応リュイシャムには王立芸術院ってものがある。ただ、実際には王室は関係していなくて、国内の美術館や劇場を運営する協会が支し援えんしてるんだ。内容も美術だけじゃなくて、演奏や歌劇なんかも含ふくんだ総合的な学院だな。そのなかにある、美術学科の生徒と、フィリグラーナの美術学院の生徒が行き来するって形だ」

　ミリセントははじめて耳にする話だが、シシング大陸のなかでも、美術に関してはフィリグラーナ国が抜ぬきん出たものがあるといわれる。

　両国の学校の違ちがいを聞いて、ミリセントもグレンの遊学の理由がわかった気がした。

「じゃあ、グレンがフィリグラーナの学校へいったのは、ここに美術史専門の学校がなかったからなの？」

「それもあるけど、リュイシャムだって芸術や建築の歴史はかなりのものだぞ。それに港が大きいってことは、異国の文化も入りやすい。新旧入り混じった作品に触ふれるって意味でも、ここはいい場所なんだ」

　ただし、それがよくわかったのは学校を出てからだと、苦笑しながらグレンは教えてくれた。

「あぁ、そこの大広間を突っ切って右の奥にある階段から、二階にあがってくれ」

　普段は展示に使われる大広間には、絵画や彫ちよう刻こくが数々置かれ、いまは作業場になっているらしい。工具や絵の具がそこここに広げられていた。

「すごい……ここで、実際に作業してるんだ」

　まるでいくつもの工こう房ぼうが複合されたかのような光景に、ミリセントは目をみはる。

　ここにいるのは、男女あわせて十人ほどだろうか。

　エプロンをつけ、めいめい活動していたらしい自分と年の近い男女に、ミリセントは慌てて会え釈しやくした。

　珍めずらしげに返される視線に戸と惑まどいつつ、グレンに手を引かれて邪じや魔まにならないように広間の奥へ向かう。

　グレンは彼らとすでに面識があるのだろう。軽く手をあげてそのまま二階へつづく階段をのぼっていく。

　──うわー。なんかドキドキする。こんなに年の近い子ばっかりがいるなんてこともあんまりないし、いまの人たちエプロンの下におんなじ服を着てた。あれって制服？

　焦こげ茶と黒で組み合わされた、品のいい上下の制服を身につけた少年少女たち。

　同じ装いをしていながら、彼らからはそれぞれが放つ、際きわ立だった気配が感じられた。

　ミリセントの視線に気づいたのか、グレンがふり返って口をひらく。

「あそこにいるのは、芸術家の卵がほとんどだ。この特別講義に参加できるってことは、もう後援者パトロンがついてるような生徒ばかりだな」

「後援者……すごいのね。学生のうちからもう作品が認められてるなんて。じゃあ、今回は美術史を学んでる人たちはきてないの？」

「いるにはいるらしいが、今回はふたりだけだって聞いてる。もともと、フィリグラーナでも鑑かん定てい学はまだ歴史が浅いし、美術史を専せん攻こうする学生は少ないな」

　グレンの言葉がなにを意味するのかは、ミリセントにもわかった。

　駆かけ出しの芸術家は、少しでも作品を人目に触れさせ、後援者を見つけることに熱心な者が多い。

　それは自身が思うように創作に没ぼつ頭とうするために、必要なものだからだ。

　一方、美術史については、貴族の子し弟ていが教養のために選ぶことが多い。

　グレンのように、本当にそれを生業なりわいにするつもりで選せん択たくする人間は少ないだろう。

　美術商を仕事にすれば、莫ばく大だいな資産と人脈、さらに専門的かつ実じつ践せん的な知識が必要になるからだ。

　グレンの後について階段をのぼりきると、大広間の二階部分は数多くの部屋があるらしく、いくつもの扉とびらが並んでいた。

「さぁ、ここだ。いまなら部屋にいるはずだが」

　グレンは両開きの扉の前でとまると、閉められている扉をノックもせず開いた。

　思わぬグレンの行動に、ミリセントのほうが慌ててしまう。

「グレン、ここ先生の部屋なんでしょう？」

「あぁ、いいんだ。あの人は、没頭すると物音も聞こえなくなるから」

　いつもなら苦手な相手であっても、目上の人間に礼れい儀ぎ正しく接するグレンらしくない。

　しかも、そのままずかずかと部屋に踏み込んでいく。

　天てん井じようまで届く窓は、部屋いっぱい明かりをとりこみ、扉が開いたことでゆったりと風が流れこむ。

　ふわりと白いカーテンが揺ゆれて視界を遮さえぎったかと思うと、その向こうに人ひと影かげが見えた。

　しかし人間かと思ったそれは、槍やりを手にした男性の塑そ像ぞうだ。

　その人物像の肩かた口ぐちに、しなだれるように白い腕うでがのぞいたかと思うと、ついで艶つややかな栗くり色いろの髪かみがあらわれる。

「セシル、あなたが会いたがっていた客人です」

　塑像の陰かげから踏ふみ出したのは、猛もう禽きんのように明るい琥こ珀はくの瞳をした人物だった。

　長い前髪を両りよう脇わきに流し、滑なめらかな額をみせたその顔は、化け粧しようっ気のない自然さだ。

　それでも両肩にながれる豊かな髪が、彼女を十分華はなやかに感じさせる。

　鋭さとしなやかさをあわせ持つその女性は、カーテンと彫ちよう像ぞうの森に住む野生の生き物のようだ。

　ただ妙みような違い和わ感かんがあるのは、その体にあわない男もののだぶついたシャツを身につけ、乗馬用のズボンを穿はき、足もとが素す足あしだからだろう。
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　これまで見たこともない女性の姿に、ミリセントはただあっけに取られて、髪からそのつま先まで眺めてしまった。

　一見、年ねん齢れい不ふ詳しようで性別不明な格好の女性は、ぼうっとしたようすで数度瞬またたく。

　突とつ然ぜん、「あぁ！」とうなずくと、まるで人形が人になったようにイキイキと表情が変わった。

「ミリセント・ファネルね？」

　淡あわく色づく大きな唇くちびるをつりあげると、セシルはさっと手を差し出した。琥珀色の瞳は、悪戯いたずら好きの子供のように輝かがやいている。

「はじめまして、エヴァレット先生。お会いできて光栄です」

　ミリセントが手を握にぎろうとすると、セシルは「あ、粘ねん土どついてたんだ」といって自分の手をひっこめてしまった。

　そのまま長い栗くり毛げを無造作にかきあげようとして、グレンに腕をつかまれる。

「セシル。いまご自分で粘土がついてるっていったばかりですよね？」

「んん？　あぁ、そーだった。とりあえず洗ってくる」

　ぺたぺたと足音を立てて、素足で歩き出したセシルが突然くるっと振ふり向く。

「あ、そうそうミリセント。あなたは私の生徒じゃないし、セシルって呼んでくれる？　ほらグレン、彼女が座れるようにしてあげて」

　そういい残して再び部屋の奥へと消えると、盥たらいに水を張る音が聞こえる。

　ミリセントは戸惑いつつも、グレンにうながされるまま椅子いすとテーブルのある場所に腰こしを落ち着けた。

「やー。ごめんごめん。ちょっと教材作りが終わんなくってさ。作業持ちこむはめになってるのよ」

　手を拭ふきながら戻もどってきたセシルは、改めてといいたげにミリセントの手を握った。ひんやりした手は思ったより大きい。

「はじめまして。私は美術学院で、便利に使われてるっていうか……一応教師をやってる、セシル・エヴァレットです」

「ミリセント・ファネルです。あの……今日は？」

　──そういえば、グレンが私の講師をしてるって話をアンジェリカ様がしたから、ここへ呼ばれたんだっけ……グレンの教え子だから興味があるってこと？

　そんな疑問が顔に出ていたのか、セシルは瞳ひとみを細めると楽しげに口にした。

「ふふ。以前からあなたの名前は聞いたことがあったの、リュイシャムに滞たい在ざい中だった知人が『珍ちん奇き迷めい宮きゆう』で鑑定を受けたことがあるって話をしてたから。かなり風変わりな鑑定をする、しかも女性だって話に興味があったんだけど、ここへきてみたらアンジェリカ様が驚おどろくことを聞かせてくれて……まさかグレンが人になにか教えられるなんてねぇ」

「俺のなにを疑ってるっていうんですか」

　隣となりからグレンがぶすっとした表情で口をはさんだが、セシルはまったく意に介かいさない。

「そりゃ、あなたの性格とか、性しよう分ぶんとか、忍にん耐たいの話でしょう。短気だものグレンって」

　元生徒だったせいか、セシルはグレンの性格もよくわかっているらしい。

　いまや鑑かん定てい士しとして腕をふるうグレンに、こうまで容よう赦しやなく言える人間もそうはいないはずだ。

　セシルが「それにさ」といって、明るい蜜みつ色の両目をみひらくと、その中心が金の針の結けつ晶しようを浮うかべたように輝く。

「グレンが性別で偏へん見けんをもたないのは知ってるけど、まさかこんな可愛かわいらしいお嬢じようさんが生徒だなんて。良かったじゃない？」

　満面の笑えみを浮かべるセシルは、感情があけすけでどこか人なつこい。

「私も、グレンの先生にお会いできて光栄です。きっと、すごい人なんだろうなって思ってました」

　しかし、今度はグレンがため息まじりにふっと奇き妙みような笑みを浮かべる。

「そりゃ、セシルは教師としてどうっていうよりも、あらゆる意味ですごいからな……学生を引いん率そつしてる教師とはおもえない立ち居い振ふる舞まい。人の屋や敷しきに間借りして、これだけ粘土を散らかしまくる臆おく面めんのなさ」

「なにいってんの。今回のことはマクミラン伯爵が申し出てくれたのよ？　この手の人種と切ってもきれない、お父上の仕事を思えば怒おこりゃしないって」

　ふたりは容赦ない応おう酬しゆうをつづけながらも、どこか互たがいに心を許しているからこその親しみが感じられる。

　セシルはグレンにかまっていられないとばかりにミリセントの手を取ると、テーブルセットと反対の壁かべにある、カンバスや焼き物など、美術品が置かれた場所へと誘さそう。

「ね、ここにあるものを見てどう思う？　ここの何点かは、リュイシャムの美術館から学院に貸し出しされてたものなの」

　そこには大きさもまちまちな額装された絵が、何点か置かれていた。

　なかでもミリセントは、ある額に目を留めた。

　それは農村の田舎いなか道にたたずむ羊飼いの少年と、ただどこまでも広がっていく地平を描えがいた銅版画だ。

　こまかな霧きりを思わせる繊せん細さいなタッチのそれは、白と黒で構成された画面に暮れ行く夕日の色や、なびく草の色むらまで感じさせるような息づかいがある。

　ミリセントでもその絵の来歴を思い出すことはできた。これは世に知られた絵の一枚だ。

「これは、ロマノの『家路』です。近年の画家では写実派で知られていて、彼の絵は画が廊ろうでも価値があがっています……」

　隣でセシルがうなずく気配が伝わる。

　ミリセント自身、当たり障さわりのないことを口にしつつも、この絵を見た瞬しゆん間かんからほんのわずかな違和感を覚えていた。

　一度絵から離はなれて再び眺ながめる。

　表現される陰いん影えいや中間色も、これまで何点か見たロマノのものと同じだ。違ちがいはないはずだった。

　──でも、なんでだろう？　筆ひつ致ちに違和感はないのに、なにかひっかかる。刷られたのがよっぽど初期の頃ころだとか？

　普ふ段だんから侯爵の店でも真しん贋がん鑑かん定ていを行うことが多いせいか、こうした作品を見るとつい疑ってかかってしまうのかもしれない。だが相手は美術学院の教師だ。

　──ロマノの版画はもちろん貴重だけど、でも大きな美術学院だったらちゃんとしたものを貸してもらえるのかもしれないし。でもひょっとして授業で贋物レプリカも扱あつかったりするとか？　それで、いま私が試ためされてるのかも。

「……あの、フィリグラーナの授業では、いつも本物を使うんですか？」

「まさか、いくら偉い大だいなるフィリグラーナ国立美術学院だなんていっても、そんな予算はないわよ。本物も贋物もどっちも使うかな。ミリセント、あなたならその絵をどう見る？」

　だがそう答えるセシルの顔は、心なしか感情が平へい坦たんになったように見えた。

　──違ちがう。私が間違ったんだ……

　直感でそう確信すると、ミリセントは一瞬、自分の胸むなもとにあるペンダントに目をやった。

　思わず作品に指を伸のばしかけたが、吐と息いきを飲みこみそのまま手を止める。

「ミリセント？」

　グレンがいぶかるように声をかけてきたが、ミリセントは指を握りこみ、結局作品には触ふれなかった。

「で、ミリセント。あなたの答えは？」

「限りなくグレーに近い黒……な印象なんですけど、その根こん拠きよまでは……」

「ふぅん。直感の理由は具体的にのべられないわけね？」

「すみません」

　いつものように過去視を通しての鑑かん定ていはできないと感じつつ、ミリセントは目を伏ふせた。

「謝らなくていい。私があなたに会いたくて、その鑑定を見てみたかっただけだから」

　セシルは軽かろやかに告げると、ミリセントの目をみつめた。

「でも、見立てはそう悪くない。基き礎そ的な着眼点や知識はグレンから学んでるところかもしれないけど、そこに基準となる線を引けるのは、あなた自身の感性だけ。それだけは、人が教えることはできないの」

　背の高いセシルの、さらに際きわ立だって高い鼻び梁りようを見上げミリセントはうなずいた。

　よくみると、うっすらそばかすの散った頬ほおは、ほほ笑みとあいまってやさしさを感じさせる。

　──フィリグラーナのすごい学校の先生だっていうから、怖こわい人なのかと思ったけど、ちゃんと見てくれる人みたい。服とか、ちょっとあちこち変わってるけど。

　しかし間近に立つ彼女の顔から視線を下ろした途と端たん、ミリセントは慌あわてて目をそらした。

　──……この人。まさかコルセットつけてない!?

　体に沿わないぶかっとしたシャツを身につけているものの、これだけ至近距きよ離りになればさすがに気づく。

　確かにセシルの人ひと柄がらは、あまり女性らしさを感じさせないものながら、布に覆おおわれた体は思いのほか豊かな曲線を描いているようだ。

　あまりに無防備な出いで立ちにミリセントが赤面していると、セシルもその理由に思い当たったらしい。自分でシャツの胸むな元もとをぐしゃぐしゃと乱暴に乱して苦く笑しようする。

「あ、ごめんね。だらしないってよくいわれるんだけど、作業中……とくに粘土は体をつかうから。こういう格好じゃないとのびのびやれなくてね」

　大目にみてほしいと訴うつたえるようなセシルの視線はどこか子供のようで、ミリセントはつい笑ってしまった。

「ねぇ、ミリセント……。良かったら、明日からうちの子たちと一いつ緒しよに展示を回ってみる？　たまには違う先生についてみるのも楽しいかもよ？」

「いいんですか!?」

　勢いよく答えてから、ミリセントは慌ててグレンを振ふり返る。

　しかしグレンにも特に異論はないようだ。

　それよりも、もの言いたげな表情とその理由に思い当たって、ミリセントは明日の待ち合わせ場所をセシルに確かく認にんして部屋を出た。

　一緒に出てきたグレンが、やはり思っていたとおりの質問を口にする。

「どうして、いつもみたいに触さわって視みなかったんだ。そうすれば、根拠もそれなりにでたんだろう？」

　ミリセントはその言葉に、素す直なおにうなずくことはできなかった。

「いつもの鑑定みたいに触って視てからアスワドに聞けば、きっと詳くわしい理由までわかったと思う……」

　そう口にして、自分の心のなかをさぐってみれば、理由はきちんと見つかった。

「でも、いまはその方法を使いたくなかったの。だって、セシルさんはグレンの先生でしょう？　彼女がもし依い頼らい人で、あの作品が仕事での鑑定だったら別よ。でも、いまはグレンに教えてもらって、身についたものだけで鑑定したかったの」

　一いつ生しよう懸けん命めい言葉を探して伝えてみて、ミリセントはここしばらく自分のなかにそうした気持ちがあったのだと気づく。

　触れた物の過去が見えるというのは、ファネルの血に繋つながる能力であり、それも自分の一部といえばそうだ。だが、その能力を正しく仕事に活いかすためには、ペンダントに潜ひそむ幽ゆう霊れいアスワドの力を借りることも多い。

　──いままでは、鑑定は食べていくための仕事だったし、ペンダントに助けてもらってるのもありがたかったけど……。いつのまにか、なんだか後ろめたい気持ちもでてきて……

　いつからこんなふうに考えだしたのかと、ミリセント自身も疑問に思った。

　だが、目の前にいるグレンの姿に、するりと答えは導き出された。

　──そっか。この鬼おに講師に出会ってからなんだわ。

　生活の手段だった鑑定が、いつのまにか極きわめたい目的になっている。

　こうして仕事を楽しみはじめている自分は、とても贅ぜい沢たくで幸せ者だ。

　そして、鑑定の本当の楽しさと魅み力りよくを教えてくれたのは、ほかならぬグレンだった。

「もちろん仕事のうえでは、まだ色んな力を頼たよりにすることになるってわかってる。でも、いつかは自分でって……思ってるから。これも、グレンのおかげよ」

　だからこそ、彼の師にあたるセシルの前で、特とく殊しゆな力に頼った鑑定結果を差し出すことは気がすすまなかったのだ。

　グレンにもその気持ちは伝わったのか、目もとがどこかやわらいでみえた。

「そうだな。立派な心がけだと俺も思う。ただ、君が持っている力はファネルの家に関するものであっても、君自身に備わっているものだ。いま話してくれたみたいに、ちゃんとした知識がついたうえで使えるなら、それは何倍も素す晴ばらしい結果を生むことになるかもしれない。否定はしないでくれ」

　思わぬ言葉に、ミリセントはついぽかんとグレンを見返す。

「なんだ、意外だったか？」

「だって……グレンってば、最初は呪まじないだとか魔ま女じよだとかさんざんだったじゃない。それにグレンの講義を受けてるのに、アスワドに答えを聞いちゃってたら意味がなくなっちゃうっていうか……答えを盗ぬすみ見してるみたいな気持ちになるんだもの」

　グレンもミリセントの言葉に、眉まゆ根ねを寄せる。

「俺だって信じたくはなかったさ。でも、あれだけの結果を見てまだそれを否定してたら、それこそ現実味がないだろ。君が目にするものは、事実過去に流れた時間だ。いまはアスワドに頼ってる状態かもしれないが、それに知識が追いつけば……これまでにない真実を知ることができる日もあるだろう。少なくとも俺はそう思ってる」

　グレンの真しん剣けんな瞳ひとみには、鑑かん定てい士しとしての情熱が秘ひめられていた。

　──ほんとに、そんなことが私に……？

　その期待に応こたえたいという気持ちと、思わぬ不安に強く体をゆさぶられて、ミリセントは背筋が震ふるえた。

　──なんか、不思議。講師になってもらってから怒おこられてばっかりだったのに。グレンがそんなふうに思ってくれてたなんて。

　じんわりと嬉うれしさをかみ締しめるミリセントに、グレンは確かめるような口調で尋たずねる。

「でも、ほんとに明日から学生の課外活動に交ざるつもりなのか？」

「うん。せっかくセシルさんに誘さそってもらえたし、博覧会の会期中は、好きに会場を見て回っていいって、侯爵様にも時間をいただいてるの。グレンは……仕事？」

「そうだな、明日はイニアスに呼ばれてる。ほら旅行で行ったラズウィックで、騎士団スターナイツのパーティがあっただろう。あのとき相談されたことで、いまは調査を手伝ってるんだ」

　騎士団と一緒に過ごしたガーデンパーティで、グレンとイニアスが深刻そうな表情で話しこんでいたのをミリセントは思い出した。

「それに、義あ兄に上うえのところで見つかった肖しよう像ぞう画がの調べも進めてるんだが、君もセシルの課題の間に時間がとれたら、スターナイツの俱く楽ら部ぶに寄ってくれないか？　建物には必ず誰だれかが詰つめてるし、迎むかえをやらせるから」

「肖像画って、あの王女様が描えがかれてるらしいっていう？」

　ミリセント自身はその肖像画をまだ目にしていなかったが、どうやら相当古いものらしい。

　グレンの義兄ジーンが出入りしている石の塔とうの天てん井じようから見つかった肖像画には、前王室の王女の姿が描かれているのだとグレンから聞かされていた。

「もちろん、寄らせてもらうわ。あの絵のことは私も気になってたし。騎士団の俱楽部って、レニストン通りを西に向かったところにあるんでしょう？」

　ミリセントはこの国の王子を守る、頼たのもしい騎士団の面々を思い浮うかべてうなずいた。

　近この衛えである彼らは身分の高さとはうらはらに、非常に気さくで気持ちのいい人物が多い。

「そうだけど……なんで知ってるんだ？　連れて行ったことはなかったと思うが」

　グレンは不思議そうだったが、ミリセントはあの湖での一件以来、スターナイツ唯ゆい一いつの女騎士であるシルヴィアと手紙をやりとりしていると打ち明けた。

　ラズウィックの坑こう道どうで〈大暗室〉に追い詰められたときには、彼女の特殊な力、どうやら念動力のようなもののおかげで、全員が脱だつ出しゆつすることができたのだ。

　そうした不思議な力については、ミリセント自身も覚えがあるうえ、目まの当たりにしてはやはり信じるしかない。

「あの爆ばく発はつでシルヴィアさんのお体も心配だったけど、やっぱり騎士様よね。騎士団へ復帰して二日目に馬に乗って、イニアスさんに怒られたんですって」

　そのさまがありありと想像できて、ミリセントとグレンは苦笑した。

「シルヴィアの力が、あんなふうに役に立つとは思わなかったけど、あのときは彼女がいなけりゃ助からなかった。スターナイツには欠かせない人材だな」

　信じたくはないという口調ながら、もはや否定はしないグレンの言葉に、ミリセントはそっとうなずく。

　出会った頃ころのグレンは頑がん固こで、己おのれの価値観にこだわる性格だと思っていた。しかし、それこそ自分の思いこみだったのだと気づかされる。

　女性実業家を義母に持つグレンは、性別や先入観に囚とらわれず人を公平に見てくれる。

　なにより優すぐれた鑑定士でいるためには、そうした視点をもてなければいけないのだろう。

　グレンならなにか気づいてくれるかもしれないと、ミリセントは王都にきてからも気になっていた、アンセルの異変について尋ねてみようとした。

「あのね、こないだのラズウィックの旅行から戻もどったあと……」

　ミリセントが口にしかけたところで、背後の扉とびらが勢いよく開けられ、セシルの声が飛びこんできた。

「良かったー！　まだいたわね。グレンちょっと手を貸して、塑そ像ぞうの軸じくに布を巻きたいから……って、ごめん。ひょっとして、なんかお邪じや魔まだった？」

　大きな瞳を瞬またたいたセシルは、冷やかすというよりは、本当にあっけらかんと思ったことを口にする性格のようだ。

「い・い・え！　あなたに気をつかわれるようになったらおしまいです。わかりました、俺が針金を巻けばいいんですね」

　グレンは上着を脱ぬぎながら部屋へ戻ろうとする。

　その口調がどこかやけ気味なのは、やはり学生の頃さんざんこき使われていたのかもしれない。

　グレンの背中を見て、顔をしかめたセシルは「怒りっぽすぎると思わない？」と口を動かしてみせ、子供っぽく舌を出す。

　そしてミリセントのすぐ側そばまで裸足はだしのまま近づくと、ささやくように語りかけた。

「ねぇ、私ってそれなりにカンはいいほうだと思ってる。いつか本当のあなたを見せてくれる？　そしたら本当の私も教えてあげる」

　言葉の意味をつかみかねて首をかしげたミリセントは、セシルに頬ほおをつつかれる。

「なんなら、グレンの学生時代のはずかしーいあれこれも教えてあげるけど。でも、私の印象じゃ、ミリセントもグレンに負けない気骨がある子だとみた」

「気骨……？」

「うーん、そうね。つまり私がいいたいのは、『自分の信念に忠実』ってこと！　いいことよ。このご時世、女性の身で鑑定士でいようっていうなら、生き様はそうでなきゃ。でも作品に向き合うときは柔じゆう軟なんに、想像の外のことまで掴つかみ取れるようにいるといい」

　その言葉は、ふわりとミリセントの心にとまって溶とけた。

　──なんだか、不思議な人。フィリグラーナの学院って、こんな先生がたくさんいるの？

「じゃあ、明日ね！」

「ありがとうございます。楽しみにしてます！」

　ミリセントがお辞じ儀ぎをすると、セシルの白い手がすっと伸のびて扉の横に立つグレンの腕うでをつかんだ。

「きなさい。今日は恩師にいろいろ語って聞かせなさいよ。どーんと飲み物も用意したんだから！」

「は!?　ちょっと、待ってください……」

　部屋に引っ張っていかれながらも、グレンはふり返ると律りち儀ぎに告げた。

「いいかミリセント。屋や敷しきの外に待たせてる馬車に乗って戻るんだぞ。ひとりで歩くのは駄だ目めだからな！」

　ミリセントがうなずくのを見届けると、グレンは再び腕を引かれて扉の向こうへ消えていった。

　その間ま際ぎわ、グレンの横顔に「仕方がないな」と呆あきれたような苦く笑しようが浮かぶのが見える。

　それは相手を深く知り許しているからこその、ひどく親しげなものだ。

　閉まりかける扉から、カーテンの向こうに消えるセシルの素す足あしが、ミリセントの目に映った。

　ふいに胸のなかが重く硬かたくなる。

　黒いインクが溶けて沈しずんでいくような、嫌いやな感覚に呼吸までが苦しくなった。

　──なに。私……

　セシルという女性に惹ひかれる一方、グレンが見せた笑え顔がおにひどく傷ついた自分がいた。

　──どうして、セシルさんのこと好きだなって、いま……思ったばっかりなのに。

　突とつ然ぜんかき乱された気持ちを、自分でもどう受け止めていいのかわからない。

　ただ、急いでその場を離はなれなければと気持ちばかりが焦あせった。

　自分のものではないような足を必死に前へと動かして、出口へと向かう。

　──馬車で帰らなくちゃ。グレンがそういったんだから。馬車に乗って帰って、課外授業の支し度たくをしないと……

　しかし、ディンセル侯爵のタウンハウスへ戻ったあとも、ミリセントは支度をしては手を止め、ぼうっとしては我に返るの繰くり返しだった。

　眠ねむるために寝しん台だいに入ったあとも、寝ね返がえりばかりうってしまう。

　──きちんと寝ておかないと、明日は他ほかの生徒たちとも一いつ緒しよにまわるのに。眠たい頭でなんていきたくないのに……

　焦るだけ、より意識は冴さえていく。明日のことで緊きん張ちようしてるからだ、と自分に言い聞かせながら、他のことを考えまいとしている自分にミリセントは顔をしかめた。

　──違ちがう。ほんとは、課外授業のことなんかじゃない。

　視界に残っているのは、セシルに向けられたグレンの苦笑と床ゆかを歩く白い足首だ。

　ミリセントは自己嫌けん悪おに苛さいなまれつつ、うらみがましい気持ちでもうひとつ寝返りをうつと、思わずぽつりと文句がこぼれた。

「グレンのせいよ。馬ば鹿か」
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　課外授業に参加する当日。ミリセントは浅い眠りだったおかげで、寝ね過すごすこともなく待ち合わせ場所へと向かえた。

　もやもやとした胸のなかも、頬が痛むような冷えた空気がさらっていってくれる。

　大きな屋敷が多いこのあたりの通りは、どこも門や柵さくにまで大祭を迎むかえるための硝子ガラス飾かざりが綺き麗れいに施ほどこされていた。

『薔ば薇らの大祭』は、リュイシャム王国の建国の始祖でもある聖ユスカリスへの感謝を示すものだ。

　その建国記念日を迎えるまでの九日間は、『迎げい誕たん節せつ』と呼ばれる日がつづく。

　人々はその日々の間に、家や衣装に薔薇の意い匠しようが入った飾りつけをし、訪おとずれる大祭当日を心待ちにするのだ。

　そして、通常より格安で展覧会や博物展へ入館が許可されるため、展示施設へ足を運ぶ人も増え、寒空の中を出歩く人の姿も多い。

　いまとなっては恒こう例れいの『博物博覧会』の影えい響きようは大きいようだ。

　梟ふくろうの旗を掲かかげたパン屋で生き地じの原料を目にしてから、焼きたてパンをほおばる婦人もいれば、街角に設置される展示目録を手に美術館へ向かう夫ふう婦ふもいる。

　個人商店から権けん威いある美術館まで、同じ旗を掲げて行われる催さい事じは、この王都に不思議な一体感をもたらしていた。

　もちろんフィリグラーナから来た学生やミリセントにとっては、迎誕節の期間が課外授業の時間ということになる。

　集合場所に指定されたのは、ダイアルーズ広場にある噴ふん水すいの前だった。

　ノートや筆記具を手にしてミリセントが広場に到とう着ちやくすると、幾いく人にんかの生徒はすでにスケッチブックを手に、広場から見える光景を素そ描びようしたり、手帳に書き付けたりしていた。

　部外者であるミリセントの存在を気にかける生徒は少なく、めいめい己の思うように過ごしているようだ。

「おまたせー……」

　やや遅おくれて広場にあらわれたセシルは、今日もだぶついた白シャツに外がい套とうをはおり、乗馬ズボンに革かわの長靴ブーツという出いで立ちだ。無造作にくくられた髪かみといい、とても貴婦人らしくない。

　長身のセシルはやや猫ねこ背ぜでがっくりとうつむいたまま、噴水の縁へりに腰こしを落としたかと思うと、額を押おさえて小さく唸うなる。

　──具合でも悪いのかしら？

　ミリセントが心配になって近づくと、セシルからははっきりと酒の匂においがした。

　隣となりに立っていた制服の少女が顔をしかめると、ため息をつきながら手にしていた水すい筒とうを差し出す。

「先生がそんなになるまで飲んでたってことは、お相手の方はいったいどんな目にあったんです？」

　セシルは少女の手から水筒を受け取ると、ぐいっとあおって「ふぃーっ」と息をついた。

「ごめん。懐なつかしい教え子がきてたからさ。ほんとあれは木き桶おけのワクかってぐらい飲むんだから……しかも、あいかわらずひどい語り上戸」

　ぶつぶつもらすセシルの声に、ミリセントはそれがグレンのことだと気づいた。

　──グレンってば、朝まで先生と飲んでたの!?

　その事実をどう受け止めていいのかもわからず、ミリセントはセシルに声をかけられなくなってしまった。

　──そういえばグレンがお酒に強いかどうかも、私は知らない。

　胸の奥に押しこめたはずの、重たく暗いものがふいに湧わき上がるのに、ミリセントは慌あわててその思考をふりはらう。

　──ち、違ちがう違う。そうじゃなくて、グレンとセシルさんは先生と生徒なんだし。でもセシルさんって、コルセットもつけてないし、スタイルいいし……美人で大人っぽいのに純じゆん粋すいっていうか、魅み力りよく的な人で……って、やだ！　違う。こういうのほんとやめよう。いま私は授業にきてて、セシルさんは先生なんだから。

　ミリセントは、噴水を彩いろどる緑色の硝子ガラス石を必死に数えて気を紛まぎらわせる。

　ようやく人ひと心地ごこちついたらしいセシルはよろりと立ち上がると、なんとか生徒を連れて最初の美術館へ向かった。

　比ひ較かく的てき朝も早い時間、冬の澄すんだ空気に包まれた美術館は、威い厳げんのようなものをかもし出し、ぴしりと気を引き締しめられる。

　スピンク・ガーデンと名づけられた美術館は、絵画や彫ちよう刻こくを主にし、数百年を遡さかのぼるものから近代作家のものまでと、幅はば広ひろく作品が収められている。

　生徒のなかでも芸術家の卵たちは、思い思い目当ての作品へと散っていった。

　これから美術館が混こみあうまでの間に、作品の模写をするらしい。

　残ったのは、セシルの世話を焼いていた少女と、外部参加者のミリセント。さらに会ってから一言も言葉を発しない青年が一人だ。

　セシルは展示目録を手にすると、ようやくまっすぐに顔をあげた。

「さて、美術史専せん攻こうはこのふたりと、ゲストのミリセントね。これから私についてきて、指示する作品を各自で見て、感じたことをレポートにして提出。その作品が来年のアリオンオークションに出品されたという想定で、参考価格も考察。その根こん拠きよにも触ふれておくように」

　頭痛の波も落ち着いたのか、セシルがすらすらと課題を告げるさまはいかにも教師らしい。

　ミリセントも、慌てて課題の内容をノートに書き留めた。

　残るふたりはこうした授業に慣れているのだろう。顔色も変えず、落ち着いた足取りでセシルについて歩きだす。

　──そっか、数人で作品を前にあれこれ話しちゃったら、お互たがいの意見に影響されるからあとでレポートにするのね。でもアリオンオークションでの参考価格まで……わかるかな。

　近ちか頃ごろはグレンにも、鑑かん定ていの際の作品価値について話をされていたが、ミリセント本人は実際に競売や代理売買を行った経験もない。

　そうした場所では、真しん贋がん鑑かん定ていとはまた違った面おも白しろさや難しさがあるように思えた。

　いくつかの作品について迷いながら印象を書き記していくうちに、ミリセントも没ぼつ頭とうしてしまい、しばし自分がどこにいるのかも忘れていたほどだった。

　昼近くなると一いつ般ぱん客きやくの姿がちらほらと増え、落ちついて作品を見ているのも難しくなる。

　セシルは再び生徒たちをまとめて美術館を出たあと、噴水前まで戻もどったところで解散と注意を口にした。

「さ、今日はこれぐらいでひきあげましょうか。各自お茶やパーティに招かれている子は粗そ相そうなくね。日付が変わる前には戻ってちょうだい。それがけじめってものらしいけど……まぁ、よろしく」

　さすがに二日ふつか酔よいの自分が口にしたところで、説得力がないと自覚はあるのだろう。

　ばらばらと生徒が散っていくなか、セシルはミリセントにちょいちょいと手招きをする。

「あのね、誤解されてるといけないと思って……」

　そう口にしたセシルがなにを言おうとしているか聞くのが怖こわい気がして、ミリセントはつい身構えてしまう。

　面白いものを見るようにセシルは目を細めると、なにか思いついたようすで耳もとに口をよせてきた。そのまま、思わぬ艶つやっぽさでささやかれる。

「グレンはね、私にとって特別な生徒よ。本当の私を知ってる……数少ない人間」

　その言葉はあまりに意味深で、ミリセントは自分の顔が強こわ張ばっていくのを止められなくなる。

　だがセシルは、思わせぶりな口調のままつづきを口にした。

「まぁ、私とのあれこれも薬になってればいいと思うんだけど、ね」

　淡あわく色づく唇くちびるが急にしっとりと感じられて、ミリセントはセシルから顔を背そむけた。

「あなたにとって、グレンはなにかしら？　講師？　友人？　それとも特別な気持ちがある？　提出しなくてもいいけど、一度それもレポートにしてみるといいかもしれない」

　教師らしい口調でいながら、セシルがなにを伝えようとしているのか、顔をあげられないままのミリセントにはわからなかった。
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　朝まで留学生たちの宿舎となった屋や敷しきでセシルと飲み明かすはめになったグレンは、いったん自分のタウンハウスへ戻って着き替がえを済ませると、そのまま馬車をレニストン通りへと走らせた。

　太い通り沿いには商店が肩かたを寄せるように建ち並び、労働者の多くがひしめくビーハイブ蜂の巣箱と呼ばれる中心地を抜ぬけていく。

　大聖堂を右手に過ぎてしばらく行くと、あたりはこぢんまりとした商店やカフェが多くなった。

　そんな街並みにも『博物博覧会』の目印である、梟ふくろうの旗が目につく。

　いまごろミリセントは課外授業に参加しているのだろうかと、グレンは思い浮うかべた。

　多くの美術作品に触れる機会でもある迎げい誕たん節せつの間は、本来なら自分が講師としてミリセントと展示を回りたい気持ちもあったが、放っておけない問題も持ち上がっていた。

　酒の抜け切らない眠ねむい眼めをこすりつつ、グレンは小さくため息をつく。

　──セシルに任せておけば、課外授業がミリセント本人のためになるのは確実だけど……大だい丈じよう夫ぶかな、ああ見えて妙みように気づかいすぎるところがあるし、学生に気き後おくれしたり変にかまわれたりしてなければいいが……

　まるで保護者のような心配をしながら、グレンは馬車を停とめさせると、一いつ軒けんの建物の扉とびらを叩たたいた。

　銀ぎん燕つばめの描えがかれた銅版が軒のき先さきにさげられているここは、第一王子リーアンの近この衛えたちで構成される俱く楽ら部ぶのひとつだ。

　なかでもそこは、リーアン王子の熱心な信しん奉ぽう者であるイニアス・キャリックが責任者として創設した、『輝かがやける我が君リーアン聖星騎き士し団』こと『スターナイツ』の支部であり、熱心なむくつけき青年たちが日々出入りしているらしい。

　しかし今日は扉があけられるなり、すでに出かける気まんまんのイニアスがあらわれた。

　季節柄がら、冬物の外がい套とうをはおったイニアスは、襟えりを縁ふち取どる黒毛飾かざりもあいまって、さながら山をおりてきた熊くまのようだ。

「い～いタイミングだグレン！　まさにいま、俺も馬車を呼ぼうとしてたところだぞ。いざいかん、マクミラン家の馬車で!!」

　くせのある赤毛を揺ゆらしながら、ブーツで階段を駆かけ下りたイニアスは、王都が雪に沈しずんでも寒風に震ふるえることはなさそうだ。

　熱気のありあまるイニアスの勢いに、酒のだるさが抜けきらないグレンはげんなりと尋たずねた。

「馬車を使うのはいいんだが、俺も同行できる場所なのか？」

「まったくもって好都合。これからいくところは、シルヴィアにも同行を遠えん慮りよしてもらったところだ。なにせあるのは死体ばかりらしいからな」

　あまり穏おだやかでない言葉に、グレンはひとまずイニアスと連れ立って馬車に戻ることにした。

「なんだ？　グレン妙に酒くさいぞ？　まさか俺に内ない緒しよで秘密の樽たる酒ざけパーティを……」

「そんなわけあるか……確かにまぁ、樽で用意はされてたけどな。ちょうどいま、フィリグラーナの恩師がきていて、朝までつき合わされたんだ」

「ははぁ、前に聞いたあの女じよ傑けつの話かー。だよな、ファネルのお嬢じようさんには見せられない格好だな」

　豪ごう快かいに笑うイニアスに、グレンは額を手で覆おおう。

「一応着替えてきたんだが……そんなにひどいか？」

「そうだな、酒漬づけのオリーブってとこだな。とても紳しん士しとはいえないが、これからいくところならそう問題ないかもな。なにしろ息をしてない人間が大半みたいだから」

　物ぶつ騒そうな答えをくれるイニアスに、グレンは顔をしかめたまま馬車に乗り込んだ。

「で、いったい全体、そこはどういった場所なんだ？」

　向かいあって座るグレンに、イニアスはいま説明すると言いたげに手を上げる。

「まずいきさつについてなんだが、もともといまの王室は教会との関係が微び妙みようなところだ。そこへきて、別の問題がふたつもちあがってる」

　教会については、グレンも深刻な表情でうなずく。

　この国の始祖である初代国王聖ユスカリスを讃たたえてきた教会にとって、現王室が簒さん奪だつ者ともいえる血筋であることが、根本的な原因なのだろう。

　さらに、現王室が工業技術を積極的に取り入れ、工場生産や貿易に重きを置くようになったことも大きい。

　その結果、国民の関心は自分たちの生活向上へとむけられ、以前ほど信しん仰こうや教会の権けん威いに関心が集まらなくなり、教会と王室の関係も悪化したのだ。

　かつては、王室と対等な位置にあると言われた教会の力も、徐じよ々じよに弱まりつつあるのが現状だった。

　イニアスの普ふ段だんは陽気な表情が、騎士らしい厳しいものに変化する。

「俺たちスターナイツはリーアン様の指示のもとで、〈大暗室〉の関かかわってそうな事件を調べてもいただろう？」

「まさか、〈大暗室〉も関係してるのか？」

　イニアスが口にするとおり、以前からリュイシャム国には〈大暗室〉と名乗る得体のしれない結社の暗あん躍やくがあった。

　そのメンバーは国内に限らず各国に広く存在し、噂うわさによると、議員や財政界での有力者などさまざまな影えい響きよう力を持つ人間が多く在ざい籍せきしていると言われている。

「そこへだな、さらにやっかいなことに医い療りよう協きよう会かいから、両者に関わるかもしれない動きがあると報告を受けたんだ」

　グレンはこれまで、イニアスとシルヴィアが教会と医療協会の癒ゆ着ちやくについて調査を進めてきていたのを知っている。

　旅先のラズウィックでも、グレンはそのことをイニアスから相談されていたのだ。

「じゃあ、教会と医療協会、そのうえ〈大暗室〉が関係してるとでも？　これから向かう場所は、その三つに関わることなのか？」

　事態が複雑になってきたことに、グレンは険しい表情を浮かべた。それも無理はないとイニアスはうなずいて見せる。

「これから向かうのはクリス・クレメンスって医者の研究施し設せつで……いや、非常勤の検死医というべきかな。どうやら彼が、その三者を結び付ける証しよう拠こを握にぎってるらしい」

「その医者は信用できるのか？　内部告こく発はつとなれば穏やかじゃないだろう」

　だがグレンの疑問を、イニアスは即そく座ざに否定した。

「お前も知ってるだろうが、彼の父親はもう三期も議員を務めてるクレメンス侯爵だ。彼はクレメンス家の三男にあたるらしい」

　グレンもクレメンス侯爵本人は、何度か社交の場で見かけたことはあった。

　いかにも気難しげな口ひげの紳士として知られる、頑がん固こな議員のひとりだ。家いえ柄がらを思えば、内部告発もその医師の純じゆん粋すいな正義感からなされたものかもしれない。

「これはかなり信用できる類たぐいの話だと思うんだ。ただ本当は、こんなことをお前に相談するのは筋すじ違ちがいなんだけどな。やっぱり鑑かん定ていを手がけてるだけあって、考察とか分ぶん析せきとか得意だろ。その点スターナイツは肉体派が多いからな、しかも相手が医者となればしり込みするヤツも多くて……」

「いや、それはかまわないんだ。結果的にリーアン様の役にも立てるからな。それに教会がからんでるなら、俺も気になる」

　教会との関係悪化について課題を抱かかえる王室のなかで、リーアン王子は積極的にその問題に向き合おうとしている。

　現国王であるウィレム王自身が動くより、王子である自分が動くほうが、まだ直接的な摩ま擦さつは避さけられるという考えなのだろう。

　そして公おおやけにこそされてはいないが、リーアンと異母兄弟であるグレンにとって、年若い王子のことはいつも気がかりだった。

　話しこむうちに馬車は目的地に到とう着ちやくしたらしい。

　馬車を降りたグレンは、建物を目にして思わず足を止めた。

　てっきり病院か、それに準ずるような場所へ連れて行かれるのかと思っていたのだ。

　しかしレニストン通りを南下し、クレイン川に近いこのあたりは、研究施設や工こう房ぼうが多く建ち並ぶ一画だ。

　研究施設だとは聞いていたが、くすんだレンガ造りの建物に特に看板は出ていない。

　一見して個人宅のような作りの屋や敷しきは、大きな三階建てだった。

「ここがクレメンスの研究室らしいな。彼は解かい剖ぼう学でも一目置かれる人物らしくて、一応届けも出されているから、薬品や遺体を扱あつかう許可もある。その関係でどうしても遺体検分が間に合わないときには、非常勤の検死医として駆りだされることもあるらしい」

「なるほど……」

　ノッカーを鳴らして、グレンは重い息をつく。

　結局は国の検分施設や要員だけで間に合わないほど、おぞましい事件が起きているということだ。

　だが病人より死人の数が増すようなことがあれば、そんな国はとてもまともとはいえない。

　こうした事件も、ここ二年ほどの間に急増している。

　墓はか荒あらしがつづいたかと思えば、夜の街に死体が出現し、娼しよう婦ふや労働者が襲おそわれることは数えきれない。さらには、死し霊りよう術じゆつ師しなどという怪あやしげな輩やからまでもがあらわれたのだ。

　グレン自身、ヨナスという死霊術師とじかに向き合ったことがあるだけに、猟りよう奇き的な事件の数々を深刻に受け止めざるをえなかった。

　このままでは、国民の不安は大きくなる一方であり、他国から問題視されるのは間ま違ちがいのないことだろう。

『薔ば薇らの大祭』で賓ひん客きやくを迎むかえて問題が起きれば、現王室の評価にも関わる。

　そうした事態に、陰いん惨さんな事件がつづくのは、現王室の愚ぐ考こうと悪行が招いた結果だと教会は言い出しかねない。

　開かれた扉とびらの向こうで、メイドらしい女性にイニアスが話しかけている。

「約束していた、キャリックだ。クレメンス医師はいらっしゃるかな？」

　招き入れられた屋内は、照明が絞しぼられどこか薄うす暗ぐらい。

　使用人もそう置いてはいないのか、どことなくひと気に乏とぼしい感じがあった。

　イニアスにつづいてグレンも簡素な客間に通されると、座る間もなく足音が近づいてくる。

「やぁ、おまたせしたかな？」

　入ってきた長身の男に、グレンは目を疑った。

　乾かわいた藁わら色の髪かみは撫なで付けられ、丈たけの長い白衣を身につけた男は、その髪から眼鏡めがねから白衣まで、べったりと血がとんでいたのだ。

　あまりに凄せい惨さんな光景にグレンとイニアスが言葉を失っていると、入り口に立っていた細身のメイドが小声でささやく。

「クレメンス様。白衣……着き替がえはありませんでしたか？」

「あぁ、作業場にあるものはもう全部汚よごれてしまったな」

　悪びれず答える声に、メイドは足早に着替えを取りに下がっていった。

「すみませんね、仕事中だったもので」

　クレメンスは白衣を脱ぬぐと、その無事な部分でごしごしと顔をぬぐい、ぽいっとソファの向こうに投げ捨てた。

　呆ぼう然ぜんとしているふたりに向かって、クレメンスはまだ赤いものがついたままの眼鏡を押し上げ、楽しげに口をひらく。

「あ、まさかこれ本物の血だと思われてます？」

「……え」
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「染せん料りようですよ。ほら臭においが違ちがうでしょう？」

　切れ長の瞳ひとみを細めたクレメンスに顔を近づけられ、思わずグレンは身を引いた。

「あなたは医師でしたね？　染料とはいったいどういうことです」

　妙みような男の言動に、イニアスがわずかに不快そうに眉まゆを寄せて問いかける。

「もちろん死体いじりも仕事ですがね。このところは副業も調子が良くて」

「ひょっとして、蝋ろう製標本ですか？」

　聞き返したグレンの声に、クレメンスの目が「おや」というように開かれた。イニアスだけが意味がわからず首を傾かしげる。

　クレメンスの表情に確信を得て、グレンはイニアスに説明した。

「ここ数年、リュイシャムの蝋細ざい工くや標本は高い評価を受けてるんだ。芸術に限らず、医術や歴史に関わるような分野での模型なんかがそうだ」

　イニアスにとっては専門外の知識なのだろうが、グレンの言葉にクレメンスは嬉うれしげに手を叩たたいた。

「そう、さすがマクミラン家のご子息ですね。鑑かん定てい士しとしてのあなたの名前はよく耳にしております。もともと、教会でみられる蝋の絵画なんかが好みでしてね。趣しゆ味みが高じて、いまは自分に得意なことで副業も始めたというわけです」

「あぁ、蝋を使った奉ほう納のう絵えですね。蝋を使うといえば、近ちか頃ごろは立体肖しよう像ぞう画家を名乗る作家も多い。もちろん、デスマスクのように怪かい奇き趣しゆ味みの一いつ環かんとしてももてはやされてます。そしてあなた自身は、医師の知識を活いかして解剖学用の蝋人形でも作製しておられると、そういったところですか？」

　クレメンスはいかにもと深くうなずいてみせると、すっくと立ち上がった。

「あなたになら、私のコレクションも見ていただけそうだ。ぜひお話を聞いていただきたい。二階の工房へどうぞいらしてください」

　ふたりがついてくるものと疑っていないのか、クレメンスはさっさと歩きだす。

　部屋を出たところで、メイドから新しい白衣を受け取ると「紳しん士し方もどうぞ上着を汚されないように」と歌うように告げた。

　着替えをすませたクレメンスは、医師らしく見えるかと思ったが、糊のりをきかせた白衣は彼の笑え顔がおをより禍まが々まがしく見せるだけだった。

　あとにつづきながら、イニアスは少し腰こしがひけたようにグレンの上着の袖そでを引く。

「……なぁ、グレン。この人ちょっとおかしくないか？　俺……なんか怖こわくなってきた」

「あのな、この男を紹しよう介かいしたのはお前だろう。それに騎き士し団長が医者を怖がるなよ。だいたい、このところの捜そう査さで血なんか見慣れてるだろう」

　声をひそめて答えたが、イニアスはなおもグレンに隠かくれるようにして、クレメンスの背中を睨にらみつける。

「そういう問題じゃないんだって。なんか違うんだよ、学術的にどうこうじゃなくってだな。あくまでこの男の嗜し好こうが異常っていうか、おぞましい感じのもんが漂ただよい出してるっていうか……」

　その怯おびえ方は、野生動物が鉄の罠わなを嫌きらうのに似た生理的な嫌けん悪お感なのかもしれない。

　グレンにもイニアスの言いたいことはわからないでもなかったが、芸術の世界に身を置き、また愛好する人物にはこうした変わり者も多い。

　いまのリュイシャムでは、このところの急激な発展に影かげを落とすような陰惨な事件がつづいている。

　しかし国民は怯えながらも、熱に浮うかされたようにそうした事件に注目しているところがあった。

　それゆえ怪奇趣味と言われる芸術表現や書物が、もてはやされつつあるのも事実だ。

　──うさんくさい男だが、単に商売上手だといえなくもない。

　特にいま、リュイシャムでは蝋細工の工房が増えており、物が人体模型となると医学に関かかわるクレメンスのような男が適任だ。

　二階にあがると、そこは壁かべを抜ぬいてあるのか、広々とした工房になっていた。

　彫ちよう刻こく用のヘラや工具、なにかの模かたどりに使ったらしい石せつ膏こうの残ざん骸がいが大きな作業台に置かれ、あたりには蜜みつ蝋ろうとパラフィンの入り混じった匂においが漂う。

　この地区でよくみられる工房と、なんら変わらない光景をグレンが見回していると、クレメンスが人の腕うでらしきものを無造作に机から払はらいのけた。

　イニアスの肩かたが一いつ瞬しゆん大きく揺ゆれたが、それが蝋細工だと知ってごほんと咳せき払ばらいをする。

「まぁ、おふたりに工房を鑑かん賞しようしていただくのは後にしましょうか。あなたがたが興味をお持ちなのは、医い療りよう協きよう会かいと〈大暗室〉。それにつきるのでしょう？」

　クレメンスは作業場のさらに奥へと歩いていった。

　そこはこぢんまりとした部屋らしく、背の高い書しよ棚だなが見える。

　古びた革かわの厚い背表紙が並び、医学書をはじめ多た岐きに亘わたる図録などが収められているようだ。

「では、こちらをどうぞ」

　戻もどってきたクレメンスが机に置いたのは、これまでの事件や遺体検分に関わる書類が綴とじこみにされたものだ。それを手にしたイニアスの表情が、厳しいものに変わる。

「これは、遺体の検死報告用のものだな。調査本部にあるはずの書類がなぜ……」

　その言葉に、クレメンスははじめて曖あい昧まいな笑みを引っ込めた。

「──大変申し上げにくい話ですが、これは私が非常招しよう集しゆうで何度か本部に通ううちに気づいたことなのです。不自然に処理されている遺体がいくつかあるような気がして、意識してみておりました。それと、この書類は焼しよう却きやく処分になるゴミのなかから抜き取ってきたものですが、これがなかなか面おも白しろい……ご覧いただくのが早いでしょう」

　クレメンスは書類と一いつ緒しよに、王都の地図を並べてみせぐるりと指でなぞった。

「ほら、ここに記されている遺体はすべて一定の教区から見つかっています。しかも埋まい葬そうされたばかりの墓から持ち出されているのがわかる。これは私の胸に秘ひめておくわけにもいかない事態だと思いましてね。本日はご足そく労ろういただいたわけです」

　もともといまのリュイシャムでは、医い療りようの発展に伴ともない、研究や学術目的に使用する献けん体たいが常に足りない状態だ。墓から死体が盗ぬすまれることも珍めずらしくはなく、それを不正に買い取る人間もあとを絶たない。

　だが、その死体が人を襲ったり暴れたりしたとなればさらに事態は深刻だ。

　クレメンスの言葉にグレンも書類を改めたが、確かに遺体の状態や埋葬許可を出した教会の記録を見れば、偶ぐう然ぜんにしてはあまりに一いつ致ちする項こう目もくが多かった。

「ほとんどが病死した者だな。医師にかかる金のなかった人間でも、亡なくなれば埋葬にその地区の教会の許可が必要になる。当然記録は教会に残るはずだ」

　グレンの言葉に、イニアスが少し考え込むように視線を右に左にと動かした。

「待てよ。じゃあ教会が埋葬記録をどこかに流してたっていうのか？　それをまさか、〈大暗室〉にでも……」

　イニアスの言葉に、グレンも事情が繋つながった気がした。

　街を歩く死体。そうした気味の悪い事件に関わる死体は、教会の許可のもと葬ほうむられた遺体なのではないか？

　──遺体を都合してるのが、教会なのか医師たちなのかはわからないが……どちらにせよ、〈大暗室〉の動きに加担してたとなれば、許されることじゃない。

「推測にしかならないが、医師たちの中にこの記録書類を抹まつ消しようしようとする者がいるなら、詳しよう細さいを明るみに出せない理由があるからだ。仮に教会が遺体の情報を〈大暗室〉に漏もらしていたとして、その事実を医療協会が隠しているなら彼らも同罪だろうな」

「──くそ。やっぱり、もう一度検死にあたってる医師の身元と、医療協会本部にも調べをいれるべきだな」

　忌いま々いましげにイニアスが舌打ちするなか、クレメンスはこれで用は済んだといいたげに書類の綴じこみをそのまま渡してくれる。

　そしてグレンへちらりと視線を寄こしたかと思うと、隣となりの部屋から、別の革かわ紐ひもで綴じられた大きな紙の束を持ち出してきた。

「それと、マクミラン様に見てもらいたいものがありましてね」

　どうやらそれは、航海記録をもとにした旅の記録のようだった。

　表紙の文字がかすれている紙束を、クレメンスはグレンの目の前で開いてみせる。

「いかがでしょう？　せっかく鑑定士として名高いマクミラン様にお会いできたんです、少しだけ話を聞いていただけますか？」

　情報を提供してくれたクレメンスをむげに扱あつかう理由もなく、グレンはうなずいた。

　だが医師である彼が口にしたのは、思わぬ言葉だった。

「マクミラン様は、『還かん命めいの書』というものをご存知ですか？」

　突とつ然ぜん切り出されたその単語に、聞き覚えがあるような気がしてグレンは言葉に詰つまる。

　──確か、ミリセントが持ってるペンダントに関係してるって、聞いたような気が……どうしてこの男がその名を？

　ラズウィック湖にある坑こう道どうで〈大暗室〉に襲おそわれたあと、ミリセントが話して聞かせてくれたのだと思い出す。

　ミリセントが身につけている、少年の幽ゆう霊れいが宿ったペンダントは、母親であるトリシアが残したものだと聞いていた。

　だが、〈大暗室〉に襲われた坑道のなかで、刺し客かくらしき男にそのペンダントを狙ねらわれたというのだ。

　グレンはあえてミリセントのペンダントのことには触ふれずに、尋たずね返してみた。

「いや、俺も詳くわしくは知らないな。『還命の書』というからには、なにかの書物なのか？」

　するとクレメンスは、かすかに興奮したようすで革紐で綴じられた古びた用紙を幾いく枚かめくってみせた。

「マクミラン様ほどの方でもご存知ないとは。これは写しなのですが、マジュール島で発見された『ウシュグリファ天上の央』の一部です」

「……マジュール島。じゃあこれは、クベルタ号の航海記録か。だが、あの島についての歴史や記録は偽ぎ史しだという判断が下ったはずだが」

　ここ数十年の間、航海による探検がにぎわいを見せるなか、そうした旅の記録や航海日誌は一いつ般ぱんの人々にまでもてはやされた。

　未知の土地や旅への憧あこがれから、誰だれもがその冒ぼう険けんを知りたがったのだ。

　一方で航海記録を改かい竄ざんし、まったく架か空くうの国や文化をでっちあげては、捏ねつ造ぞうした文書を売り込む輩やからが増えたことも事実である。

　いまクレメンスが持ち出した数々の写しは、実際に数百年前の航海記録をもとに復元されたものとして、一時鑑かん定てい士したちの間でも話題になった品だった。

　マジュール島については、当時南大陸の独特の文化や生態に人々の注目があつまった。

　しかしそれ以降、島そのものを発見できた船はなく、航路も正確にたどれなかったのだ。

　真しん偽ぎの判定は長引いたらしいが、いつの間にか世間でも口にされなくなり、忘れ去られていった記録のひとつだった。

「お言葉ですがマクミラン様。鑑定士も人間です。過あやまちがないとなぜいえます？　この記録の真偽については正確なところの決着はついておりません。そして、私は『ウシュグリファ』に書かれた秘ひ蹟せきから『還命の書』の存在を知ったのです。あれは人の命の在り処かについて書かれている神秘の書です」

　熱っぽく語るクレメンスに、グレンは少し冷ややかな気持ちになる。

　現実主義者の自分にとって、義あ兄にのジーンやディンセル侯爵のようなロマンは理解しがたいものだ。さらに根こん拠きよのない神秘主義者には、とても共感などできない。

　だがクレメンスが次に口にした言葉で、思わず目を見開いた。

「ご存知でしょうか？　あくまで噂うわさですが、その『還命の書』をあの〈大暗室〉が追い求めたという話を」

「〈大暗室〉が？」

「彼らがなぜああまで、死人にまつわるおぞましい事件を繰くり返すのか、私も職業がら興味があるのです。個人的に還命の書についても調べてきましたが、これは実に数すう奇きな運命にあるらしい。そもそも『書』と名づけられているものの、マジュール島の文化ではこれら秘蹟にかかわる記録は、すべて石せき碑ひに刻まれていたとも聞きます」

「それは、なにを記録したものなんだ？」

　グレンの問いかけに、クレメンスの浅い緑の瞳ひとみがふいに暗みを帯びた。

「王のための魔ま法ほうです。過去にも世界中の覇は者しやが求めたであろう、不死……いや、還かえり廻めぐる命についての秘術ですよ」

「甦よみがえりの書……」

　つぶやいて、グレンは背筋に悪お寒かんを感じた。

　──〈大暗室〉はこれまでも死人を使った数々の騒そう動どうを起こしてる。もしミリセントのペンダントがクレメンスのいうようなものなら、結社の狙いは薔ば薇ら封ふうじだけじゃないってことなのか？

　まるで考古学者のごとく、秘島について語り続けるクレメンスの言葉は、もはや半分もグレンの頭に入ってこない。

　一いつ瞬しゆん、ミリセントのペンダントのことを口にしかけたが、グレンは思いとどまった。

　実際にペンダントの謎なぞについては、そこに潜ひそんでいるアスワド本人もまだ詳しく口にしてはいないらしい。

　まずは本人にこの話をしたほうがいいように思えたのだ。

「グレン、その話も鑑かん定ていがらみで大事になりそうなのか？」

　作業台の上で、クレメンスに手て渡わたされた名めい簿ぼを繰くっていたイニアスが、ひかえめな声をあげた。

　その表情にも口調にも、手にした名簿の調べを急ぎたいという気持ちがにじんでいる。

「そうだな……捜そう査さが優先だな」

　クレメンスの話は気がかりではあったが、そろそろ引き上げなければならない。

「では、我々はこれで失礼いたします。貴重な情報を提供いただき感謝しておりますし、無論このことは内密に調査を進めますので」

　イニアスは礼を告げて部屋を出た途と端たん、グレンと顔を見合わせた。

「うぅぅ、気味悪い男だったな～！」

「どうにも、おかしな男だな……」

　いまだどこか怯おびえたように背後の扉とびらを気にするイニアスに、グレンも思わず後ろをふり返ってしまう。

「ほんとにクレメンス議員のご子息なんだろうな。あの言動は医者といってもかなり妙みようだぞ」

「いや、身元は確かなはずなんだが。親がああだから息子むすこもまともとは限らないんだなぁと、俺はいま猛もう烈れつに実感してる」

　それぞれに複雑な思いを胸に、ふたりはクレメンスの屋や敷しきを立ち去った。
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　ミリセントは課外授業が終わってからは、ほとんどの時間を『珍ちん奇き迷めい宮きゆう』の二階でレポートに費ついやしていた。

　昼下がりだというのに窓の外には寒そうな曇くもり空が広がっており、それは少しだけミリセントの気持ちを重たくする。

　夜にはディンセル侯爵のパーティを手伝うために外出することもあったが、『薔ば薇らの大祭』当日を迎むかえるまで、『珍奇迷宮』での鑑定も休めることになっていた。

　幸い侯爵の友人だという人物も、展示の準備が進んだのか、アルマジロは無事引き取られいまはこの部屋にいない。

　おかげで心置きなくレポートにかかれる時間はあったが、ミリセントは机に向かって大きなため息をついた。

　結局美術館では、たてつづけに十ほどの作品を眺ながめて歩いた。

　それもデッサン、水すい彩さい、油彩に版画とさまざまな手法の絵が入り交じっている。

　ミリセントも他ほかのふたりも、ただ必死にペンを動かし、作品に近づいたり離はなれたりしながらひたすら印象を書き綴つづっていた。

　同じ年とし頃ごろの生徒と一いつ緒しよに課題を与あたえられ、そのことで焦あせるような気持ちが生まれたのも確かだ。

「あぁぁ～。こんなにたくさんメモ取らないほうが良かったのかな。時間がたっちゃってよけいわからなくなったかも……」

　おもわずぼやいて、ミリセントは机にふせると、そのまま腕うでに頬ほおを乗せた。

　あえて口にしてみたものの、いま自分を悩なやませているのは別のことなのだと、余計に自覚してしまうだけだった。

　──どうして、セシルさんはあんなことをいったのかな。

　美術館での課題を与えられた別れ際ぎわ、セシルが口にした言葉が頭をはなれない。

『特別な生徒』、『本当の私を知ってる』。そうした数々の言葉は、ひどく親密で特別な関係を意味するのではないだろうか。

　──グレンってあんまり女の人に積極的じゃなさそうだし、講義のときは鬼おに講師だから、堅かた物ぶつな印象ばっかりなのよね……でも、あんなこと聞いちゃうと、グレンもやっぱり遊学先でハメをはずしたことあるのかな……考えたくないけど。

　貴族の子し弟ていが遊学先で貴婦人のサロンに招待され、社交の場数を踏ふみ、寝しん台だいまでも渡わたり歩くことがあるという話は、ミリセントも耳にしたことがある。

　──グレンってどんな学生だったんだろう？　セシルさんみたいな教師に師事してたなら、あの人の魅み力りよくもよくわかってるはずよね。紹しよう介かいしてもらった日も、セシルさんにはすごく気を許してる感じだった……

　とめどもない考えばかりがあふれだす。

　自分でも良くないと思いながら、ミリセントは答えの出ない思考を止めることができなくなっていた。

　──だいたいグレンがお酒に強いことも私は知らないし。普ふ段だんは講義であんなに喋しやべってるのに、自分のことはあんまり話してくれないから。

　セシルにグレンについてのレポートをまとめてみればと言われたのも、裏を返せば、自分がいかにグレンのことを知らないか突つきつけられた気持ちになる。

　──あぁぁあ、不毛すぎる！　違ちがう、セシルさんはそんな遠まわしになにかいう人じゃない。いまのは、私のいやーな想像でしかないわ。

　机をぱん、と軽く叩たたいてミリセントは顔をあげた。

　わかったことがひとつだけある。

　──いつの間に、私こんなにずうずうしくなったんだろ。グレンがはじめてこの店にきたときには、名の知れた鑑かん定てい士しで、伯爵家の人だっていう遠い印象しかなかったのに。それに、こないだの旅行で、少しは気持ちが伝わったと思ったのは違ちがってたのかな……

　我ながらうんざりする思考の渦うずにぐったりとしてきた頃ころ、背後でノックの音が聞こえた気がして、ミリセントは慌あわてて体を起こした。

「……アル、のわけないわよね。いまのは玄げん関かんだわ」

　ミリセントが階下へ来客を確かく認にんにいくと、そこにはグレンが立っていた。

「ふぎゃっ！」

「ミリセント、どうかしたのか？」

　グレンがそう口にしても仕方がないほど、ミリセントは大きくよろめいてあとずさってしまった。

「う？　うぅん。なんでもないわよ。ちょうどいま、セシルさんの課外授業のレポートをまとめてたところなの」

　あからさまに妙な反応にグレンは首を傾かしげていたが、ミリセントはこっそり息を整えつつグレンを店に招き入れた。

　お茶の支し度たくをして居間に戻もどると、そのまま向き合って座れと視線でうながされる。

「グレン、今日は……急にどうしたの？」

　特に約束はなかったはずなのにと思いつつ、先ほどまでの考えを見み透すかされはしないかと、不安を抱かかえたミリセントはグレンをまっすぐ見られない。

「すまないな。どうしても確認しておきたいことがあったから」

　近くに寄れというように手招きされ、ミリセントは意味がわからないながらもテーブル越ごしに身を乗り出した。

　グレンの明るい青と、全体に緑がかった琥こ珀はくの双そう眸ぼうがぐっと近づいて、ミリセントは射いすくめられたように視線を留められてしまう。

　グレンの指がすっと伸のばされ、驚おどろいて目をつぶってしまいそうになった。

　──な、なになになんなの!?

「やっぱり見たところ、この国で作られた物みたいだな」

「へ？」

　突とつ然ぜんの言葉のつながらなさに、ミリセントはあっけにとられたが、どうやらグレンの視線は顔ではなくもっと下。

　ミリセントの胸むなもとにあるペンダントに注がれているようだった。

「ちょっとグレン。突然なんなの？」

　──うぅぅ、もう！　びっくりさせないでよ。悪い……心臓に悪いわ！

　内心悲鳴をあげつつも、一体なにを期待したのかと己おのれを罵ののしりながら、ミリセントは椅子いすに座りなおした。

　グレンにはミリセントの気持ちなどまるで伝わっていないのだろう。普段どおりの口調で話しはじめる。

「いや、じつは先日イニアスの調査に同行したときに、そのペンダントに関係がありそうな話を聞いて気になってたんだ」

「ペンダント？　それってアスワドのこと？」

　意外な言葉にミリセントも興味を覚えつつ、ペンダントを外すとテーブルに載のせた。

　繊せん細さいな薔薇の細密画ミニアチユールで飾かざられた楕だ円えんのペンダントは、いまのミリセントにとっては母の形見ともいえる。

　これまでも鑑かん定ていに関かかわるときには、そこにあらわれる幽ゆう霊れいのアスワドが色々な知ち恵えを貸してくれていたのだ。

「これが、どうかしたの？」

　尋たずねつつも、ここしばらくアスワドと話をしていなかったことを思いだす。

「前に君とラズウィック湖へ行ったとき、刺し客かくの男にこれを『還かん命めいの書』だっていわれたって話してくれただろう？」

　その言葉に、ミリセントもラズウィックの坑こう道どうでのことを思い出してうなずく。

　決して楽しい思い出ばかりではなかった休きゆう暇か旅行だったが、〈大暗室〉の人間ヨナスに連れられていった坑道で、思わぬ事実を聞かされもした。

「ヨナスは……ペンダントの由来を私が知らないことに驚いてた。母さんの肖しよう像ぞうが浮うかぶこともあったから、これは母さんが作らせたものだと思ってたの。でもヨナスは、このペンダントは母さんが〈大暗室〉から盗ぬすみ出したものだっていってたわ」

　母から娘むすめへの贈おくり物だと思っていたペンダントには、思わぬ秘密があるのかもしれない。

　ペンダントに母トリシアの肖像が浮かびあがったり、伝言がこめられていたりはしたが、それは後から手を加えた可能性もあるのだ。

　ミリセントはふと、いつも自分の腰こしにつけている飾り鎖シヤトレーヌに目を落とした。

　この品もまた、ローズグレイブホールを継けい承しようする主あるじに必要な証あかしなのだと、アンセルから渡されたものだ。

「〈大暗室〉が狙ねらっていたのは、『薔ば薇ら封ふうじ』だけじゃなかったってことなのかもな」

　グレンもそれが気にかかったのだろう。ミリセントの腰の鎖に目を向ける。

「わからないことが多いのよね。グレンが持ってる小しよう銃じゆうだって『薔ば薇らの騎き士し』なんて名前でお母様から受け継ついだものになるみたいだし……。この三つに関係はあるのかしら？」

　その小銃も、グレンは上着のなかにいつも持ち歩いているらしい。

　しばし考えこむような表情だったが、お手上げだと言いたげに手のひらを見せた。

「とにかく、俺の銃も君の飾り鎖も口はきいてくれないが、ペンダントだけは別だろう。そこにいるアスワドに話は聞けないのか？」

　言われてみればと、ミリセントは薔薇の細密画を眺ながめる。そして迷いながら口にした。

「……アスワドも、封ふうじられてた記き憶おくがあるみたいなの。ラズウィックで母さんの行方がわかって、アスワドもなにか思い出したみたいなんだけど、ペンダントそのもののことは、まだ詳くわしく聞いてないわ」

　グレンはペンダントをそっと手に取ると、どこか考え込むような口調で告げた。

「『還命の書』のことを調べてる人間がいる。クレメンスっていう医者なんだが、その男がいうには、『還命の書』はずいぶん前に噂うわさになった、マジュール島と呼ばれる島に関係しているらしい。しかもそれは、『甦よみがえりの秘術』に関わるなんて話をしてたが……」

　グレンは医師だという男が見せてくれた写しのことや、いまだ存在がはっきりしない島国にまつわる話を聞かせてくれた。

　それはミリセントが聞いても、どうにも信しん憑ぴよう性せいのない噂うわさ話ばなしのような話だった。

　普段のグレンなら眉まゆ唾つばものですませそうな内容なだけに、その口調もどこか半信半疑といった感じだ。

　言葉を切ったグレンは、ミリセントにペンダントを差し出した。

　そしてアスワドを呼び出せるかと問いかけるように首を傾かしげる。

　ミリセントはわずかに躊ちゆう躇ちよしたあと、薔薇の図ず柄がらにそっと触ふれ、「アスワド、話があるの」と呼びかけた。

　気配を感じ取ったのか言葉が終わるより早く、薔薇の花びらははらりとほどけて渦うず巻まくと、中心からまばゆい蜜みつ色の巻き毛をした浅黒い肌はだの少年があらわれた。

「よぅ、また王都にいるんだな」

　いつもは小生意気な口調でミリセントをからかうことも多いアスワドは、少しだけ居い心地ごこちが悪そうに視線をさまよわせた。

「ねぇアスワド。あなたのいるペンダントのことだけど、なにか思い出せたことはある？　いまちょうどグレンから『還命の書』の話を聞いたところなの」

　その言葉に、アスワドの表情が変わったのはあきらかだった。

「さぁな。俺もここに閉じ込められる前のことはあんまり……」

「お前がいるそのペンダントで、死人を甦らせるなんてことが本当にできるのか？」

　唐とう突とつなグレンの問いかけに、アスワドがさも楽しげに答える。

「なんか、お前にそういうこと真ま面じ目めに聞かれると笑えるなー。それってどんなマジックなんだ？」

「笑い話じゃない」

　グレンがぴしゃりと口にすると、アスワドはふてくされるように顔をしかめた。

「それが人にものを尋ねる態度かよ、ったく。そうだな、俺はお前のいってた……マジュール島ってところにいたのかもな。でもそれがどれぐらい前のことかはわからない、数十年か数百年か……確かあの日、神しん殿でんに忍しのびこんで俺は石せき碑ひに触れた。その男がいう王の秘術とやらを盗み出すのが目的だったはずだ」

　その言葉にグレンの顔色も変わる。

「まさか、本当に死人が生き返るなんてそんなことが？」

　ペンダントのなかから、アスワドも苦く笑しようを浮かべて首をふる。

「実際のところどうだかな。俺も実際に死人が生き返るのを目にしたわけじゃないんだ。ただ、それを王のもとから遠ざけるってのが目的だったはずなんだけど……結局しくじって、石碑に封じこめられちまったってところなんだろ」

　ミリセントは以前にも、鑑定に携たずさわった宝石にアスワドと同じ故郷を持つ男の魂たましいが封じられていたことを思い出した。

　彼は女め神がみの心を惑まどわせた咎とがで、何百年ものあいだ暗くら闇やみに閉じこめられていたのだ。

　──じゃあアスワドも罪人みたいなものなの……？　その土地にある神話とか、そういうものが関係してるってことなら、アスワドもただの幽霊ってわけじゃないの？

　ミリセントが思わずペンダントを凝ぎよう視しすると、アスワドはどこかきまり悪そうにツンと顔をそらしている。

「いっとくけどな、ケチな盗とう賊ぞくと一いつ緒しよにすんなよ。俺がしたことは国の存亡に関わることで……って、まぁいいや。そこんとこは終わった話だ」

「だが、お前のいうことが本当なら、やっぱり〈大暗室〉の目的は──」

　グレンがそういったときだった。

　店の扉とびらが再び叩たたかれる音に、ミリセントは驚いて腰を浮かせた。

　ディンセル侯爵なら店の鍵かぎは持っているはずだ。しかも、『薔薇の大祭』の間は営業していないため、店の入り口に『閉店』の札が下げられているはずだ。

「誰だれかしら……」

　話していた内容が〈大暗室〉に関わるものだけに、ミリセントも自然と警けい戒かいする気持ちで入り口へ向かう。その背後に、油断なくグレンもつづいた。

　玄げん関かんのノッカーは一度落とされたきり、しんとしている。

「あの、どなた様でしょうか？」

　だがこわごわと尋ねた声に返ってきたのは、思わぬ人物の声だ。

「良かった、人がいた。すまない、スターナイツのキャリックだ。そこにグレンはお邪じや魔ましていないだろうか？」

　来客がイニアスだと知って、ミリセントとグレンは顔を見合わせた。

　ミリセントもイニアスに会うのは、ラズウィックの坑道で助けてもらって以来だ。

　すぐさま扉をあけて、イニアスを迎むかえ入れる。

「お久しぶりです、イニアスさん」

「どうしたんだ、お前がこの店にくるなんて」

　驚おどろくグレンにかまわず、イニアスはミリセントに会え釈しやくしてみせる。

「お元気そうでなによりです、ファネル嬢じよう。あのなグレン、この店に用事っていうより、お前を捜さがしてたんだよ。屋や敷しきにいったらアンジェリカ様にたぶんここじゃないかっていわれてだな……『邪魔しないでやってね』なんていわれてきたんだけど──」

　イニアスはそこまで口にして言葉を切ると、途と端たんになんとも楽しそうな、笑いだしたいのを堪こらえるようすで、にやりと唇くちびるをつり上げる。

「本気でお邪魔だったか？　グレンがねぇ……っていうより、ふたりきりで会うつもりだったんなら、本当に申しわけない」

　どうやらその口調からして、ミリセントとグレンが逢おう瀬せのためにこの店にいると思われているらしい。

「え、あのイニアスさん、違ちがいますよ」

　グレンも誤解に気づいたのか慌あわてて口を挟はさむ。

「アンジェリカが妙みようなことをいっても真に受けるなよ？　〈大暗室〉にも関わることでちょっと話があって……」

「いやいやいやいや。ほんと悪かった！　でもこっちもちょっと急ぎでな」

　そこでようやくイニアスも表情を改めると、声をひそめて口にした。

「内密な話なんだが、『薔薇の大祭』を前に少しまずい事態になったんだ。リーアン様からの使いなんだが、急いで王宮まできてもらいたい」

　その話に、グレンの顔色があきらかに変わった。

「ひょっとして、医者のところで手に入れた名めい簿ぼでなにか進展があったのか？」

　だが、イニアスは「いや、あれは」と疲つかれたようすでため息をつく。

「残念ながら、どの医者もすでにつながりが切られたあとだった。医者たちは医い療りよう協きよう会かいから検死の依い頼らいを受けただけだというし、書類の処分については個人的にその医者がやったって結論づけられて尾おっぽ切りだな。医療協会じゃ遺体がどこから回ってきたものでも、検死処理の順序まではこちらで管理してないだの、いい逃のがればっかりだ」

　なにやら深刻そうなふたりの会話に、ミリセントは自分が聞いてもいいことなのだろうかと不安になる。

「その件はともかく、問題ってのは別のことなんだ。それで、お願いできることなら、ファネル嬢。貴女あなたも一緒にきていただけると助かる。鑑かん定ていに関かかわることなんで、リーアン様も貴女の同行を希望されてるんだ。もちろん、ここから先のことはいっさい口外なしでね」

「私も……ですか？　あの、もちろんお引き受けしたいんですけど、店を留守にするって侯爵にお話ししてからなら」

「あぁ、それならすぐに騎き士し団だんの者をディンセル侯爵の屋敷へ使いにやらせる。よければこのまま表の馬車で同行願いたい」

　イニアスは落ち着いた口調ながらも、事態はそうとう急ぐらしい。

　詳しいことは王城で直接リーアン王子から説明されるということになり、ミリセントとグレンは馬車に乗りこんだ。







[image: ３．聖なる贋物]

　馬車は街中を目立たぬよう走ると、そのままクレイン川に架かかる橋を渡わたった。

　すぐ脇わきの通用門を通ると、王宮の敷しき地ちにある近この衛えの兵舎近くに停とめられる。

　道中もグレンとイニアスは医療協会の話に終始しており、一体なんの事態で自分も同行することになったのかミリセントには見当もつかない。

　それでも、リーアン王子から説明があると言われた以上、馬車のなかでは尋たずねられない雰ふん囲い気きがあった。

　馬車を降りてからはイニアスや近衛に付き添そわれ、来客用とは別の道を通って王宮の広間へと案内される。

　公式の訪問ではないことも確かだが、あきらかに人目を避さけているようすだ。

　だが、開かれた扉の向こうに思わぬ顔を見つけ、ミリセントとグレンは足を止めた。

「セシル……どうして、あなたがここに」

　王宮の来客用広間で緊きん張ちようしたようすもなくソファにもたれかかっているのは、王都で生徒を引いん率そつしているはずの、セシル・エヴァレットだった。

　さすがに今日はシャツの上にぴったりとした上着を身につけていたが、変わらないのはズボンと足もとのブーツ姿だ。

「あぁ、ふたりとも。ちょっとぶり」

　街中でばったり再会したていどの気さくな調子に、ミリセントは目を丸くする。

　──セシルさんって、やっぱりどこにいても同じなんだ。

　室内にはリーアンをはじめ、近きん侍じがひとりいるだけで人ひと払ばらいがされているようだ。

「ふたりとも、突とつ然ぜん呼び立ててすまない。じつは『薔ば薇らの大祭』を前に、やっかいごとが持ち上がってしまってね」

　広間に置かれた大きな楕だ円えんのテーブルの側そばに立っていたリーアンは、紫し紺こん色に重たげな金の飾かざり縁ふちがついた上下を身にまとっている。

　自身の豪ごう奢しやな金の髪かみと合わせるととてもきらびやかだが、襟えり元もとや袖そでの白いレースがそれをすっきりと見せていた。

　ミリセントとグレンは深く膝ひざを曲げて礼をとると、リーアンが手招きするテーブルへと近づいた。

「そうだ、この女性はグレンの先生だったらしいね？　ずいぶん昔に、私も話に聞いたことがあったと思うが」

　面おも白しろそうに問いかけるリーアンに、グレンとセシルがうなずく。

「ちなみに、グレンは彼女が何者か知っていたのか？」

　その言葉に、グレンは一いつ瞬しゆんセシルのほうへ視線を向けたが、沈ちん黙もくを了りよう承しようととったのか口をひらいた。

「えぇ、偶ぐう然ぜんではありましたが、彼女が過去何者であったのか知る機会がありました。ですが、もう公式な裁きが下ったあとのことですし、私は彼女に師事したおかげで、美術についてより深く知るきっかけをもらえたともいえます」

　交かわされる会話が見えずに、ミリセントがそれぞれに視線をめぐらせていると、セシルがやれやれとばかりに息をついて、ソファから立ち上がった。

「王子様、お話をされる前に、私のことを彼女に説明させていただいてもよろしいでしょうか？」

　一国の王子を前にしても、へりくだったようすもないセシルの態度にリーアンは苦く笑しようを浮うかべたが、鷹おう揚ようにうなずいた。

　セシルは立ち上がると、まっすぐミリセントに近づき前に立った。澄すんだ瞳ひとみとその表情に笑えみはない。

「あのね、ミリセント。昔の私は、贋がん作さく師だったの」

　突然の告白に、ミリセントはただ呆ぼう然ぜんとセシルの顔を見つめ返すことしかできない。

　──え、がんさく……って、セシルさんは学院の教師なのに、贋作を作ってたの？

　脳のう裏りに浮かんできたのは、彼女のいた部屋で鑑定させられた作品だ。

　真しん贋がんについて、どこまでもグレーに感じた絵画の精度。あの作品自体、彼女が手がけたものなのだろうか。

　困こん惑わくするミリセントに、無理もないとグレンも口をひらく。

「俺がセシルの技術に気づいたのは、偶然が積み重なってのことだ。留学先で、彼女が授業で使う贋物レプリカ製作の現場を幾いく度どか見たことがきっかけになった。その頃ころには、セシルも裁きを受けたあとだったけど」

「まぁ、私の腕うでがあんまり良すぎたのも問題だったのかもね？」

　悪びれず、ミリセントを見つめ返すセシルの金の瞳は、輝かがやきはそのままで臆おくしたところはない。

「私は子供の頃から手先が器用でね。スリになるよりはと思って絵筆を握にぎったの。もちろん、それで人を騙だますのが悪いことは知ってたわ。でも、それが生きていくための手段だったし、実際とんでもない金額のほとんどは、私の頭の上で飛び交かってるだけだった。まるで関係ないみたいにね……」

　そう口にして、再びソファに座りなおしたセシルは、昔を思い出したのか少しだけ苦い笑みを浮かべている。

　思わぬセシルの過去に、ミリセントはその瞳から視線を離はなせなくなっていた。みかねたリーアンが、手て振ぶりでグレンとミリセントにも椅子いすを勧すすめてくれる。

「私も彼女の過去については、今回の問題があって父上から聞かされたんだ。彼女、セシル・エヴァレットは、何年も前に稀き代たいの贋作師として名を馳はせた、シリル・キーティングだ」

「……キーティングって、あの陰かげの芸術家っていわれてる」

　ミリセントもその贋作師の名前はディンセル侯爵や、グレンの講義で聞いたことがあった。

　いまから十年ほど前、鑑かん定てい士しを手こずらせまくった贋作を世に送り出し、ときとして本物を贋作だと判定させるほどの腕うで前まえを持った人物。

　その人物像については諸説あったらしいがほとんどは謎なぞに包まれたままで、まさか女性だとは思ってもみなかった。

　一時期は美術界を騒そう然ぜんとさせたものの、ある日からキーティングの活動はぱったりと途と絶だえてしまい、噂うわさでは隣りん国ごくで投とう獄ごくされたという話もあったらしい。

　リーアンもテーブルの上で手を組むと、自分もまだ信じがたいというような表情でセシルを眺ながめる。

「実際のところ、彼女の腕前は大したものらしいね。罪状だけでいうなら、彼女は過去に身み柄がらを押さえられた時点で、本来なら吊つるされるか、永久投獄だっただろうと伝えられてる」

　そんな物ぶつ騒そうなリーアンの言葉をついで、セシルは淡たん々たんと口にした。

「ただ、誰だれも私を吊るせなかった。当時まだ子供みたいな年の女に、大勢の大人と権けん威いある美術協会や鑑定士が欺あざむかれまくった事実があったから。それを公おおやけには出来ないってね」

　どこか挑ちよう戦せん的にもとれる発言だったが、それは真実なのだろう。

「セシル、口がすぎます」

　グレンがこれ以上ないほど表情を険しくして低く咎とがめると、セシルはどこか嬉うれしげに肩かたをすくめてみせた。

　だが、リーアンはそれも仕方がないといいたげだ。

「まぁ、彼女の言葉もまったく大げさだと笑いとばせはしないからな。当時彼女の罪状が公開されれば、過去にも類のない損害になると父上は判断されたんだ。しかもそれは我が国だけで済む話でもなくなっていた。結果、同じく被ひ害がいの大きかった隣国フィリグラーナとも協議のうえ、彼女の処しよ遇ぐうを決められた」

　すでにセシルの作品は、美術愛好家だけにとどまらず、他国王室へまで広く出回ったあとだった。

　王立美術館や博物館にも、収蔵されている作品がいくつもあったらしい。

　セシルは穏おだやかな声こわ音ねで、いまの自分について語った。

「とにかく、私は罪を償つぐなう意味でもリュイシャムを出て、フィリグラーナの国立美術学院で監かん視しつきで教師の仕事をしてるの。あとは贋作が回収されて、それが私の手のものであれば、認めて処分していくってこと」

「一応、当時の状じよう況きようとして、彼女は贋作ギルドに飼われているような立場で、個人的に利益を享きよう受じゆしていたわけではないところも大きかった。これだけの逸いつ材ざいを牢ろうに放ほうりこんでおくだけでは人材の持ち腐ぐされだと、父上は申しておられたが……」

　リーアンの口からウィレム王の名がでると、セシルは神しん妙みような顔になりうなずく。

「陛下はとても理解がある方よ。私が『絵を描かくより、体を売って食べるものを手にするべきだったの？』って聞いたら、それも違ちがうっていってくれたしね。でもだからといって人を騙していい理由にはならないんだって、罪人の小こ娘むすめにもちゃんと向き合ってくれたもの。ただ罰ばつするんじゃなくて、償いの方法まで与あたえてくださってる。感謝してるわ」

　リーアンは父の名にどこか嬉しそうにうなずいた。

「それに君は、当時の贋作ギルドの告発に一役かってくれた。それも恩おん赦しやの理由の一部になってる」

　そうした過去をあきらかにしつつも、しっかりと顔をあげているセシルを見ると、もう裏の世界で罪を重ねるつもりはないのだろう。

「ところでリーアン様。セシルや私、ミリセントまでお召めしになった理由というのはなんです？」

　グレンの問いかけに、リーアンは近侍のひとりまできっちりと退出させてから、テーブルの上にあった木箱の蓋ふたを開けて見せた。

　リーアンのサファイアにも似た瞳が向けられた先に、くたびれた羊皮紙がやや丸まった形で収まっていた。

　黄ばんでシミやカビらしきものが浮いてみえる羊皮紙は、かなり古いものだとわかる。

「これは大聖堂で発見されたといって、教会が持ちこんできた公文書だ。大司教いわく、ざっと数百年は遡さかのぼるものらしいが……」

　グレンはそれだけで察しがついたのか、木箱に近づいて目をすがめる。

「公文書とおっしゃると……王室と教会で交わされたものということですか？」

「そうらしいな。これまでにも教会は、前王室と交わした特権を行使してきた。税の免めん除じよや土地の所有などがそうだ。この頃はそれを利用した商館との癒ゆ着ちやくもわかってる。そろそろ目に余ってきたところだ」

　教会について口にするリーアンの声は突つき放すような響ひびきがあり、聞いているミリセントも自然と厳しい顔つきになってしまう。

「陛下も、今後は王室から教会への援えん助じよを、新規には組み入れない方針を通達していたんだが……教会側は『薔ば薇らの大祭』を前に、この新たな公文書を持ち出してきた」

　ここまで聞けば、先方の狙ねらいはあきらかだと言いたげに、グレンは睨にらみつけるような視線を羊皮紙に注ぐ。

「どういった内容なのでしょうか？」

「王家にさらなる教会特権を認めさせる、といった主しゆ旨しのものだな。寄進や議会への介かい入にゆう、祭さい儀ぎにまつわる王室の後こう援えんといったところだ。しかも面めん倒どうなことに、その署名には当時のフィリグラーナ国王を立会人にしたサインが入ってる」

「どうしてそこに、フィリグラーナの王室が関係してくるんです？」

　思わぬ人物の名にグレンは驚おどろき、ミリセントも首を傾かしげてしまった。

　だが、どうやらリーアンたち王室側には、それを裏付ける記録があるらしい。

「たぶん、教会側が主張したい公文書の作成時期は、このリュイシャムの王室が内乱を終えたばかりの頃だ。しばらく玉座が空の時期があったからな、当時は民たみへの救済や食しよく糧りようの支し援えんを、隣国のフィリグラーナの世話になったことがある。フィリグラーナはリュイシャムと同盟関係にあったからね。その時に、破は壊かいされた教会を建て直すにあたっても、かなり熱心に支援してくれたらしい。フィリグラーナの人間は、聖ユスカリスに関かかわる建築美術に特別惚ほれこんでるところがあったそうだから」

　グレンもなるほどとうなずく。いまも良好な関係の両国は、実際にかなりの年月にわたって同盟関係を築いてきたのだ。

「そうなると、内乱直後のどさくさの時期に作られた、王室と教会の仲を取り持つこの書面に、当時のフィリグラーナ王が立会人として名を連ねてると主張したいわけか」

　グレンの言葉に、ミリセントもようやく教会の言い分が見えてきた。

　前王室国王ユスカリスが玉座を追い落とされる原因となったのは、当時の大司教が国王に怪あやしげな進言をつづけた結果、政治が乱れ、国が傾かたむいたせいだと聞く。

　そして国王の側近であったエスクウィン将軍が、主あるじであるラーデュロス五世を討うつにあたり、王を迷わせた教会と大きく対立したのは当然だった。

　しかし記録のうえでは内乱が終結するにあたり、現王室は教会と和解を成立させたという形にもなっている。

「じゃあ、その公文書は、守られないとならないものなんですか？」

　ミリセントの問いに、グレンとセシルの目が木箱に向けられた。

　リーアンは厳しい表情で小さく首をふる。

「素す直なおに認めるわけにはいかないだろうな。なにしろ混乱した時期の物で、フィリグラーナにもリュイシャムにも写しが存在しないらしい。となれば、まず本物かどうか疑ってかかる必要があるだろう。一応先方には署名の確かく認にんが必要だといって、この文書を一時的に預かっている状態だ」

　リーアンが公文書の真しん贋がんを口にしたことで、ミリセントにもグレンや自分が呼ばれた理由が納なつ得とくできた。

　そこでグレンがやや強こわ張ばった面おも持もちで、セシルの方をふり返る。

「まさか……この公文書の偽ぎ造ぞうに、彼女が関わっているとお疑いではありませんよね？」

　真しん剣けんな面持ちで嫌けん疑ぎをかけられたセシルは、きょとんとした表情になると「見み損そこなわれたもんね、私も」とため息をつく。

「いっておくけど、公文書なんてつまんないものの偽造に関わったりしないわよ。そんなちんけな詐さ欺ぎしたって面おも白しろくないもの。私もまだ、どうして自分がここに呼ばれてるのか説明はもらってないの」

　一いつ瞬しゆんだけセシルの瞳ひとみが見せた鋭するどい光は、やはり贋作師としてのプライドなのだろう。

　シリル・キーティングが手がけたのは、絵画や彫ちよう刻こくの、当時の有名作家の作品ばかりだったはずだとミリセントも思い出した。

　──セシルさんなら、コレクターとか美術商、私たちみたいな鑑かん定てい士しに挑戦する意味で、腕うでをふるってたってのもありそう。

　リーアンは部屋に揃そろった三人の顔をぐるりと見回し、羊皮紙を示した。

「まず、グレンとミリセントにはこの公文書の鑑かん定ていを。その結果次し第だいで、シリル……いやセシルに腕をふるってもらうことになるだろう」

『贋物レプリカには贋物を』。

　リーアンは、公文書の真贋がはっきりしたとしても、単にその真意について追つい及きゆうする気はないらしい。

　確かに公文書が贋物だと問い詰つめたところで、古くに作られた偽造文書が、紛まぎらわしくも教会に残っていただけだと言い逃のがれられてしまう可能性もあるだろう。

「なるほど。公文書なんて面白みはないけど、王室公認で仕事するってのも悪くはないわね」

　面白そうに身を乗り出したセシルをよそに、グレンは懐ふところからシルクの手て袋ぶくろを取り出す。

「では、まずは鑑定が先ですね……」

「そうなんだが、面倒な問題もある。実際にはインクの成分を調べたりしたいところだろうが、教会側はこの原書に針一つ分の傷きずもつけずに、今夜中に教会へ戻もどせといっている。三日後の『薔薇の大祭』で公開する支し度たくがあるとのいい分だ。フィリグラーナの女王も来らい賓ひん予定があるから、そこで公表するつもりだろう」

　あまりに強きよう硬こうな教会のやり方は、公文書の存在をより怪しく感じさせるが、計画が実行されてしまえば事態はさらに面倒になる。

　リュイシャム王室が公文書を蔑ないがしろにしたとなれば、教会はフィリグラーナへ仲ちゆう裁さいを申し立てることも辞さないだろう。

　ミリセントも事の重大さに気づくと、机の上に置かれた羊皮紙が特別な意思を持つ忌いまわしいものに見えてきた。

「わかりました。まずは所見からですね」

　グレンは端はしが丸まりかけている羊皮紙を慎しん重ちように開いた。

　ミリセントもその手元をのぞきこんでみたが、古い文字でつづられている文書の内容は判然としない。

　まだミリセント自身、こうした文書や書についての分野にまで、踏ふみこんだ講義を受けてはいなかった。つい声をひそめて尋たずねてしまう。

「あの、ここになんて書かれてるのか聞いてもいい？」

　ちらっとミリセントに視線を向けたグレンは、すっと講師の表情になると傷いたんだその表面の文字を読みあげはじめた。

「『この聖なる誓ちかいが述べるところ、信しん仰こうと道徳に関する事こと柄がらを教会によって保持されるべきものとして定義し、またあきらかに宣言する──……』」

　前口上のような部分を読み一度言葉を切ると、ここからが肝かん心じんだと言いたげにグレンは残りを告げた。

「『──国家は教会に信しん頼らいと尊そん崇すうを捧ささげ、ただ人である王もまた教会の庇ひ護ごのもと導かれるものなり。教会は聖ユスカリスの加護と教えの番人として、壺つぼを満たし剣けんを振るうを責務として誓せい約やくする。親愛なる隣りん人じんフィリグラーナの王のもとに、両者の調印を認めるものとする』だそうだ。ちなみに『壺』は資金を、『剣』は軍事力を象しよう徴ちようしてる」

　その場にいた誰だれもが顔をしかめずにいられないほど、教会にばかり都合のいい内容が並べ立てられている。

　──あくまでも教会はユスカリス王だけを認め、いまの王室はその加護の下にあるんだって明文化してるようなものじゃない。

　知らされた内容にミリセントが憤ふん慨がいしていると、当事者のひとりでもあるリーアンはじつに冷ややかに口にする。

「まぁ、王室を貶おとしめるついでに、金も兵隊も要求するってわけだ。トルカスト大司教もなかなか見上げたあつかましさだな」

「では、面つらの皮が厚い大司教の腹のうちでもさぐらせていただきましょう」

　グレンはそう応おう酬しゆうすると、さらに羊皮紙に顔を近づけ、そのまま斜ななめにかざしたり匂においを嗅かいだりしはじめた。

「羊皮紙自体が相当古いものなのは確かです。ただ、写本でもよくあることですが、羊皮紙は表面を削けずって書き直されることもままある」

　グレンは羊皮紙を手に窓辺へ近づいたり、ランプの明かりにかざしたりしていたが、もとの木箱に戻すと苦々しげにつぶやいた。

「……まずいですね。これだけ損傷がひどいと、詳くわしい調査ができない以上、結果も曖あい昧まいにしかならないでしょう」

　リーアンも忌いま々いましそうに公文書をにらみつける。

「あっちの言い分じゃ、それは教会にあった祭さい壇だん画の裏からみつかったせいで、保管状じよう況きようが良くなかったとごたくを並べてる。だが、これだけお膳ぜん立だての揃った時期に都合よく見つかるとは、ずいぶんと気の利きいた贈おくり物だったんだろうな」

　あきらかに皮肉っぽい口調でつけたすと、リーアンはにっこり笑ってミリセントを見た。

「鑑定に針の穴ひとつ許さないといわれたときには、すぐに君の顔が浮うかんだよ」

　これまでに何度か鑑定を依い頼らいしたことがあるせいか、リーアンはすっかりミリセントの不可思議な鑑定を信じる気になっているらしい。

　隣となりでは、グレンも答えを知りたがるような顔でこちらを見ている。

「え!?……あ、私も、できるかぎりのことはさせていただきます」

　協力を惜おしむつもりはもちろんないが、ミリセントもこういうときは、自分にはがゆい気持ちになる。

　作品に触ふれればなにかは視みえるかもしれないが、それを判断する力がいまの自分にはないのだ。

　セシルもそんなやりとりに興味がわいたのか、ただひたすら琥こ珀はくの瞳をきらめかせて状況を見守っている。

　ミリセントの鑑定に何度も立ち会っているグレンは、自ら部屋の窓にカーテンを引き始めた。

　三人がやや離はなれた位置で見守る前で、ミリセントは数度深く呼吸を繰くり返した。
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「それでは、はじめます」

　もろくなっている羊皮紙にそっと指で触れ、ゆっくりとまぶたを閉とざした。

　部屋の暗さと同調するように、視界が暗くら闇やみに溶とけていく。

　ゆったりと沈しずんでいくような感覚のなかで、不安にゆれる気持ちを立て直そうと自分に言い聞かせた。

　──これは講義とは違ちがう。王室に関かかわる大事なんだから、今日は触れて視えるものから判断する、なにも見み逃のがさない。

　そうするうちにも、ちらちらと浮かび上がるように増える光の明めい滅めつが起きると、やがて重苦しい暗い室内を描えがき出した。

　独特の革かわの匂いや、埃ほこりと湿しつ気けを溜ためこんだ紙の香り。

　──ここって、どこだろう？　すごく天てん井じようが高いけど、窓がひとつもないみたい。

　ほとんど視界が利かないなか、壁かべだと思っていたものが、ぎっしりと本が詰まった書しよ棚だななのだと気づく。

　──ここは、図書館？　これだけの規模だったら……本を売ってるお店なんかじゃない。もっと大きな、特別な場所っぽいけど。

　すると前方に、ぼんやりとした大人のこぶしほどの明かりが浮かんだ。

　ゆらゆらと近づいてくるそれは、布の覆おおいをつけた角灯カンテラを持った人ひと影かげだとわかる。

　その人物はある棚たなの前で立ち止まると、角灯を床ゆかに置く。慣れた手つきで踏み台を引き寄せると、頭上に並べられた筒つつらしきものを抜ぬき出した。

　それは紙類などの貴重な書画を保管するために、利用されることが多い書筒だ。ディンセル侯爵の店にも、いくつも置かれているものだった。

　人影が長い書筒を外がい套とうに隠かくすように抱かかえこみ、その体を覆っているぞろりとした衣服の袖そでがめくれあがる。

　一いつ瞬しゆんだけ、角灯のゆるい光に、男性のものらしい腕うでが照らしだされた。

　──嘘うそ、あの手首にあるのって……黒十字に蛇へび。〈大暗室〉の紋もん章しよう!?

　瞬まばたきの間で隠れてしまったが、ミリセントがその紋章を見み間ま違ちがえるはずはなかった。

　しかし、男は用心深い足取りで、暗がりへと消えてしまう。

　──あぁ、ちょっと……待って！　書筒をどうしたのか、それが知りたいのに。

　だが、そのまま暗闇が下のほうから薄うすらいで明るみが増していくと、ミリセントは意識が現実に戻ってきたことを知る。

　──どうしよう。もうなにも視えない。……でも、公文書の現物は目の前にあるんだから、あとは……

　ミリセントは、まぶたをひらかないままでペンダントに触れてささやいた。

「アスワド、一いつ緒しよに視てくれた？　書筒の中身は見れなかったけど、ここにある公文書から見当をつけることってできる？」

　このところ鑑かん定ていでもアスワドを頼たよらないでいたので、ひょっとしてヘソを曲げているかもしれないと心配したが、少しの間のあと聞きなれた声が耳もとに返った。

「ふぅん。俺の得意が鑑定だって思い出したみたいだな。そろそろ俺も用済みなのかと思ってたけど？」

　やや意地悪を含ふくんだ声に、ミリセントも唇くちびるを噛かむ。

「う、やっぱり拗すねてるのね。ごめんなさい、都合のいいときだけ悪いと思ってるけど、でも文書関係はまったくわからないんだもの」

　舌打ちとともに、「しょうがねぇな」と得意げにも聞こえる声がすると、ミリセントの手は自分の意思と関係なく、公文書を掲かかげてまぶたをひらき鼻を寄せた。

「ふぅーん？　薬品を使ってるな、それも相当古い手法だ。奴やつらは実際に公文書が交かわされた年の羊皮紙を二枚手に入れてる。どちらも王室から出された文書だろうな。それをうまくつぎはぎで合わせてるから、公文書にある署名は本物。もう一枚の羊皮紙にある文面を、煤すすを浮かし流して全体を削ったあとで、表面を滑なめらかにするために穀類を使った溶よう剤ざいで洗ってるな。それからまた相応の傷いたみをつけて、再利用をわからないようにしてる」

「羊皮紙ってそんなに器用に、消したりつぎ合わせたりできるものなの？」

「いや、これだけの仕事になれば、写本の技術に相当詳しい人間。やっぱり教会の関係者だろうな。そこなら内部にいくらでも技術が伝わってるはずだ」

　わかったかと言いたげに言葉を切ると、そのままアスワドの気配は消えた。

　ミリセントは公文書について、教えられた細工や内容をグレンに告げる。

　するとそれを隣で聞いていたらしいセシルが、グレンの腕をつついた。状況を説明しろといいたいらしい。

　グレンが少し困ったようすで視線を向けてくるのに気づき、ミリセントもうなずいてみせた。

「ミリセントは鑑定品に触れることで、それに関わる過去の人物や、製作過程を視ることができるんです。もちろん俺も、最初は半信半疑でしたが……」

　グレンをよく知るセシルにとっては、堅かた物ぶつで現実主義者の生徒から真顔で説明されたとあっては、疑う余地もないのだろう。

　大きく息をついて、セシルは首を傾かしげた。

「ねぇ、ミリセント。どうしてあのときの鑑定でそれをしなかったの？　こんな珍ちん品ぴんの鑑定ができて、私の贋物フエイクが見破れなかったなんてのは、ちょっと納なつ得とくできないな」

　どこか挑いどむような光を浮かべた瞳ひとみに、ミリセントも苦く笑しようするしかない。

「これは、ちょっとしたズルなんです。おまじないっていうか、詳しい人に答えをもらって話しているだけなので」

　いまはこれ以上の説明は無理だと、ミリセントは言葉をにごした。

「ふぅん、一段落ついたらじっくり話を聞かせてもらいたいわ。レポートとは別にね」

　セシルは楽しげに目配せを送ると、黙だまって手を差し出した。

　お互たがいを改めて知ったからこその「よろしく」なのだろう。

　それ以降は、セシルもミリセントの話をおとなしく耳にしながら、ときおり相づちを打ちつつも「何年がかりの作業だったんだか……」と呆あきれたつぶやきをもらした。

　公文書の製作過程にグレンもやや困ったようすだ。

「確かに、それだけ細かな作業をしようと思ったら最低でも一年はかかるはずだ。当時のフィリグラーナ王の筆ひつ跡せきについてとなれば、リュイシャムだけでの鑑定じゃすまない。この公文書の計画自体が、ずいぶん前から用意されていたとしか思えない」

　そのとき、リーアンがやや思案げな口調で問いかけた。

「ファネル嬢じよう、いまの話だと、その羊皮紙を入手できた人間は王立図書館の、それも閉へい架かの棚に出入りできる人物ということになる」

　リーアンの言葉に、ミリセントは自分が視たものが、大きな意味を持つことに改めて気づいた。王立図書館の特定の書棚に立ち入るには制限があり、身分を証明する必要がある。

　おいそれと誰だれもが立ち入れる場所ではないのだ。

　となれば、王室に関わる内部の人間に、教会への手引きをした人間がいる。

　──もしそうなら、私が視たあの紋章はもっと別の問題に関わるかもしれない。

　そうした疑ぎ惑わくにさらに火種を投じるようではあったが、ミリセントはぎゅっと手をにぎりしめて告げた。

「あの……一瞬視えただけで確信はないんですけど、棚を探さぐっていた男の手に〈大暗室〉の紋章が視えました。間ま違ちがいないと思います」

「〈大暗室〉のというと、あの肌はだに彫ほりこんでるっていう黒十字の……」

「はい。服の袖がめくれた一瞬だったんですけど、手首の内側に」

　リーアンやグレンの顔が、ゆっくりと張りつめた色を浮うかべる。

「やはり、教会にはもっと踏ふみ込んでいく必要があるようだな」

　まるで敵を目の前にしたように、リーアンの視線は鋭するどさを増す。

　ミリセントも、この事態が思った以上に複雑な意味を持つのだと気づいた。

　──そう……よね。この公文書は教会側が持ち出してきたものだもの。でも、材料の入手に〈大暗室〉のメンバーが関わってるんだとしたら……教会と結社の癒ゆ着ちやくは決定的ってことになる。

　グレンも思い当たることがあるのか、考えを整理するように思いつめた表情だ。

「リーアン様、あとでイニアスも呼んで報告をさせてください。医い療りよう協きよう会かいと教会の問題にも、〈大暗室〉が絡からんでいる可能性があります。状じよう況きようからしても、この三つはなんらかの繋つながりがあるように思えます」

　グレンの言葉に、リーアンもある想像を確信したようだった。

「わかった。問題を整理してから、一度父上にも報告にあがることにしよう。それでも、まずこの公文書問題を片付けないと、『薔ば薇らの大祭』を迎むかえてしまえばやっかいなことになる」

　言葉を切ったリーアンは、この事態を予見していたのか迷いのない瞳で口にした。

「やはり、この状況を乗り切るには『贋物レプリカには贋物を』だな。いや、もともと存在しないものなら、贋もなにもないんだろうが……」

　その言葉に、セシルは上着を脱ぬぐとシャツの袖をまくり始めた。

「ここで私の腕が必要とおっしゃるのであれば、王子殿でん下かの仰おおせのままに」

　セシルの口調は気楽そうなものだったが、表情はひとりの職人のものだ。

「すまないな、エヴァレット先生。あなたも仕事中だというのに。貴校の生徒たちには代理の教師をすぐに芸術院から向かわせる」

　リーアンの言葉にうなずいたセシルは、卓たく上じようの羊皮紙を厳しい眼まな差ざしで見つめる。

　すべてをあますことなく脳のう裏りに焼きつけ、咀そ嚼しやくするようにまぶたを閉じるその横顔は、職人のものだった。

「そうですね。これなら、細工自体はなんとかできるでしょう。問題は材料調達と作業時間の短さかな。少なくとも材料に関しては、王家と王室御ご用よう達たし商家のマクミラン家の人脈があれば、手に入らないものなんてないはず……ですよね？」

　否いなとは言わせない口調で告げると、セシルの視線はグレンに注がれる。

　グレンもこれからの修しゆ羅ら場ばを覚かく悟ごしたように、苦い表情ながらうなずいてみせた。

「わかりました。かなり特とく殊しゆな材料が必要になる。すぐに手配をかけましょう」

「では、こちらですぐに作業用の場所を準備させよう」

　リーアンが外に向かって鈴すずを振ふると、すみやかに近きん侍じが駆かけつける。

　その隣となりでは、グレンが別の従僕に必要になるであろう道具や、泊とまり込みに必要そうなものを指示しはじめた。

　セシルは部屋を出て行く間ま際ぎわ、ちらりとミリセントをふり返った。

「この仕事が終わったら、レポートも楽しみにしてるからねー」

　ひらりと手をふって歩き出す後ろを、グレンがついて出て行く。

　誰もが慌あわただしく動き始めるなかで、ミリセントはただじっとふたりの背中を目で追っていた。

　──いまの私じゃ、これ以上ここで役には立てない。

　それはグレンにセシルを紹しよう介かいされたときとは、また違ちがった悔くやしさにも似た感情だ。

　扉とびらが閉まると、隣に立つリーアンにそっと抑おさえた声で話しかけられた。

「ファネル嬢……まさか、グレンとなにか約束してたりした？」

　思いもよらぬ質問をされ、ミリセントは大おお慌あわてで首をふる。

「いいえ！　まったく、なんの約束も問題もありません。あの、リーアン様もお忙いそがしくなられるでしょうし、私ももう戻もどりますね」

　ちゃんと答えたつもりだったが、リーアンの青い瞳に気づかうような色があった。

　自分はそんなにしょげた顔をしているのだろうかと、ミリセントも非常に気まずい。

「そういえば、君はしばらく王都にいられるのかな？」

　普ふ段だんは、ミリセントがローズグレイブホールにいることを知っているのだろう。

　リーアン王子の問いかけに、ミリセントもふっと屋や敷しきが恋こいしくなった。

「大祭が終わったら、すぐ郊こう外がいの屋敷に戻る予定なんです。留守をまかせっぱなしにしてしまってますし、家に帰ったら改めてお祝いをするつもりなので」

　ローズグレイブホールに残っているアンセルのことを思えば、いまも気持ちが落ち着かなくなる。

　なにしろ、アンセルと再会してからこれまで、これほど長くふたりが離はなれているのも初めてなのだ。

　そして離れてみたからこそ、アンセルと暮らす日々が、とても穏おだやかで幸せだったのだと思い知らされる。

　懐なつかしむようなミリセントの表情に、リーアン王子は苦笑しながら肩かたをすくめる。

「それはまた素す敵てきな祝いの日になりそうだな。今日は大祭前の忙しい時期に申し訳なかったが、今回のことは、君の鑑かん定ていがなければこうまで早く決断できなかった。本当に感謝している。うまく運べば教会に出し抜ぬかれずに済みそうだが……ただ問題は、これだけじゃすまないところだろうね」

　げんなりとした表情のリーアンに、ミリセントもはっと気づいた。

「そう、ですよね。この公文書を今日のうちに教会へ返へん却きやくしてしまうとなったら、贋物を作ったとしても、いつすり替かえるかが問題なんですよね……」

　いくらセシルの腕うでがよくとも、今日の返却までに完成するのは不可能だ。

『薔薇の大祭』まではあと三日。

　よほどの理由がなければ、教会側も二度目の調査に協力はしないだろう。

「仕方がない。すり替えについてはまた別に考えよう。それにミリセント、君が視みた結社の紋もん章しようのこともある。王立図書館の出入りには申しん請せい書類が必要だ。台帳の記録を当たってそこからなにかつかめれば、事前に教会に立ち入る根こん拠きよになるかもしれない」

　そう口にして、リーアンはふと思い立ったように顔をあげた。

「そういえば、ラズウィックから持ち帰った肖しよう像ぞう画がの鑑定をすると聞いていたが、今日は騎き士し団だんの俱く楽ら部ぶからここへ？」

「いえ、まだ俱楽部へは直接うかがえてなくて……」

　ミリセントもそのことを思い出したが、リーアンの表情がすっと剣けん吞のんな色を帯びる。

「肖像画が発見されたラズウィックというと、聖王廟びようのある場所だな」

　なにかを思い出したようなリーアンの言葉に、ミリセントも以前鑑定に向かった聖王廟で、自動演奏楽器の音源である円えん盤ばんが盗ぬすまれたことを思い出した。

　本来なら聖王廟では、絶えず音楽が流れていたはずなのだという。

「あの、盗まれた円盤は見つかったんでしょうか？」

「いや、まだ調べをつづけてる状況だ。聖王廟の件も解決していないが、たしか肖像画が見つかった湖こ畔はんの塔とうも国の持ち物だったな。しかも、あの塔をジーン・マクミランが私物化しているとの報告もある」

　みるみる不ふ機き嫌げんになるリーアンの声に、ミリセントは「しまった」と嫌いやな汗あせをかく。

　グレンの義あ兄にであるジーンとリーアン王子は、互たがいが宿敵のように仲が悪い。

　──やっぱり、ジーンさんのしたことがばれてるんだわ。グレンがうまくごまかしてくれたかと思ったのに……どうしよう。

「だいたい、ラニラ坑こう道どうに〈大暗室〉の人間が出入りしてたという話も、ジーンが関係している可能性がないとはいえない」

　どんどん不ふ穏おんな憶おく測そくをはらんでいくリーアンの言葉に、ミリセントは部屋からとび出していきたいほど内心焦あせっていた。

　──もう、グレンの馬ば鹿か！　なんでリーアン様にうまく説明しといてくれないのよ。ここで、私がかばったって効果はなさそうだし。

　ジーンがあれほどリーアンに対して不ふ遜そんな態度を取ることにしても、王家に対してというよりも、リーアン王子個人への嫌がらせに違いない。

　結局のところこのふたりは、グレンと親しくある人間に嫉しつ妬としているだけのようにも見えるのだから。

　とにかくリーアンの危険な思考を中断せねばと、ミリセントは苦し紛まぎれに口をひらいた。

「あの、リーアン様。もしよろしければ、私がいまから俱楽部へお邪じや魔まして肖像画を見せていただいてもかまいませんか？　ただ、グレンがいないので、詳くわしい背景がどこまでご説明可能かわからないですけど」

　なんとかジーンの潔白を証明せねばとミリセントは言い募つのる。

「……ふーん、それもそうだな。イニアスもまだ兵舎に待機中だし。じゃあファネル嬢、すまないがこのまま俱楽部へ向かってもらおうか。私は公文書の件で父上へ報告があるから同行はできないが、後ほど報告を聞かせてもらおう」

　そういい残して、せわしなく部屋を出て行ったリーアンに、ミリセントはようやく胸をなでおろした。
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　ミリセントとイニアスを乗せた馬車は、再び王宮と街をつなぐ橋を渡わたると、スターナイツの支部である、こぢんまりとした俱楽部へと向けられた。

　実際にはこうした場に女性が立ち入れることは少ないのだが、スターナイツには女性騎士がいるだけに、女によ人にん禁制というわけではないらしい。

　出で迎むかえてくれたシルヴィアは、いまはすっかり顔色がよくなったこともあり、輝かがやく笑え顔がおがまぶしいほどだ。

「ミリセント様がいらっしゃると知ってましたら、美味おいしいお菓か子しを手配しましたのに」

　お互いに久しぶりの再会を喜んだあと、応接室に通されてお茶をふるまわれた。

　イニアスが騎士のひとりを呼ぶと、これからのことを指示する。

「今日はこれからファネル嬢じように鑑定をお願いすることになる。例の絵を用意して、この部屋のカーテンを閉め切ってくれ」

　イニアスの指示で、部屋には蝋ろう燭そくが灯ともされ支し度たくが進められる。

　運ばれてきた肖像画は、布の覆おおいがされたままイーゼルに立てかけられた。

　ミリセントが肖像画の現物を目にするのはこれがはじめてだ。

　焼け残ったものだと聞いてはいたが、そのせいか布の上からでも不自然な形だとわかる。

　グレンからは、この肖像画には前王室最後の王女である、フィーラメイア・エリン・ユスカリスが描えがかれていると聞かされていた。

　現在のリュイシャムでは、前王室の肖しよう像ぞうに関かかわるようなものは、内乱のおりにほとんどが失われたといわれている。

　教会でも始祖ユスカリスにまつわるものは、その秘ひ蹟せきや建国神話とでも呼ぶべき伝承が記された聖典のみなのだ。

　そこへ前王室の王女の肖像画が見つかったと聞けば、ミリセント自身、好こう奇き心と緊きん張ちようの入り混じった気持ちになるのも無理はなかった。

　大きく息を吸いこんで気持ちを静めてから、ミリセントはイニアスに尋たずねる。

「この布は、どけてしまっていいですか？」

「あぁ、もちろん。それとこれは、グレンが所見をまとめたものらしいから、参考になるかもしれない」

　イニアスに渡された書類を眺ながめてみると、見慣れたグレンの文字でいくつかの項こう目もくが箇か条じよう書がきにされていた。

　この肖像画がラズウィック湖のほとりにある、古い石の塔の天てん井じようから見つかったこと。

　額や画布は何百年も昔のものであり、かつ一部が火による消失で全体の把は握あくができない現状について。

　そして唯ゆい一いつ残されている少女の肖像部分は、フィーラメイア王女のものと推測され、それは少女が身につけている装そう飾しよく品や、背後に描かれた内装から検討したものだと記されていた。

　ミリセントはそっと白い布を両手でつまむと、絵の表面をこすらないよう覆いをはずす。

　あらわれたのは、表面の絵の具がひび割れはじめている古い絵だった。

　一部が炎ほのおで溶とけた額がく縁ぶちは、花とつる草を組み合わせた模様が繰くり返される意い匠しようだ。

　そのなかに、澄すんだ紫むらさきの瞳ひとみをした銀ぎん髪ぱつの少女がいる。

　年は十歳から十二歳頃ごろだろうか。

　美び貌ぼうの王女の表情は、あどけなさより高貴さが勝まさり、どこか硬かたい表情を浮うかべているようにも見える。

　首くび飾かざりや手にした扇おうぎには薔薇の装飾がみられ、王女の背後には別に描かれた女性のドレスの一部が焼け残っていた。

　──この子が、前王室ラーデュロス五世の血を引く最後の王女……

　王室や貴族の肖像画によくみられるのは、主あるじその人がひとりで描かれたもの。

　もしくは王や王おう妃ひを並べて描かれたものや、配はい偶ぐう者しやと子供たちといった構図もよく目にする。

　だとすればこの肖像画も、当時の宮きゆう廷てい画家によって王妃と子供たちを描いたものだという可能性があった。

　炎を免まぬがれ焼け残っているのは、額の四つの辺のうち下辺の半分から、王女が描かれた右みぎ端はしの木き枠わくの部分だ。

　そうした額縁に施ほどこされた装飾パターンからも、肖像画全体の大きさを推おし量ることはできそうだ。

　ミリセントは絵から少し離はなれて立つと、あることに気づいた。

　──そうね。絵そのものは大人の腰こしあたりまでありそうな、比ひ較かく的てき大きな額だわ。王女がこの位置に描かかれているなら、中央に王妃様が……？

　それでもまだこの額には余白があるような気がして、ミリセントは絵に歩み寄った。

　こうした鑑かん定てい作業になれないせいか、イニアスとシルヴィアは邪魔になるまいとミリセントから離れた位置で息をひそめている。

　──なにが視みえるかわからないけど。あとでグレンに相談すれば、意味がわかってくるかもしれない。

　ミリセントは額縁から指をつたわせるように、画布の部分にそっと触ふれた。

「……！」

　突とつ然ぜん指先を襲おそった衝しよう撃げきに、ミリセントは自分が絵から指を離してしまったのだと思った。

　まるで焼けた鉄に触れたように、指に熱を感じたのだ。

　だが、実際にはそれも一いつ瞬しゆんのことで、ミリセントの手は画布に触れたままだった。

　まぶたを閉とざした暗がりのなかで、さらに深く闇やみに体を引かれる。

　まるで天地が逆転し、頭から落下するような恐きよう怖ふ。

　──知ってる。これ……前にも、こんなふうに落ちていくみたいな感じになって……

　ミリセントは身に覚えのある感覚に身構えた。

　想像通り、訪おとずれたのはいつもの暗くら闇やみとは違ちがうようだ。

　光の明めい滅めつは起こらず、ただあたりは暗く、そして空気が冷たく湿しめっていく。

　──なに、これ……私、外にいるの？　なんだか、雨の匂においがする。

　ざざざざ、と激しく水が流れるような音が聞こえたが、それは強風と雨が木々を打ちつける音だと気づく。

　だがそれを耳にしている自分は、雨風にさらされてはいないのだとわかっていた。

　ミリセントは、自分が見ている場所に覚えがあった。

　細かなモザイクの床ゆか、白く塗ぬられた壁かべのふちは金色に塗られ、彫ちよう刻こくが施された柱は、天井の丸屋根へとつづき、白と青の小花模様が美しい。

　ここは以前、ジーンに案内されたラズウィック湖のほとりにある、あの石の塔とうだった。

　よく見れば、塔の内装はジーンと訪れたときとは少し違っている。

　それでも同じように違い和わ感かんを覚えるのは、豪ごう奢しやな部屋に似つかわしくなく、石で囲われた窓に鉄の格こう子しがはめ込まれていることだ。

　──でも、この格子はまだ新しいみたい。それって、いま目にしてるのはあの塔の昔の時間ってことよね？

　格子窓の外では強風が吹ふき荒あれているが、いまミリセントが視ている塔の内部はほんのりこもる熱がある。

　小さいながら暖だん炉ろがつくられ、赤々と炭がおこされているからだろう。

　窓の左手の壁には天てん蓋がいつきの貴婦人用の寝しん台だいがあり、ミリセントはそこに人の気配があることに気づいた。

　侍じ女じよなのだろうか、地味なドレスをまとった女性が、飲み物が入っているらしい器うつわを寝台のなかへ向かって差し出す。

　だが寝台の主はいらだった声でそれを拒きよ絶ぜつした。

「いらないわ。いまさら、熱があるからなんだっていうの。こんな状じよう況きようで生きてるぐらいなら、さっさと終わりにするのが正しいのよ」

　どうやら相当具合が悪いのだろう。

　返される言葉ははっきりしているが、幼い声はどこか熱でだるそうな響ひびきがある。

「フィーラ様。そんなことを兄君がお望みだと思われるんですか？　手紙にもつづっておられたではないですか、貴女あなた様が無事でいらっしゃるから、生き延びる甲か斐いがあるのだと。必ず迎むかえにくると約束をくださいました」

　だが少女は、侍女の言葉にさらに気分を害したようだ。

「だからよ。お兄様が私をあきらめないとおっしゃるなら、余計、この身は邪じや魔まになるだけだわ。わかるでしょう、塔の下で奴やつらがなにをしてるのか……罠わなだってどうにか知らせられないの!?　私のことはもう捨てておいて欲しいって……」

　部屋の暖められた空気のなか、少女の言葉だけは寒々と己おのれの死を望んでいる。

　寝台から伸のばした瘦やせた手が器を押しのけると、少女は起き上がったようだ。

　白い寝ね巻まきの肩かたにさらりと銀の髪かみが流れる。少女の頬ほおは熱に火ほ照てり、潤うるんだ瞳は見る者をはっとさせる強い光があった。まるで宝石のように気高い少女だ。

　侍女はおろおろと幼い主にはおり物を着せかけるが、少女はそれにも頓とん着ちやくしないようすで歩き出す。

　──彼女は……フィーラメイア王女だわ。病を患わずらってるのに、どうしてこんなところに閉じこめられているの？　これじゃまるで幽ゆう閉へい……

　そこまで考えて、ミリセントは自分の想像が間ま違ちがっていないのだと気づく。

　この塔の内部は貴人のための内装だというのに、隔かく絶ぜつされた石いし壁かべの窓には鉄格子まであるのだから。

　──これは、いつの時代なの？　もしかして、前王室が……倒たおされてからの？

　少女はややふらつく足取りながらも、窓まど際ぎわに立ち格子を握にぎる。

　薄うすい肩が上下すると、かすかにひび割れた唇くちびるから熱のこもった吐と息いきが、闇やみ夜よに白く浮かび上がった。

「お願い……お兄様。ここへこないで。あいつらの思い通りになればおしまいだわ」

　その声は祈いのるようでいながら、強い不安がにじんでいる。

　少女がなにを案じているのか、ミリセントの視線も白い吐息を追って暗闇に向かう。

　すると王女の視線の先、塔から見える湖こ畔はん沿いを南下したあたりに、ちらちらと赤いものが見えた。

　──あれは……前にヨナスに連れて行かれた坑こう道どうの近くだわ。水が流れこんで抜ぬけたあたりと同じかも。

　岩がん壁ぺきがつづいているように見えるその場所は、湖面からも高さがあるのか、一部が湖に張り出しぎざぎざとした黒い影かげになっている。

　興味が外に向けられたせいか、ミリセントの意識はそのまま闇夜に飛び出した。

　漆しつ黒こくの夜空にはひどい風が吹き荒れ、森の木々を横なぎに揺ゆらしつづける。

　激しく荒れた外気のなか、先ほどの赤い光は小さな生き物のように見え隠かくれしている。

　ミリセントの意識も、そこを目指すように夜空を走った。

　やがて、暴風が揺らす木々の森に視線が下がっていくと、葉ずれの音に混じって、濡ぬれた土を踏ふむ馬の足音が聞こえてきた。

　どうやら、影絵のような木々の隙すき間まを縫ぬうように、八頭あまりの馬が連なって見える。

　こんな夜に馬で森に入るなどあまりにも危険だが、彼らは一様に姿を隠すつもりなのか、暗い色のマントをまとい馬を走らせていた。

　そのうちの一頭が、先頭を走る青毛の馬に寄っていくと、壮そう年ねんの男の厳しい声が告げた。

「アルフリート様、これは罠です。姫ひめ君ぎみのもとへ近づけば、必ず待ち伏ぶせがあります」

　だが、先頭のひときわ小さい人ひと影かげは、頭上まですっぽりとフードで覆おおったままうつむいて答えた。

「約束していただいたはずです。フィーラメイアを助けられなければ、私もあなたたちに協力はできないと」

　まだ細さの残る少年の声で返され、男は忌いま々いましそうな表情で口をゆがめた。

　しかし男が口にしたとおり、騎き馬ばの一行がそれほど進まないうちに前方で猛たけ々だけしく鐘かねが鳴らされ、いっせいに火の手があがる。

　覆い布で隠されていたかがり火は、油を注がれ一気に燃えさかった。

　舞まい上がる火の粉は雨に打ち落とされるが、火柱は夜空まで照らし出す勢いだ。

「前方の森！　間違いない、囲め!!」

　どうやら森から離れた平地には塹ざん壕ごうが掘ほられ、そこに歩兵がひそんでいたらしい。

　あがった火の手を目指して、反対側の森からも騎馬兵があらわれる。

　鉄の立てる耳みみ障ざわりな音が響き、あたりに男たちの雄おたけびがあがった。

　森を行く少数の騎馬に対して、あまりに大おお掛がかりな構えだった。

「挟はさまれるぞ!!」

「撤てつ退たいだ！　王子を挟んで森へ走れ」

　夜や陰いんに紛まぎれていた一行は急ぎ馬首をめぐらせるが、なにしろ数が桁けた違ちがいだ。

　走りくる兵士のかざす剣けんを前に、囲まれた男たちも鬼き気き迫せまる表情で剣を抜いた。

　鉄の軋きしる打だ撃げき音が響き、あたりは一気に戦場と化す。

「逃にげてくださいっ……アルフリート様、貴方あなたが奴らの手に落ちれば、我々はもう──」

　包囲をせばめられるなか、フードを目ま深ぶかにかぶった少年は、炎ほのおに照らし出された夜空の向こうになにかを探しているようだった。

「フィーラ!!」

　少年の表情はわからないが、その呼び声にこめられた切ない響きは伝わる。

　──あの塔にいた王女様を捜さがしてるんだ……でも、いまここで止まったら、この追われてる王子も捕つかまっちゃう。

　ミリセントがひやりとしたものを感じると、少年は迫せまりくる兵士に向かって馬上からマントを投げつけ、迷わず抜ばつ刀とうした。

　馬首をめぐらせざまの滑なめらかな打ち込みに、背後にいた兵士は驚おどろいて叫さけびをあげる。

　だが、ひとりふたりをかわしたところで、押し寄せる兵の数からみて圧あつ倒とう的に不利だ。

　雨と強風に黒くろ髪かみを乱す少年は、まだ肩も薄く線も細い。それでも、長い腕うでは剣をすばやく繰くり出し、馬は暗闇を駆かけた。

　幾いく人かがその存在を目指し、少年に向かって剣をかざす。

「私の、死体を持ち帰れといわれたか？」

　大勢に囲まれているというのに、少年は臆おくしたところもなく、表情を隠す黒髪の下からぎらりと鋭するどい眼光を放つ。

　実際に生け捕どりを命じられていたのか、兵士も気おされたように、ほんの少し躊ちゆう躇ちよしてみせた。

　その隙すきをつき、馬ですり抜けるように突とつ進しんした少年は、一騎きの兵に剣を突つき出すと体当たりするように包囲を突とつ破ぱする。

　突然の剣先を避よけて騎士が馬上から消えると、主あるじを失った馬がいななき背後の歩兵をけりつけた。

　混乱のなか少年が包囲の輪を逃のがれたのもつかの間、森へ戻もどる道は幾いく重えにも兵に阻はばまれ、ラズウィック湖を背にした状態で追っ手に距きよ離りを詰つめられていく。

　少年は切りかかってきた騎士の剣をなんとか受けたものの、横合いからとび出してきた兵士に背を切りつけられた。

　思わぬ深手になったのか、その口もとが痛みにゆがむ。

　黒髪の少年は馬上で大きく姿勢を崩くずしたが、振ふり返りざまに剣を返すと、再び激しい打ち合いになった。

　だが歩兵が群がり騎兵が徐じよ々じよに包囲をせばめ、もはや少年に逃げ場はない。あまりに一方的な状況だった。

　ひときわ鋭い音が響ひびいて、少年の手から剣がとぶ。

　そのはずみで、少年自身も手た綱づなを強く引いてしまったのか、興奮した馬の前まえ脚あしが宙を蹴けり上げた。

　嵐あらしのような風雨で足場が弱っていたのだろう、蹄ひづめの下で大きく岩場がひび割れる。

　傾かたむいた馬体ごと、少年は湖面の暗くら闇やみに放ほうり出された。

　その白い顔が、闇やみに浮うかび上がるようにはっきりと見える。

　驚きに見開かれた菫すみれ色いろの瞳ひとみ。

　その面おも立だちに、深い紫むらさきの瞳が誰だれかと重なって見え、ミリセントの鼓こ動どうが跳はねた。

　──まさか、アル!?

　混乱のあまり、ミリセントは自分が視みているものが、過去の時間だということを忘れそうになった。

　──そんなはずないわよね……だって、アルはずっとあの屋や敷しきにいたんだし。いま視てるのは何百年も前の……もう終わってしまった時間だもの。

　必死に自分に言い聞かせながら、混乱したミリセントは、この状じよう況きようをもう一度視ておきたいと気持ちが焦あせる。

　だが、少年が消えた暗闇に意識を凝こらしても、そこから急速に景色はぼやけだした。

　戦場のこん然とした風景と激しい風雨が絵の具のように混ざり合い、物音もなにもかも不確かになっていく。

　──駄だ目めだわ……これ以上、ここに留とどまれない。でもいまのは……一いつ瞬しゆんだったからなにも確信はできないもの。それにあの王子が追われてる理由は？　前王室の人間だからだとしたら、王女を塔とうに閉じこめて、王子に追っ手をかけたのは、現王室エスクウィン王だってことになるの？

　内乱当時の王家の事情などわかるはずもなく、ミリセントはますます混乱してしまった。

　だが記き憶おくの隅すみで小さな棘とげになっているのは、同じように過去の王室に絡からむ情景を視たときのことがあるからだ。

　それはグレンとラズウィックへ休きゆう暇か旅行にでかけた先での出来事だった。

　──あのときは、グレンといったシルグラス城での鑑かん定ていで……聖堂で倒たおれているラーデュロス王が視えてた。これは、そのあとの時間なの？

　ミリセントはなんとか記憶を手た繰ぐろうとしたが、考えがまとまるより先に、耳に届く細い悲鳴があった。

　徐々に感覚を取り戻していく自分の体が、指先まで冷えていく。

　──……声が、これはあの王女様の声だわ。きっと、この光景を彼女は塔から見てた。アルフリート王子が捜してるのが肖しよう像ぞう画がの王女なら、ふたりは兄妹きようだいってことになる。ふたりはあの夜に……あのまま……

　かじかむ指先に、さらに思考は混乱するばかりでまったくまとまらない。

　ひどいめまいを感じるなか、ミリセントはまぶたを開いた。

　いつものように、意識が現実にもどってきたと思ったが、目の前にある鑑定をしていたはずの肖像画は、焼け残った形ではない。

　肖像画を縁ふち取どるのは、完かん璧ぺきなバランスを持った彫ちよう刻こくの額。

　その右みぎ端はしには、美しい面おも差ざしの銀ぎん髪ぱつの少女が色いろ鮮あざやかに描えがかれている。

　その左には、やわらかな印象の王おう妃ひらしき女性の姿があった。そして王妃の右手には、すらりとした立ち姿の少年の存在──

　ミリセントはそこに描かれた少年から、思わず目を逸そらしてしまった。

　もう一度確かめたいと思っていたはずのその面おも影かげ。

　それなのに、気持ちとはまったく別の反応をしてしまう自分の意識にミリセントが戸と惑まどっていると、高い声が耳に届いた。

「ミリセント様!?」

　小さく肩かたを揺ゆすられて、ミリセントはようやく自分がシルヴィアに呼ばれているのだと気づく。

　もう一度夢から醒さめるように瞬またたくと、ミリセントは今度こそ燃え残った不完全な形の肖像画の前でへたりこんでいた。

「大だい……丈じよう夫ぶ、です。少し休めばすぐに落ち着きます」

　シルヴィアの腕にすがるようにして立ちあがると、ミリセントはそのままソファに座らされた。

　体を横たえるように言われる間も、ミリセントは静まらない動どう悸きに手で胸を押さえる。

「具合が悪いなら、医師を手配したほうがいいか？」

　水の入ったグラスを差し出してくれるシルヴィアの背後から、イニアスも心配そうに声をかけてくれる。

「いえ、ほんとにちょっとした貧血みたいなものですから。すぐに……」

　元に戻ると言おうとして、ミリセントは表情が強こわ張ばるのを感じた。

　視てきたばかりの光景が、過去の記憶と重なりあっていく。透すかし絵を重ねたように、ふたつの過去に接点が生まれたような気がした。

　──シルグラス城で視えたリアエスタって女の人。彼女がファネル家の祖先だってグレンはいってたけど……。彼女はあのとき『薔ば薇らを見守っていく役目がある』って口にしてた。薔薇は、前王室の紋もん章しようのはず。でもそれは象しよう徴ちよう的な話じゃなくて、誰かのことを指してたの？　亡なくなったラーデュロス王のことか、生き残った王子のことか。

　そのことを思い出した途と端たん、リアエスタの言葉がまた違ちがう意味を成すのだと気づいた。

　──いま視たもののことは……リーアン様はもちろん、グレンにもまだ話せない。なにもかも確証はないんだもの。

「ごめんなさいイニアスさん。やっぱり、ディンセル侯爵の屋敷まで送っていただけますか？　鑑定の結果も、きちんと整理してからでないとお話しできそうにないんです。また改めてリーアン様にもご報告しますね」

　口をつく言葉とは裏腹に、心のなかは迷いと不安が増すばかりだ。

　ミリセントはイニアスやシルヴィアに玄げん関かん口まで案内されながら、混乱する気持ちを心の底に押しこめる。

　──落ちついて。薔薇の大祭が終わってから、屋敷に戻って確かめればいいのよ。アルに聞いてみたら、笑われるだけかもしれないんだし。

　色々と自分に言い聞かせるものの、周囲の音すらほとんど耳に入ってこない。

　顔色を心配するシルヴィアに気づかわれながら、ミリセントはいつのまにか馬車に乗りこんでいたらしい。

　馬が石いし畳だたみを走り出す音が聞こえて、やっとそのことに気づいたほどだ。

「本当に……見み間ま違ちがいかもしれないんだから」

　漏もれた声が思わず震ふるえた。

　自分が視たのは過去の時間。それは失われた肖像画の記録の一部だ。

　見間違えであって欲しいと願うのは、もしあれがアンセルの失われた記憶だとすれば、あまりにも重く苦しい過去に違いないからだ。

　──もし、アルが前王室の王子だったとしたら、いったい何年前からローズグレイブホールにいるの？　いまのアルは私が視た王子様よりずっと大人になってるみたいに見える。それだってどういうことなの……

　ミリセントは夢のなかにいるように霞かすみがかった頭で考えながら、馬車の外を眺ながめる。

　馬車は大聖堂の近くを走っており、古い石畳が敷しかれた広場には大勢の人があふれていた。

　その人波の向こうに、食べ物や花売りの屋台がぎっしりと並んでいる。

　いつも人が多い場所ではあるが、その一部を人の輪がとりまくように広がっていた。

「すごい人……なに？」

　ちょうど馬車も人ごみのせいで動きが遅おそくなり、ミリセントは人だかりに目を凝らす。

　ふいに人ひと垣がきが揺れると歓かん声せいがあがり、人々はいっせいに頭上を振ふりあおいだ。

　風に舞まい上げられるように、あたりには銀の蝶ちようがふわりとあらわれ、昼の街中に非日常的な空間が生まれる。

　そのはずみで人垣に隙すき間まができ、中央の壇だん上じように立つ人ひと影かげが目に入った。

「……え!?　いまのって」

　ミリセントは、急いで御ぎよ者しやに馬車を停とめてくれるよう頼たのんだ。

　慌あわてて馬車を降り、その人の名を呼ぶべきかどうか迷う。

　だが、向こうもミリセントに気づいたのか、見覚えのある美しい銀の蝶がひらりと一匹ぴき飛んできた。

　旅装なのか丈たけ長ながの外がい套とうをはおった紳しん士しは、深くかぶった帽ぼう子しを振って軽く一礼すると、舞ぶ台たいの終わりを告げる。それから小さなカバンとステッキを手に壇を下りた。

　人々の名残なごり惜おしそうな声を背に近づいてくるのは、髪かみを黒く染め、赤茶の瞳を眼鏡めがねの下に隠かくした男性だ。

　ミリセントの目の前に立つと帽子を手に華か麗れいに一礼してみせる。

「やぁ、ファネル嬢じよう。再会できて光栄だ。叶かなうなら挨あい拶さつにうかがいたいと思ってた」

　すらりとした立ち姿の男は、以前〈大暗室〉に関係した美術品の密輸に加担しており、ギンシェル・アデアの名で世に知られたマジシャンだった。

　ギンシェルのマジックの舞台で起きた幽ゆう霊れい騒そう動どうについて、ミリセントに依い頼らいがあったことがきっかけとなり、密輸事件は発覚した。
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　そして依頼の解決とともに、ギンシェルは結社との関かかわりを絶ち、この国を出ていったのだ。

　稀き代たいのマジシャンとしてその名を馳はせた男は、地位も名声も失ったが、事件を通じて取り戻もどしたものもあったらしい。

　本来なら国を越こえて追われかねない人物なのだが、当人は身を隠すでもなく、むしろ思い切り大衆の前に立っている。

「ギンシェル、どうしてここに……大だい丈じよう夫ぶなの!?」

　片目をつぶってみせたギンシェルは、不敵にほほ笑えんでみせた。

「いまの私はデリック・ウォルトン卿きようだ。奇き術じゆつ商人として今年の博覧会に招かれたところさ」

　まったく周囲を気にしたようすもないギンシェルの大だい胆たんさに、これでは却かえって気づかれないのも無理はないとミリセントは苦く笑しようした。

「もう、悪いことはしてないのよね？」

「もちろん、出直し中だからね。いまは、予算のかかる大おお掛がかりなマジックを考案して企き画かくを売り出してるんだ。出資したいというホール支配人は多いよ。それにこんなお祭りの季節にはマジックは欠かせない花束だろう？」

　したたかなギンシェルは、どうやら本当に仕事の依頼で、再びリュイシャムの地に戻ってきたらしい。

「そういえば、あの偉えらそうな伯爵家の鑑かん定てい士しは一いつ緒しよじゃないのか？　ん、それになんだか君の顔色もよくない……」

　気づかうように尋たずねられ、ミリセントは自分がどこから帰る途と中ちゆうだったのか思い出す。

「今日はグレンも仕事よ。私も鑑定がつづいて、少しだけ疲つかれてるのかも」

　ギンシェルと話していると、先ほど視みたばかりの過去の衝しよう撃げきから、少しずつ現実に引き戻されるようでミリセントはほっとした。

　──ギンシェルに会えて嬉うれしいけど、マジシャンに現実に引き戻してもらうのも妙みような話かも。

　ミリセントは思わぬ再会を喜びながらも、ぱっとひらめいた。

「ギン……いえ、ウォルトン卿。いつまでここにはいられるの？　じつは相談に乗ってもらいたいことがあるんだけど」

　──そうよ、ギンシェルに相談できたら、リーアン様の心配も解決できるかも。

　突とつ然ぜんの話ではあったが、ギンシェルは快くうなずいてくれた。

　ミリセントは馬車の御者に、知り合いに屋や敷しきまで送り届けてもらうと告げて、帰ってもらうことにした。

　まるでエスコートするように、ギンシェルが腕うでを差し出してくれる。

「さぁ、せっかくのレディからのお誘さそいだ。通りは寒い、温かいショコラでもどうかな？」

　この時季ひどく風は冷たい。それでも通りを歩けば、道を行きかう人々はせわしないながらも幸せそうなことに気づく。

『薔薇の大祭』は国の豊かさを感じるための祝祭でもあるのだから、それも当然かもしれない。

　同じく通りに視線を向けていたギンシェルが、ぽつりともらした。

「誰だれかと祝いの日を迎むかえられるというのは、幸せそうだ」

「そう。とても、大切な日ね」

　少しだけ寂さびしげな響ひびきのこもる声に、ミリセントの胸も痛む。

　そして大切な日を屋敷で迎えられるようにと、支度を申し出てくれたアンセルの声が耳によみがえり、再び心に影かげが差す。

　ギンシェルと連れ立って通りを歩きながら、いまは少しでも鑑定結果と向き合わないですむことに、ミリセントは感謝していた。
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　灰色のヴェールが幾いく重えにも重なったような、まだらににごった空の下。アンダーヒルでは枯かれ木が寒々しく枝を並べている。

　主あるじを送り出したローズグレイブホールには、静かな時間が流れていた。

　それはどこか見せかけの、肌はだがひりつくような緊きん張ちよう感かんに満ちている。

　アンセルはミリセントに約束した通り、薔ば薇らの大祭の支度を進めていた。

　仕事の関係もあり、ミリセントは大祭当日を王都で過ごすことになるだろうが、翌日には必ず屋敷に戻ると約束していってくれたのだ。

　すべての部屋に、教会で配られる聖灰を振りかけた香こう草そうの編み飾かざりを吊つるし、正せい餐さんのための食材も手配が必要だった。

　この時期は山鳥も手に入りにくくなる。パースニップに芋いもや豆といった野菜、果実酒なども早めに注文しておかなければならないのだ。

　厨ちゆう房ぼうでも幽ゆう霊れい調理人コツクが、ミンスパイのためのナッツや果物をシェリーで漬つけこむ作業に入っていた。

　屋敷中を順に磨みがきたて飾りつけをする間に、日々は黙もく々もくと過ぎていく。

　しかしそんななか、屋敷の住人たちやメイドのセラフィナは、アンセルの異変に気づいているようだった。

　アンセルがなにを口にしたわけでもないのに、こうした言葉をかけてくれるのだ。

「ミリセント様なら、心配はいらないでしょう。お仕事が片付けばすぐに戻っていらっしゃいますもの」

「あの、もちろんそう思って支度をしているわけなんですが。私は、そんなに心配そうに見えますか？」

　一体自分は周りにどう見えているのだろうかと、思わず聞き返してしまう。

　するとセラフィナはいつもの冷静な表情で、じっとアンセルを見つめ、持ち前の動じなさと真顔で教えてくれた。

「えぇ、そうですわね。ずっと庭先に座って主人を待つ犬……とまでは申しませんが、ひどくため息をつかれてますよ？」

　そう指し摘てきされては返す言葉もない。

　アンセルはセラフィナの観察眼の鋭するどさに感心しつつ、彼女を警けい戒かいしてもいた。

　過去にも幽霊屋や敷しきで勤めた経験があるというセラフィナは、霊れい媒ばいとしての力もあり、この館やかたにおいても普ふ通つうの人間より幽霊慣れしている。

　──彼女は気配りだけではない、通常以上にカンが働くところがある。私のことも、どこまでなにに気づいているかわからない。それとも、私はやはりどこかおかしくなってしまったんだろうか……

　ミリセントがラズウィック湖へ休きゆう暇か旅行に出ると聞いたときには、グレンの招待だと聞いたこともあり、ここでひとり留守番などしていられないと同行を申し出た。

　それなのに、冬の王都に出かけるとミリセントが口にしたときには、ここに残ると自ら口にしたのだ。

　確かに、変化はあった。

　ラズウィック湖を渡わたる冷たい風や、枯かれた木々の匂においが呼び覚ましたのは、失なくしたはずの過去の時間だ。

　はじめは曖あい昧まいでしかなかった郷きよう愁しゆうにも似た感覚。

　それは湖で出会った竜りゆうの瞳ひとみにさらに揺ゆさぶられ、塔とうのなかで目にした少女の肖しよう像ぞう画がが記憶の箱を開いたのだ。

　気づけばアンセルは無意識のうちに、二階にある薔薇の間の前に立っていた。

　それはミリセントが出かけたあとも、日々の習慣のように毎日訪おとずれている場所でもある。

　アンセルが覚えているうちでは、その両開きの重たげな扉とびらが開かれた記憶はない。

　だが、ラズウィックから戻ったあと、これまでなかった変化があった。

　──この音は、私にだけ聞こえているんだろうか。

　ドアノブに触ふれてみても変わりはない。それでも、扉とびら越ごしに耳に聞こえるのはゆったりとした音色。

　それはどこか懐なつかしくも恐おそろしい、アンセル自身を不安にさせる音律だ。

「アル……その扉は開かないわ。知ってるでしょう？」

　ひそめられた少女の声が足もとから聞こえた。それはこの屋敷に暮らす、幽霊憑つきのジンジャークッキーから発せられたものだ。

　ティーハニーと呼ばれるクッキーは、いつもはキンキンと生意気な調子でまくしたてるというのに、今日はひどく静かに話す。

「そうですね。開かずの間ですから」

　じっと扉に視線を注いだまま言葉を返したアンセルは、ティーハニーの前にかがんで手のひらに掬すくい上げようとする。

　だが、ティーハニーはその手を拒こばむように、カタッと後ろへ下がった。

　いぶかしむようにアンセルが首を傾かしげると、ティーハニーは押し殺した声をあげる。

「ねぇ、アル。本当は思い出してるんでしょう？　この扉の向こうに、なにがあるか知ってるからここへ来るんだわ。違ちがう？」

「なにをいって……」

　そのとき、階下からセラフィナが来客を告げるベルを鳴らし、アンセルははっと顔をあげた。

　白い顔をいっそう硬かたくこわばらせて、アンセルは急ぎ足で玄げん関かんホールへと向かう。

「アンセル、正面玄関に馬車がきてるみたい。従者がいうにはあなたを訪ねてきたみたいだけど」

　主の留守中の来客にセラフィナは首を傾げたが、アンセルはさらりと告げた。

「あぁ、晩ばん餐さん用の輸入果実酒を扱あつかう商人です。少しだけ贅ぜい沢たくする予定ですので……今度からは裏口へ回ってもらうよう伝えますね。あなたは仕事をつづけてください」

　アンセルの後ろを、ティーハニーが床ゆかを跳はねるようにして外へとつづいた。

　庭園の正面玄関につづく道へ出ると、すでに屋や敷しきの輪りん郭かくが夕ゆう闇やみに溶とけ合ってしまう時刻だ。

　馬車まわしに入ってきた黒味がかった深しん紅くの箱馬車は、ゆったりと馬を歩ませアンセルの前で止まった。

　カーテンの締しめ切られた扉を御ぎよ者しやが開くと、踏ふみ台が下ろされる。

　磨かれた靴くつで降りてきたのは、マントをはおったひとりの紳しん士しだ。

　銀ぎん縁ぶちが鈍にぶく輝かがやく眼鏡めがねの奥、その瞳はうっそりと暗い光を宿していた。

　黒い帽ぼう子しの下、なでつけられた金の髪かみが寒々しい印象を与あたえる。

「初めまして。私はクレメンスと申します」

　すました男はそう口にして近づいてくると、じつに恭うやうやしい所作で砂じや利り道に膝ひざをつき、目の前に立つアンセルの手をとってその甲こうに額をつけた。

「お目にかかれて光栄です、アルフリート・エキナ・ユスカリス殿でん下か。貴方こそが、ユスカリス王室最後の薔薇。失われた王家の魂たましいを、丁てい重ちようにお迎えするよういいつかっております」

　しかしクレメンスにいかに呼びかけられようとも、アンセルは眉まゆひとつ動かすことはない。

　ただ目の前にあらわれた人物が、忌いまわしい妄もう執しゆうに憑かれた男であることは感じられる。

　そして、自分はその男の手を取るしかないのだということもわかっていた。

　だがクレメンスは、アンセルの顔色などいっこうに気にしたようすもなく、眼鏡の奥からまるで観察するような視線を執しつ拗ように注ぐ。

「長く貴方を待ちわびておりました。私が咲さかせる薔薇との出会いを。貴方もようやくお心を決められた。そうですね？」

　だがアンセルはそんなクレメンスの陶とう酔すいした声などまったく耳に入らぬように、今日のために届けられた手紙のことを思い出していた。

　ラズウィックの旅行から戻もどって数日が過ぎた頃ころ、再びローズグレイブホールには〈大暗室〉から手紙が届けられたのだ。

　差出人はリンウッドテラス卿きようとなっており、宛あて名なもミリセント宛あてではなく、『アルフリート・エキナ・ユスカリス』と書かれていた。

　便びん箋せんには何枚にもわたって、その名の意味がわかっているなら、自分は迎むかえの馬車に乗るべきだとつづられており、今日の夕刻に馬車を送ると記されていた。

　さらに手紙には、このローズグレイブホールの名の由来。

　現王室やファネル家が、ユスカリス王室に施ほどこした非道な仕打ちとその罪について、すべてを知る権利が自分にはあるのだと締めくくられていた。

　──確かに、私はあの内乱の全ぜん貌ぼうを知らない……嵐あらしの夜からあとの記憶はないし。この国や王家がどういう道を辿たどったかを知ることは叶かなわなかった。

　アンセルに記憶が甦よみがえる前であれば、湖で誘さそいを撥ねつけたときと同じく、その手紙の内容に取り合うことはなかっただろう。

　しかし、その手紙を目にしたアンセルの脳のう裏りをよぎったのは、ラズウィックの湖で言葉を交かわした、〈大暗室〉の幹部である少女の言葉だ。

　リンウッドテラス卿を名乗る黒くろ髪かみの少女は、湖に浮うかぶ船の上で語りかけた。

『望みはあるはずだ。みよ、いまの不安定な体を』

　あのとき、自分は即そく座ざにそれを拒きよ絶ぜつし、彼女もその望みの内容について口にしたわけではなかった。

　それでもアンセルは、彼女の瞳の色と表情に、自分の心の奥底まで見み透すかされているような気持ちになったのだ。

　すでに事態は動き始め、押し寄せた過去はもはや消し去れない。

　差し出されたクレメンスの手をはらうようにして、アンセルが馬車へと近づくと、背後から高い少女の声が聞こえた。

「決められたのね、お兄様。なら私もご一いつ緒しよするわ」

　ふり向けば、不安定な地面にジンジャークッキーが立っていた。

　それは大きく傾かたむいたかと思うと、パタンと倒たおれる。

　その途と端たん、アンセルの目の前で人ひと形がたのクッキーは薄うす靄もやに包まれたように形を失っていく。

　たちこめる霧きりが徐じよ々じよに密になると、不安定な輪郭を持ってあらわれたのは、ドレスを身につけた銀ぎん髪ぱつの少女の姿だった。

　まだ幼さを留とどめていながら、とても大人びた表情の少女を前に、アンセルは膝をつきその顔をのぞきこんだ。

「フィーラメイア。いまは、そう呼ぶべきなんだろうね」

　アンセルは痛ましい気持ちで、妹姫ひめの不安定な姿をみつめた。

　──彼女は、ずっと知っていて側そばにいてくれた。私がなにもかもなくしていた間も、それを教えることなく、消えない過去をずっと抱かかえていたはずだ。

　幼い妹が宿す、強さと高貴さを知っている。

　そして自分が彼女に負わせた、あまりにも長く辛つらいときをふり返るのが恐ろしくて、アンセルは取り戻した過去を口にできずにいたのだ。

「私は止めないわ。お兄様は、すべてを知って判断なさるべきよ」

　どこかひやりとした少女の声。それは怒いかりよりも、長い時間に凍こおりついていた真実を知る者だけが持つ響ひびきがある。

「すまない。フィーラ、本当に待たせてしまった」

　あまりに長い時を経へて、再会を果たした妹にどう許しを乞こえばいいのかもわからない。

　だがそんなアンセルに、銀髪の王女はふわりと首を振ふった。

「いいのよ。お兄様、もうこれからは一緒だもの。やっと一緒に……」

　はるか昔の嵐の夜。石の塔に囚とらわれた妹姫を救い出せなかった自分。これ以上、彼女をひとり残してはいけない。
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　もはや実体を持たない妹を抱だきしめることも叶わず、靄もやのようになびく銀の髪にアンセルはそっと指を伸のばす。

「これはまた、とても素す敵てきなお客人ですね。もちろん、高貴な薔ば薇らはいつでも大だい歓かん迎げいですよ。姫君もぜひご一緒ください」

　ふたりを促うながすように、クレメンスは開け放した馬車の扉とびらに向かって身を引く。

　一行が馬車に乗り込んだところで、屋敷の正面玄関から人が近づく気配があった。

　どうやら異変を察知したらしいセラフィナが、屋敷から出てきたようだ。

「おや、ここには当主以外にも、生きた人間がいらっしゃる？」

　面おも白しろがるようなクレメンスの声にはひどく冷たい響きがある。アンセルは戒いましめるようにぴしりと告げた。

「彼女はこちらで働いているメイドです。どうか、あなた方に関かかわらせないでください、害をなすことは許しません」

「まぁ、貴方の身み柄がらを我々のもとへご案内させていただく間は、彼女に屋敷に留まってもらうことになるでしょうけどね」

　クレメンスは一緒に馬で移動してきた男たちに、セラフィナの身柄を屋敷に留めておくように指示すると、自分たちは馬車でローズグレイブホールを出発した。

　走りだした馬車の中でクレメンスは再びじっとりとした視線をアンセルに向ける。

「それで、手紙でも知らせたペンダントと薔ば薇ら封ふうじは手に入りましたか？」

「いいえ。それはどちらもミリセント様が身につけていらっしゃいますから」

　クレメンスと視線をあわせないままアンセルはそっけなく答えたが、男はいっこうに気にしたようすもなく、大げさにため息をついてみせた。

「困りましたね。あれは薔薇を咲かせるのに必ず必要になる、いわば土と水のようなもの。ですが我らにお任せいただければ心配はご無用です。あなたをお迎えできたとなれば、もうファネルの娘むすめに遠えん慮りよは必要ありませんしね」

　そう口にしたクレメンスを、アンセルは鋭するどくにらみつけた。

　──この男は、ミリセント様に近づくつもりか……

「なに、そんなに怖こわい顔をするものではありません。貴方も真実に気づき主あるじを見限ったから、我々の手を取られた。違ちがいますか？」

　アンセルはその問いには答えず、ただうつむいて握にぎり締めた手を見つめる。

　ミリセントのいないいま、こうして屋敷から離はなれれば、いずれこの体はもっと不確かなものになる。

　だからこそ、この男といくのだ。あやふやな己おのれの存在を、亡なき者の自分を取り戻すために。




　速い馬足で屋敷から馬車が走り去るのと入れ違いに、クレメンスが残した部下たちはローズグレイブホールへと押し入る。

　突とつ然ぜんの侵しん入にゆう者に屋敷を彷徨さまよう魂たちが気配を鋭くするなか、二階の廊ろう下かで窓まど枠わくにもたれた骸がい骨こつ紳しん士しのオルボーン男だん爵しやくが、悲しげな息をついた。

「薔薇が、眠ねむりから覚めなさるか」
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　二日後に『薔薇の大祭』を控ひかえた王都では、当日のパーティや晩ばん餐さんを控えた貴族たちのタウンハウスへ使者やカードが行き交かい、慌あわただしくなりつつある。

　そうしたなか、人目を忍しのぶように黒い箱馬車が通りを急いでいた。

　向かう先は、有爵位の貴族や豪ごう商しようの屋や敷しきが建ち並ぶ、ミラルパークの一角にある大きな屋敷。

　この国の議員としても名を連ねている、ウェアハイド公爵の住まいだ。

　どっしりとした構えの玄げん関かん口に箱馬車がつけられると、長いローブをはおった初老の男性が、従者を連れてすみやかに戸口へと迎え入れられた。

　案内された客間には、荘そう重ちような硝子ガラス細工のシャンデリアが重たげに垂れ、暗い茶色の絨じゆう毯たんが敷しかれている。

　中央の円えん卓たくに向き合って座るのは、屋敷の主でもあるウェアハイド公爵。

　その右手に小こ柄がらな少女リンウッドテラス卿と、銀ぎん縁ぶちの眼鏡めがねをかけた医師クリス・クレメンスの姿がある。

　初老の男の到とう着ちやくに、ウェアハイド公爵は椅子いすから立ち上がった。

「ようこそ、トルカスト大司教。これでようやく全員が揃そろいましたな。今日は非公式の会合ではありますが、王宮内での動きについて報告がある。そこで主だった君たちを招集させていただいた」

　焦こげ茶の口ひげを上品に整えたウェアハイド公爵は、四よ十そ路じも後半でありハリのある声をしている。

　どこか嫌いやみなまでに自信に満ち溢あふれた表情や振る舞まいは、彼が現国王の傍ぼう系けいの家いえ柄がらであり、リュイシャム王国の議会でも重要な席につく立場から身についたものでもあった。

　客間の椅子に腰こしを落ち着けた四人は、すべてが〈大暗室〉に関係している人間ばかりであったが、それぞれが関わるのは政治や商館、医い療りようや教会と分野もさまざまだ。

　リュイシャムという国にあって、最も発言力を持つウェアハイド公爵が、〈大暗室〉の会合でも議長を務め、実権を握ろうとしているのは明白だった。

　議員でもあるウェアハイド公爵は、王宮内部の動きについて誰だれより早く情報を手にいれられるのが強みでもある。

「さて、そろそろ王城でも議会が召しよう集しゆうされる時期だが、どうやらこのところリーアン王子の配下が、医い療りよう協きよう会かいについて探さぐっているようだ」

　表情はにこやかながら、どこか棘とげを含ふくんだ公爵の言葉に、クレメンスが眉まゆひとつ動かすことなく答える。

「あぁ、それでしたら私のほうで処理いたしました。結社に関わりのありそうな書類と、切り捨てられる範はん囲いで医師を数人差し出しましたので、つついてまわっても大した情報はでないでしょう。教会との関わりを怪あやしまれてはいますが、決定的な証しよう拠こにはたどり着けません」

　その言葉に、到着したばかりのトルカスト大司教が声を荒あらげる。

「あなたがたはっ……勝手に結社の人員を動かしすぎる。教会こちら側としてもいまは大切な時期なのですぞ！　王室に嗅かぎつけられるようなまねは慎つつしんでいただきたい」

　するとウェアハイド公爵は、いたわるような表情を浮うかべつつも、あきらかにつくり声とわかる丁てい寧ねいな調子で答えた。

「トルカスト大司教、あなたともあろうお方が、そう血相をかえなさるとは。ですが、教会が王室との関係を複雑にしておられるから、問題が大きくなるのです。だからこそ早くに手を打てるよう、私も王立図書館への出入りに協力してさしあげたでしょう？　まぁ、さっそく公文書についても、王子がちょろちょろ動き回ってはいるようですが……」

　自分に落ち度があるとは言わせないとばかりの公爵の視線に、トルカスト大司教は怒りを噛かみ潰つぶすように口を引き結ぶ。

　ウェアハイド公爵は、マントルピースの壁へき面めんに掲かかげられている織物に目をやった。

　そこには薔薇の下で眠る黒い蛇へびの姿をはじめ、祝福の鐘かねや竜りゆうの姿を模かたどった建国神話にまつわる言い伝えが刺し繍しゆうで叙じよ述じゆつされている。

　物語のようにつづられるその伝承において、聖ユスカリスを讃たたえる教会と〈大暗室〉は、もとは同じひとつのものだった。

　それぞれが、光と影かげを担になう存在として成り立ってきたのだ。

　同じくそのタペストリーに視線を向けたリンウッドテラス卿きようが、はじめて口をひらく。

　長く不ふ揃ぞろいな黒くろ髪かみを背に流した少女は、人形めいた白い肌はだに醒さめた表情も含めて、この場にいるのが不自然で異質な存在ではあった。

　だが、まだ十代半ばほどに見えるリンウッドテラス卿は、結社の一員として莫ばく大だいな資金を提供している重要な人物であり、だからこそこの席にも呼び出されているのだ。

「当家は結社の一員として、投資をさせてもらっているが、このところ教会と〈大暗室〉の動きがちぐはぐだと感じるな。それについて説明願えるだろうか？」

　見た目を裏切らない少女らしい声ではあるが、その口調や浅い赤の瞳ひとみは尊大ささえ感じさせる落ち着きぶりだ。その立ち居い振ふる舞いは、ウェアハイド公爵を相手にしてもまったく臆おくしたようすはなかった。

　しかし公爵もまた、結社の重要な資金源のひとりである奇き妙みような少女を、ぞんざいに扱あつかえないことはわかっているらしい。

「えぇ、リンウッドテラス卿におかれましては、大事な投資のお話でもありますな。だがこのところ結社の若いメンバーのなかでは、〈大暗室〉がいつまでも教会のいち組織として日ひ陰かげにあることを疑問に思う者も多いのです」

「なるほど、確かに〈大暗室〉はもとは教会内部にある陰の実行部隊ともいえる。それをここまで多た岐きに亘わたる組織にできたのは、各会員たちの功績でもあるな」

　冷静さばかりが際きわ立だつ少女の声に、ウェアハイド公爵もぱっと表情を明るくした。

「そうなのですよ。いまや会員は各国に渡り、政治や商売の中ちゆう核かくにまで入り込んでおります。いつまでも地下組織のような動きをするばかりでなく、多角的に組織を運営していくべきではないでしょうか」

　金と権力を思うさま握りしめたいらしい公爵の言葉に、リンウッドテラス卿はすずやかな眼まな差ざしを研とぎ澄すます。

「貴公の展望はそのようだな。だがじきに『薔ば薇らの大祭』が行われる。教会と結社の歩みが乱れれば、どちらにとっても損失を招くだろう。結社の人員統制も、乱れのないよう心がけていただきたい。リンウッドテラス家としては、聖ユスカリスを擁ようする教会、結社双そう方ほうの志があるからこその投資だということをお忘れなく。では、私は失礼する」

　静かな声こわ音ねでそれだけを告げると、少女はふつりと口を閉とざし椅子から立ち上がった。

　客間では、ウェアハイド公爵とトルカスト大司教が険悪な視線をぶつけあっていたが、クレメンスがひょろっと立ち上がり退出するのを目にして、大司教も後を追った。

　廊下を進み、ひと気のなくなったところで、トルカスト大司教はふりしぼるように少女に告げた。

「申し訳ございません。なにしろ民たみの声も教会からは遠ざかりがちのため、あのような下げ賤せんの男に結社の実権を握らせるようなことを……」

「ふん、仕方のないことだ。これだけ資金と権けん威いが集まれば、若手の者たちにとってはもはや結社も欲得ずくめの社交の場であろう。結社内部で新旧派に分かれて対立するような動きは望ましくないが、計画はもう迫せまっている。それまであの男は飼いならしておくことだ、王宮に繋つながる太い糸には違ちがいない」

　冷静な判断を下す少女の後ろで、クレメンスが薄うすく口笛を吹ふいた。

「おっそろしいお嬢じよう様さまだ。でもあの公爵にしたって、教会を陥おとしいれるために、医療協会を王室に密告するよう仕向けるんですから。ほんと同じ旗の下で化かしあいとは、醜みにくいことです」

　クレメンスは、自分が外部に流した医療協会と教会のつながりについて口にする。

「ウェアハイドは、お前が自分の下にあると思っているようだからな。そうはいっても、一番おぞましいのはそれを平気でやってのけるお前だ」

　リンウッドテラス卿は、やや後ろを歩くクレメンスに、軽けい蔑べつするような視線と声音を投げかける。

「二重偵てい察さつを務める私にひどい扱いですねぇ。ちゃんと尻尾しつぽは切れるように、根回しもしておいたのですから感謝すべきでしょう？　ま、私にとっては研究費用と夢の実現に、あなた方教会派ははずせませんから。しばらくあの公爵には、蜜みつ壺つぼの蛇よろしく楽しい夢に漬つかっておいていただきましょう」

　その隣となりを歩いていた大司教が不気味な笑みをもらすクレメンスと距きよ離りをとるように、廊ろう下かの端はしに寄る。

「は！　あのような男、肥え太って壺で溺おぼれ死ぬがいいわ。それにクレメンス、お前のような不届き者が、聖ユスカリスのお側そばにあるということ自体、本来なら嘆なげかわしいことじゃ。結社の人間はこれまでどおり、影として忠誠を捧ささげておればよい」

　石の下でうごめく虫を見つけたように、トルカスト大司教はクレメンスに嫌けん悪おの眼差しを向けた。

「おや、私のような求道者にそのような冷たいお言葉を？　ですが、薔薇は秘密の庭に隠かくしてありますれば、あとは計画を実行するのみです」

　決して相あい容いれないふたりの前を歩みながら、リンウッドテラス卿は薄く笑った。

「我らの望みはひとつだけだ。利用できるなら、蛇だろうと虫だろうとかまいやしない。お互たがいにな」

　この場にあるのは、欲望と目的だけで繋がれた絆きずなだった。




　招かれた三人が不ふ穏おんな会話で屋や敷しきを後にしたのち、ウェアハイド公爵は客間でほくそえんでいた。

　その傍かたわらには、公爵の片かた腕うでであり、結社の一員でもある年若い青年の姿がある。

「トルカスト大司教など、聖堂にこもって埃ほこりをかぶった老人にすぎぬ。あの若い医者もうまく立ち回ったつもりだろうが、仕し掛かけはこれからが仕上げだぞ」

　ウェアハイド公爵は、抜ぬけ目のない表情で会合を思い出しながら笑えみを浮かべて従者を呼んだ。

「リーアン王子のお招きは今夜だな。しかし思った以上に聡さとい王子だ。我々の痕こん跡せきがつかめなければヒントをやろうかと思っていたが、ちゃんと嗅ぎつけてきた」

　不敵な笑みを浮かべる公爵に、側近である青年は王城から届けられたカードを差し出す。

「そろそろ結われ社われも、お荷物教会から自由になるころあいだ」
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　リュイシャムでは、迎げい誕たん節せつの日々を人々は思い思いに過ごし、その間にもディンセル侯爵の博物館には多くの見物客が訪おとずれた。

　張り切って作った図録も早々に売り切れてしまい、侯爵はじつにご満まん悦えつな日々を送ることができた。

　年々にぎやかになる博物博覧会に、ミリセントも手伝いにきた甲か斐いがあったと、手ごたえも十分だ。

　明日はようやく『薔薇の大祭』本番という夜になり、ミリセントはセシルに提出するための最後のレポートをまとめていた。

　──セシルさんのいってたことって、彼女の過去のことだったのかな。贋がん作さく師だったなんて、驚おどろいたけど、グレンはそれを知ってたんだし。

　その事実を知れば、セシルに投げかけられた言葉の数々も違う意味を持ってくる。

　──ひょっとして、私のこと面おも白しろがってあんなこといったのかも……？

　そう考えると、なんだか悔くやしいような、おかしいような気持ちになる。

　机に置いたランプの明かりをぼんやりと眺ながめているうち、ふっと目の前が暗くなった。

　眠ねむりに落ちたわけでもなく、机上のランプのオイルがきれたのだと気づいて「あぁ……」と思う。

　課題のレポートはほぼ終わったものの、もちろんグレンについてのレポートなどまとめていない。

　──いま、グレンのこと考えるのはやめよう。明日は大祭なんだもの。公文書の件がちゃんと片付かないと皆みなが安心できないままだわ。

　まさに問題なのは、多くの参列者を迎むかえて行われる式典だった。それは王都の中心にあるベルフィールド大聖堂で、大司教によって執とり行われることになっている。

　明日の『薔薇の大祭』はさまざまな意味で緊きん張ちようをはらんでいるのだ。

　もちろんリュイシャム王室としては、教会の要求する公文書の誓せい約やくをそのまま認めるわけにはいかない。

　教会側の自分たちの威い信しんを公おおやけに出来る場所で、公文書を認めさせようという計画を、なんとしても阻そ止しせねばならない。

　そのためにリーアン王子は水面下で対策の指揮をとり、『贋物レプリカには贋物を』と作業を進めてきた。

　しかし、肝かん心じんの公文書をどうすり替かえるかまで、ミリセントは詳くわしく聞いていないのだ。

　──でも、ギンシェルのことだから心配なんていらないはず。

　運よく再会できたギンシェルを奇き術じゆつ商人『デリック・ウォルトン卿きよう』として紹しよう介かいしたあとは、王宮内部で詳しよう細さいな打ち合わせが行われているはずだ。

　舞ぶ台たいマジックの仕掛けを考案して売り込んでいるというウォルトン卿の経歴に、リーアン王子はいたく興味を引かれたらしい。

「こんなときでなければ、個人的に招いて話を聞きたいぐらいだ」と乗り気になり、ギンシェルはしばらく王城のなかに客人として滞たい在ざいすることになった。

　ミリセントもその後が気がかりではあったが、ディンセル侯爵のパーティなどへの出席もあり、かかりきりになることもできなかった。

　しかしギンシェルは、正体を知られれば捕ほ縛ばくされかねない立場であるというのに、すっかりウォルトン卿としてこの状じよう況きようを楽しんでいるらしい。

「大聖堂を舞台に仕掛けられるなんて。こんな稀き少しような機会はそうそうないぞ！　ファネル嬢じよう、君のおかげだ」

　はずんだ声でミリセントに礼まで告げたギンシェルは、大聖堂に見立てて用意された部屋で、大祭本番の魔ま法ほうを考えるべく仕事にいそしんでいるのだろう。

　当日は大聖堂で、ギンシェルがなにを見せてくれるのか楽しみであり、成功を祈いのるような気持ちでミリセントは暗くら闇やみのなかまぶたを閉とざす。

　だがふっと心に浮うかんだのは、まったく別のことだった。

　──でも、明日の式典は、国王陛下はもちろんだけど、王室関係者がほとんど出席する国家行事なのよね。そう思うと、いまのエスクウィン王家って前王室の習慣や儀ぎ礼れいを大切にしてるように思える……

　現王室と教会の間に軋あつ轢れきはあるが、リーアン王子やウィレム王は過去の王室やこの国の歴史を蔑ないがしろにしているわけではない。

　それは前王室の紋もん章しようであり象しよう徴ちようでもあった薔ば薇らを国花とし、儀礼や祭典を廃はい止ししてこなかったことからもわかる。

　──リーアン様やウィレム陛下は、ご自分たちの祖先が起こした戦いくさのことをどこまで知っているのかしら。私が肖しよう像ぞう画がの鑑かん定ていで視みた過去のことも、あれで全部じゃないはずだもの……

　ミリセントの脳のう裏りに、屋敷で目にしたアンセルの悲しげに伏ふせられた瞳ひとみが甦よみがえる。

　あのとき気がかりだった不安と、過去視で知った数々のことがとても嫌いやな予感を呼ぶのだ。

　ファネル家は前王室との内乱にも関かかわっている。

　ローズグレイブホールには、まだなにか自分が知らねばならないことがあるのだと確信めいたものがあった。

　──だいたい、アルはどうして、いつからローズグレイブホールにいたんだろう？

　いまになって、ミリセントのなかにも、根本的な疑問がわいてくる。

　それがわかるまでは、リーアン王子やグレンに肖像画の鑑定について話はできないと、ミリセントは心に決めた。

「もう寝ねなきゃ。明日は支し度たくで早いんだから」

　消えたままのランプをつけることはせず、ミリセントは寝しん台だいに滑すべりこんだ。




　翌朝は冬の日らしい晴天に恵めぐまれ、薄うす日びながらも日差しが感じられる空だった。

　ディンセル侯爵家では、早朝から支度のために使用人たちが慌あわただしく働いている。

　大祭当日に大聖堂のなかまで入れるのは、寄進のある貴族が主体となっている。

　市民のほとんどは教会前の広場で聖歌や鐘かねの音を聞くか、それぞれの教区で祈りを捧ささげることになるのだ。

　今日はグレンも、マクミラン伯爵家の一員として大聖堂を訪れるはずだった。

　ミリセントは、あくまでディンセル侯爵家に同行させてもらう形で大聖堂に入れることになっている。

　しかし詳しい事情など知らない侯爵夫人のアメリアは、ミリセントをめかしこませようと朝から張りきっていた。

　自分のドレッシングルームに呼んで、侍じ女じよ数人がかりでドレスを着つけ髪かみを結ゆってくれたのだ。

「私のドレスを新調する予定があったから、一いつ緒しよにミリーのも選んできたのよ。あの人侯爵からも、仕事をがんばってくれた特別手当だと伝えてほしいっていわれてるの」

　遠えん慮りよさせないためなのだろう言葉を添そえて、アメリアが広げてみせたのは、葡ぶ萄どうを思わせる深い色味のドレスだった。

　胸むな元もとから腰こしまわりが細いリボンとレースで飾かざられ、とても愛らしい印象になっている。

　この日は、男性も女性も薔薇をモチーフにした持ち物を身につけたり、手に持ったりするのが習慣のひとつだ。

　ミリセントは、肌はだ身みはなさず持ち歩いている薔ば薇ら封ふうじをドレスの上につけることにした。

「そうだ、ミリー。今日は特別な贈おくり物が届けられてるのよ」

「贈り物？」

　差し出されたのは、手のひらほどの小箱だった。

　女性に人気の服装店『ファルファーレ』の印が、封ふう蝋ろうにされて渋しぶいピンクのリボンを留とめている。

　そっと解いて小箱を開くと、なかには淡あわく染めたシルクで作られた薔薇の髪かみ飾かざりが入っていた。

　まるで生花のように繊せん細さいな造形を、ミリセントが息をつめて見つめていると、アメリアが手にとって髪にあてがってくれる。

　この季節にふさわしい、落ち着いたベージュとピンクが混ざった薔薇の花は、独特の赤みがあるミリセントの髪にしっくりとして見える。

「ほら、ミリーの髪の色にぴったり。さすが鑑かん定てい士しともなると、お目が高いわねぇ。この薔薇はご子息の……グレン様のお見立てらしいわよ」

　なによりもそこが重要なのだと言いたげに、楽しげに教えてくれるアメリアに、ミリセントはしばらくまばたきもできなかった。

「………………え？」

「ですからね、アンジェリカ様がご子息のところまで品物をいくつか運ばせて、選んでいただいたんですって」

　さっそく髪飾りをつけてくれる侍女の前で、ミリセントは驚おどろきのあまり顔をあげることができなかった。

　──グレンが!?　グレンが贈り物!?　うぅん、選んでくれたっていっても、きっと積極的なアンジェリカ様に押し切られたのよ。グレン本人がそんなこと思いつくなんて考えられないし、ずっとセシルさんと贋物製作で忙いそがしかったんだから……

　ミリセントはかなり混乱しつつも、期待しすぎるなと自分を戒いましめながら、「できましたよ」という侍女の声に顔をあげる。

　鏡に映った自分の髪に、やや淡い色味の薔薇は、とてもなじんでみえた。

　──でも、グレンが見立ててくれた。私の髪の色を考えて、選んでくれたんだ。

　そう思った途と端たん、今度は浮かんでくる笑えみを押し隠かくすことができなくなる。

「良かったわねぇ」

　一緒に喜んでくれるアメリアに、ミリセントもほほ笑んだままうなずいた。




　ディンセル侯爵家の馬車は、大聖堂前にある広場でミリセントたちを下ろすとすぐに走り出した。

　なにしろ広場には、貴族を乗せた馬車がひっきりなしに訪おとずれ、通りで列になっている状態だ。

　王城から派は遣けんされている兵士たちが、その場に混乱を起こさないよう、馬車と人の整理に努めている。

　侯爵たちと聖堂に向かって歩き出したミリセントは、反対側の通りに見慣れた姿を見つけた。

　こんな人ごみだというのに、グレンの姿は嫌でも目についてしまう。

　それはグレンの見目や、振ふる舞まいの良さだけでないことはもうわかっていた。

　きっと後ろ姿であっても、自分はグレンの存在に気づいてしまうだろう。

　向こうもミリセントに気づいたのか、グレンは足を止めると、かぶっていた帽ぼう子しを片手に持ち、濃のう灰かい色の外がい套とうをひるがえして走ってくる。

「おや。朝から元気なことだ。そうだ、彼にとっておいた展示の図録を……」

　ディンセル侯爵ははずんだ声をあげたが、すぐにアメリアが野や暮ぼをするなといわんばかりに、侯爵の腕うでをとると先へ歩き出してしまった。

「ミリセント、あとで席でね」

　ふり返る、アメリアの思わせぶりな笑顔と言葉にミリセントも慌てた。

「すみません、すぐに追いつきます」

　妙みように力んで答えてしまったミリセントの隣となりでは、状じよう況きようが飲み込めていないらしいグレンが首を傾かしげている。

「なんだ、ご挨あい拶さつしようと思ったのに」

「私こそ、アンジェリカ様にご挨拶しないと……」

　ミリセントが通りの向こうを見ると、どうやら今日はマクミラン家の長男ジーンも大聖堂へ来ているらしい。

　マクミラン夫妻の隣で、相変わらずめかしこんだジーンが軽かろやかに手を振ってくれた。

「義あ兄に上うえがアンジェリカを教会までひっぱっていってくれるうちに、俺たちもここを離はなれたほうがいい。つかまったら、またあれこれ提案されるぞ」

　確かに、兼かねてからふたりを近づけようと熱心なアンジェリカの勢いは、すごいものがある。

　その可能性は大いにあると、ミリセントも挨拶をあきらめ、グレンの差し出す腕を取って歩き出した。

　通りを行く人ごみのなかで、髪飾りのお礼を言わなくてはと思いながらも、なかなかタイミングがつかめない。

　こうしてグレンと会えたのも、公文書の件で王宮へ呼び出されて以来だ。

　今日のグレンは、上着の胸むなもとに懐かい中ちゆう時計の華きや奢しやな鎖くさりがのぞいている。

　櫛くしを通したダークブロンドも、冬の重たげな空の下で普ふ段だんより鈍にぶい輝かがやきを放って見えた。

「ミリセント、すまなかったな。今日の舞ぶ台たいでのすり替かえの件、リーアン様から聞いた。今回手伝ってくれるマジシャンって、ひょっとして」

　やはりグレンは、ギンシェル当人とまだ会えていないらしい。

「そう、ギンシェルのことなの。もちろんリーアン様にも本名は秘密のままよ。あくまでも、いまはデリック・ウォルトン卿きようという名前の奇き術じゆつ商人として、リュイシャムに来てるって状況なの。たぶん私たちが話さない限り、過去のことは明るみにでないと思う。ギンシェルも髪を染めたり容よう貌ぼうも変えてるから、リーアン様も気づかれてないみたい」

「しかし、よく部外者にリーアン様が計画を話したな」

「一応正式な謝礼がされるってことと、守秘についての誓せい約やく書も交かわすことになってるわ。もちろん、こっちもギンシェルのことはわかってるし、信用できる人だってことは、私からリーアン様には伝えておいたの」

「なるほど。万が一なにかあれば、こっちはギンシェルの過去も掴つかんでるしな」

「それとね──……」

　ふたりは人の多い通りを聖堂に向かって歩きながら、お互たがいの状況報告をはじめた。

「しかし、公文書のすり替えっていうのは、事前に舞台に仕し掛かけがなくてもなんとかできるものなのか？」

「ギンシェルがいうには、自分の背せ丈たけに近いものでも、状況を整えれば隠せるパームできるらしいし、方法は色々あるみたい」

「なるほど……相変わらずみたいだな」

　ギンシェルの自信家な一面を思い出したのだろう。苦く笑しようするグレンはどこか楽しげだ。

「そっちも……」

　ふっと言葉がこぼれてしまって、ミリセントは気がかりだったことを口にした。

「セシルさんの仕事は、うまくいったの？」

　──別に、私ヘンなこと聞いてないわよね？　普ふ通つうに贋にせ物ものがうまくできたかどうか気になっての話なんだし……

「あぁ、まぁ最終の仕上がりについては、実際のところ今日からまだ数日ほどかかる。でも、それまで正式に鑑かん定ていにかけなきゃ大だい丈じよう夫ぶだ。結局もとの公文書だって、羊皮紙の時代だけあわせたつぎはぎの贋物だろ。ほんとなら、あれをきっちり鑑定できてればすぐに結果はでるんだが……」

「そうよね。時間があって鑑定に持ち込めたら贋物だって証明できたかも。でも、今日それをすり替えちゃえば、セシルさんが作る贋物はつぎはぎもないし、鑑定にかけられても贋物だって判断できなくなる。いっそそれが本物になっちゃうのが一番なのよね」

　ミリセントも改めて、今回の贋物製作のやっかいさを実感した。

「ほんとここ数日、俺は時代の合う羊皮紙と用材の手配に走り回って、セシルは文面を写しとるためのインクの調合に必死だったんだ。模写は問題ないんだが、とにかく慣れない作業が多くて、あとは残った時間で寝ねずの仕事だ。でも苦労したのはダメージのほうだったな」

「そうよね、あの公文書あちこちカビて、破れ目があったみたいだから」

　教会側も羊皮紙の継つぎ目や細工をあやふやにするために、あれほど公文書を傷いためつけたのだろう。

「破れや傷は、セシルがうまく火を使ったり、石にこすりつけたりしたんだが、カビがな……。おかげで、暖だん炉ろの火が異常に燃えてる部屋での作業になって、相当まいったな。きっちりカビが定着するにはまだ日数がかかるが、当面儀ぎ式しきの間だけ乗り切ればなんとかなるだろう」

　どうやら部屋を蒸むすようなことまでして、羊皮紙のダメージを作ったらしい。

　それがあまりに異様な作業風景だったことは想像がついて、ミリセントもため息が漏もれた。

「セシルさんもグレンも、本当に大変だったのね」

　話を聞くだにげんなりするような作業工程ではあったが、それでもその場に関かかわれなかった自分が少し寂さびしいような気がして、ミリセントはうつむいた。

　グレンもそれきり黙だまってしまい、黙もく々もくと歩いているのが気になって、ミリセントは隣をちらりと盗ぬすみ見る。

　すると、間近で色の違ちがう双そう眸ぼうと視線がぶつかった。

　うかがうようなその瞳ひとみは、ミリセントの顔色に気づいた途端、なんともいえない笑みをうっすらと浮うかべた。

「なによ……なんで笑うの？」

「いや、またなんか誤解されてるのかと思って。どうも俺は、以前から君には信用されていないようだし？」

　その言葉が、暗に休きゆう暇か旅行先でやりとりされた告白を指してのことだと気づく。

　あのときミリセントは、自分がグレンにとって押し寄せる花はな嫁よめ候補からの隠かくれ蓑みのにされているのではないかと口にしたのだ。

　もちろん、それは自分の本心を認めて傷つくのが怖こわかったための言い訳にすぎない。

　思わぬやりとりで、自分の気持ちを自覚するはめになったのだが、グレンとしてはその誤解にとても傷ついたらしい。

　ミリセントはまた誤解されてはいけないと、慌あわててグレンに向き直った。

「なにも誤解なんてないわよ。だってセシルさんはグレンの先生でしょ。私だって尊敬してるし、すごい人なんだもの。それにグレンがちゃんと自分の気持ちを鑑定できてないなら、誤解もなにもないじゃない」

　口にしてしまった瞬しゆん間かん、ミリセントは首筋がびりりと痛むほど後こう悔かいした。

　──あぁぁ～～。やっちゃった……！　私ったら。こんなふうにいうつもりじゃなかったのに。大変な仕事があったんだから、贈おくり物のお礼をいって、おつかれさまっていうべきなのに……もう。

　あまりにも思い通りにならない自分の態度に、ミリセントはその場から走り去ってしまいたい衝しよう動どうに駆かられる。

　しかし教会が近づくに連れて人の多さは増すばかりで、まっすぐ歩くのにも苦労しはじめた。

「危ないから、こっちに寄って」

　肩かたを引き寄せられ、ミリセントはさきほどまでよりしっかりとグレンの腕うでにつかまった。

「その話。俺がもう鑑定を済ませたっていったら？」

　突とつ然ぜん返ってきた言葉に、ミリセントは頬ほおを引きつらせる。

「そんな……だったら結果は」
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　だがミリセントの動どう揺ようとは裏腹に、グレンは余よ裕ゆうすら感じさせる表情で眉まゆをひそめた。

「こんな大通りの人ごみで、君はそれを聞きたいのか？」

　口調は生き真ま面じ目めながら、あきらかにからかいを含ふくんだ声に、ミリセントは今度こそ赤面した。

　──っ！　グレンに、そんなこと言われるなんて。私ったらほんとどうかしてる!!

　これ以上自分が失言する前にと、ミリセントはグレンの腕を引くようにして人ごみの通りを必死に進んだ。

「急ぎましょう、式典が始まるまえに私たちも席につかなくちゃ！」
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　毎日、決まった時刻に王都に鐘かねの音を届けている鐘しよう楼ろうは大聖堂の上にある。

　そこに連なる丸屋根は荘そう厳ごんな空気を漂ただよわせて集まる人々を見下ろしていた。

　ミリセントが『薔ば薇らの大祭』で聖堂の中にまで入るのは、今回がはじめてだった。

　見上げれば、歴史ある天てん井じよう画がにも手がいれられ、太い柱の間に参列者用の長なが椅子いすが並べられている。

　今日は座席もぎっしりと人で埋うめ尽つくされ、聖せい壇だんの両りよう脇わきに王室関係者の席がみえていた。

　さらにその一段後ろには、賓ひん客きやく用の場が設けられている。

　聖壇に向かって左右に並ぶ長椅子をわけるように中央に通路があり、そこに敷しかれた深しん紅くの絨じゆう毯たんが石造りの床ゆかにくっきりとした色を添そえる。

　人々が席につき合図の鐘が鳴らされると、パイプオルガンが鳴り響ひびき、聖壇の両りよう端はしに待機していた聖歌隊が歌い始めた。

　今日の式典では大祭の儀式とは別に、例の教会で発見された公文書を国王自身が読みあげ、その内容が公表される予定も組み入れられている。

　ディンセル侯爵夫妻の席にたどり着いたミリセントは、前方にある聖壇を見た。ギンシェルに無事に仕事を成し遂とげて欲しいと願いながら、荘厳な大聖堂独特の空気に圧あつ倒とうされそうになる。

　だがオルガンが紡つむぎだした音色に、ミリセントは記き憶おくのなかにある音律を思い出した。

　──まさか、これって……

　確証はなかったが、それはラズウィックで訪おとずれた際にジーンが見せてくれた、大きな琥こ珀はくから聞こえた音楽にとても似ている。

　不思議な符ふ合ごうにミリセントが記憶を辿たどっていると、司祭のひとりが中央の通路にあらわれ、薔薇の花びらを撒まきながら進んでいく。

　ミリセントが座っている席からは、王室関係者や来らい賓ひんの姿が向かって右手に見えていた。

　そこにはセシルの姿もあり、隣りん国ごくからの招待客のひとりとしてこの場に出席するようだ。

　──あ、さすがに今日はちゃんと女性用のドレス着てる。

　そんなことに気をとられている間にも、司祭は聖壇手前までしずしずとたどり着き、右に曲がると祭服を身につけたトルカスト大司教の前にひざまずく。

　大司教の手入れされた真っ白な髭ひげが、祭服により威い厳げんを与あたえてみせた。

　すると司祭のまいた花びらの道に、七名の信徒たちが代表としてあらわれる。

　信徒たちは全員が、汚よごれた麻あさ袋ぶくろに似た、ざらりとした布を体にはおったり巻きつけた衣装だった。彼らは素す足あしのまま、花びらを踏ふみ通路を歩いていく。

　それはかつて、聖ユスカリスが貧しくさすらう人々をこの土地に導き、恵めぐみと永きに亘わたる安あん寧ねいの暮らしをもたらした物語をあらわすものであった。

　ミリセントは、その信徒のなかのひとりにギンシェルがいるのかもしれないと、つい目を凝こらしてしまった。

　髪かみを汚よごし、薄うす汚よごれた衣装を身につけた人々は、フードを目ま深ぶかに被かぶり、はっきりと顔はわからない。

　そのなかに、極きよく端たんな猫ねこ背ぜのたどたどしい足取りの老人がいた。

　やがて彼の歩みは乱れ、聖壇手前で大きくよろめき、祭さい儀ぎ用の道具が置かれた台に掴つかまり転てん倒とうをこらえた。

　一人の助祭がすみやかに駆け寄り手を貸すと、彼は再びよろよろと歩き出す。

　人々がそっと安あん堵どの息で見守るなか、聖壇前にそろって膝ひざをついた信徒の前に、トルカスト大司教が歩み寄った。

　大司教は深しん藍らん色に薔薇の文様を銀糸で刺し繍しゆうした肩帯を身につけ、慈じ愛あいと威厳をみせつけるように信徒たちを見回した。

　信徒に背をみせて聖壇に向きあうと、両手を広げ恵みの雨を受けるように膝を折り身をかがめる。

　古い言葉で祈いのりを捧ささげる聖句の詠えい唱しようが始まった。

　朗々とした声が高い天てん井じようにひろがり、その余よ韻いんが完全に消え去ると、大司教は再び信徒たちと向きあった。

　そして助祭がはこんできた聖せい杯はいの水で清めた薔薇を、それぞれの額に押し当てた。

　やがて信徒たちが花を胸に抱だくようにして、聖壇前から歩みさっていくと、今度はウィレム国王が静かに前へと歩み出た。

　がっしりとした体格のウィレム王は、式典用の淡あわい光こう沢たくのマントを身につけている。

　それは毛皮の縁ふち飾かざりの豪ごう奢しやなものだが、しっかりと顔をあげた国王はどんな衣装にも見み劣おとりしない風格が漂っていた。

　即そく位い前には海軍にいたこともあるウィレム王は、現在四よ十そ路じも半ばだ。

　国交に対しても穏おん健けん派でありながら、精力的に国務をこなすと国民の支持も厚い。

　トルカスト大司教が国王に歩み寄ると、ふたりは聖壇を左手に向かいあって立った。

　ここでは国王も薔薇の祝福を授さずかり、聖人であるユスカリスに繁はん栄えいと恵みの感謝を捧げるのだ。

　トルカスト大司教はひざまずいた国王にも、同じく薔薇の花で祝福を施ほどこした。

　そこへ司祭が銀ぎん盤ばんを持ち、しずしずと近づいてくる。

　大司教は横目でそれを確かめると、すっと左手をあげ聖堂のなかは静まり返った。

「この祝福されし聖なる日に、新たにもたらされし聖なる誓ちかいは、リュイシャム国の繁栄と歴史に連なる尊いものです。この場にある皆みな様さまの前で、再び祝福を受け誓われることとなりましょう」

　大司教は口上を述べると、聖堂の誰だれの目にもいれようというのか、一度羊皮紙を手にして人々に向かい広げてみせたあと、恭うやうやしく国王に差し出した。

　ミリセントは、ちらりと王室の席に座るリーアンに視線を向けた。

　だが王子はまったく顔色を変えることもなく、ただ静かな瞳ひとみで聖壇を見ている。

　──すり替かえは、無事に終わってるのかしら……

　青い瞳が印象的な国王の横顔は、とても落ちついて見える。

　そのままためらうことなく羊皮紙を手にすると、古語で書かれた公文書を滑なめらかに読み上げはじめた。

「この聖なる誓いが述べるところ、信しん仰こうと道徳に関する事こと柄がらを教会によって保持されるべきものとして定義し、またあきらかに宣言する──……」

　重みとともに艶つやを帯びた国王の声が、聖堂の天井に響くと、その場の誰の耳にも届くものとなる。

「──国家と教会は、双そう方ほうが歩み行く道を相そう互ごに支えあい、また民たみのために導きを担になうことを務めとする。親愛なる隣りん人じんフィリグラーナ王のもとに、両者の調印を認めるものとする」

　耳に心地ここちよい声こわ音ねを追っているうちに、ミリセントはその内容が教会の持ち込んだ公文書とまるで違ちがっていることに気づいた。

　元の公文書は、教会側にとって利益を与えることばかりを記したものだった。

　しかしいま国王が口にした内容は、王室と教会の親しん睦ぼくを深め、両者の関係を美しくみせる儀ぎ礼れい的なものでしかない。

　そして公文書の半ばから、トルカスト大司教の顔色はまるで罪状でも読み上げられているかのように青ざめはじめていた。

　注視していれば、その口元がわずかにわななくようにつぶやいているのがわかる。

「この祝福の日に、聖なる誓いを分かちあえる喜びをここに宣言する」

　まったく曇くもりのない、朗ろう々ろうとした声でウィレム王はそう告げると、トルカスト大司教に羊皮紙を手て渡わたしほほ笑えんだ。

　平静を装いながらも、そこに目を落とした大司教はさらに自分の目を疑ったようだ。

　一いつ瞬しゆん大きく体がわななくのがわかって、ミリセントはトルカスト大司教がそのまま叫さけびだし、怒いかりをぶちまけるのではないかと思った。

　だが、さすがに教会を束ねる者として肝きもが据わっているのか、国王を睨にらみ殺すような視線を一瞬だけひらめかせると、あとは信徒に向ける穏おだやかな眼まな差ざしで司祭に合図を送る。

　すると頭上で、聖堂の鐘かねが打ち鳴らされた。

　幾いく重えにも広がっていく鐘の音のなか、入り口の大きな両扉とびらが開け放たれる。

　参加者たちはいっせいに立ち上がると、祝福された赤い道を通って外へと歩き出す。

　扉の向こうには、鐘しよう楼ろうからまかれる花びらが雪のように舞まっていた。

　乾かわいた石いし畳だたみに舞まい落ちる色とりどりの花びらは、灰色の世界に鮮あざやかな印象を残す。

　人々は歓かん声せいをあげて、教会前の広場へと出ていった。

　このあと王宮騎き兵へい団によるパレードがはじまり、夕刻になれば川岸で花火が打ち上げられるのだ。

　ディンセル侯爵たちと一いつ緒しよに立ち上がったミリセントは、王室席にリーアン王子の姿がないことに気づいた。

　──もうリーアン様は動かれたのかしら、教会にも調べに踏み込まれるっておっしゃってたけど……

　ここから先は、自分が関かかわれることではないとわかっていながらも、ミリセントは気がかりで仕方がない。

　すると、同じく少し後ろに座っていたグレンが、人に謝りながら通路を急ぎ外へ出て行くのが見えた。

「すみません、侯爵様。私、お世話になった方と少しだけお話ししたいので、先に失礼します」

　ディンセル侯爵にそう断って、ミリセントも急いで聖堂の外へと出る。

　すると、グレンの背中がちょうど教会の裏へと駆かけていくところだった。

「グレン！」

「ミリセント、一緒にくるつもりか？」

　グレンも少し迷ったようだったが、耳を澄すましこの先でそれほどひどい混乱は起きてないと判断したらしい。

「俺の後ろについてて、離はなれるなよ。リーアン様たちの邪じや魔まにならないように」

　さすがに教会の敷しき地ちの裏に近づくと、近この衛え兵へいが見張りに立っているのが見える。

　どうやら来場者と招待客が聖堂を出るのを合図に、事前に配備されていた兵士たちが教会の裏口を封ふう鎖さしたらしい。

「マクミラン様」

　スターナイツの一員でもある彼とグレンは顔見知りなのだろう。状じよう況きようはわかっているとうなずくと、そっと通してくれた。

　数十人の兵士が教会の裏口をぎっしりと固めるなか、リーアン王子の鋭するどい声がなかから聞こえてきた。

「トルカスト大司教、公文書について話し合うお時間をいただけなければ、教会は王室への叛はん意いありとして、詳くわしく調べを受けていただくことになる」

　毅き然ぜんとしたリーアンの声は落ち着いた調子であるだけに、いっそう冴さえ冴えと相手を威い圧あつする。

　王子自らの要求とあって、司祭たちはさすがに動どう揺ようを隠かくせないらしいが、なおも「公文書については、王室側で一度改められたはずだ」と引き下がらない。

「なるほど、異論がおありのようだ。もちろん、いまお手もとにある公文書を再度調査させていただいてもよろしいのですよ。教会でも内容については、つい先ほどご確かく認にん済みでしょうが？……かまわん。大司教をお連れしろ、ただし丁てい重ちようにな」

　なかでは司祭たちが布ぬの靴ぐつで走っているのか、慌あわただしい衣きぬ擦ずれの気配がしている。

　ややあって、リーアン王子が建物から出てくると、そのあとにつづいて重たげな足取りでトルカスト大司教があらわれた。

　目の前の王子を決して認めてはいないといいたげな、侮ぶ蔑べつすら混じった眼まな差ざしは、どこか異様なものがある。

　間近でみるといっそう貫かん禄ろくのあるトルカスト大司教は、イニアスをはじめ、衛兵たちに周囲を囲まれるようにして、馬車へと乗りこんでいった。

　リーアン王子はこちらの気配に気づいたのか、グレンに歩み寄り手を差し出した。

「今回のことは、君たち両名や多くの助力があってこそだ」

　先ほどまでのひりつくような厳しさが、いまはゆったりとした気配になってリーアン王子をとりまいている。

　グレンは膝ひざを曲げると、王子の手を自らの手で敬うように受けつつ、声をひそめてたずねた。

「リーアン様。じつに鮮やかな連行でしたが、教会に踏ふみ込むだけの証しよう拠こはつかめたのですか？」

「それもファネル嬢じように感謝だな。彼女が鑑かん定ていで視みたと思われる、王立図書館の閉へい架か書庫への出入りを徹てつ底てい的に洗ったんだ。そうしたら、ウェアハイド公爵に仕えている青年の名がでてきた」

　その名前にグレンの表情が驚おどろいたものになり、ミリセントも相手が要人らしいと気づく。

「結局、両名に問い詰つめたところ、公爵に仕えている青年は、別件で王立図書館へきていたらしいんだが、そこへトルカスト大司教じきじきに頼たのみこまれて、閉架書庫への出入りを引き受けたということらしい」

「まさか、大司教ご本人が書庫に入った人物というわけではないですよね？」

　ミリセントは自分が視た人物の腕うでに〈大暗室〉の印があったことを思いだす。しかし、大司教の腕にそんな印があれば、大問題になるだろう。

　だが、リーアンはすぐに首を振ふった。

「いや。結局その使いの青年は手続きだけして、実際書庫に入ったのが誰かまでは見ていないらしい。ただ頼まれた相手が大司教とあっては、目的に疑いをもったりしなかったそうだ。こちらからウェアハイド公爵に会う約束を取り付けたときには、当人から報告もあったらしくて、公爵も今回の騒そう動どうに驚いていた。そんなわけで、彼の証言が決定打になったわけだ。まぁウェアハイド公爵には、監かん督とく責任として謹きん慎しん処分ぐらいはあるだろうが」

「鑑定に感謝する」とリーアン王子に握あく手しゆを求められ、ミリセントも慌てて膝を折る。

　まさか自分の視たあれだけのものから、証言をしてくれる人間まで見つかるとは思ってもみなかった。

「このあとトルカスト大司教を締しめ上げて、公文書の裏を取り次し第だい、教会そのものにも調査に入る。また、結果については陛下と話し合って、報告できることはさせてもらうつもりだ」

　そう告げるリーアンは、一国の王子たるにふさわしい覇は気きと矜きよう持じに満ちていた。

　ふたりはリーアン王子と近衛の一行を見送ってから、その場を離れた。

　ミリセントはつつがなく大祭の儀ぎ式しきが終わったことにほっとして、グレンと共に広場へ戻もどることにした。

　広場は、騎兵隊の行進パレードを見ようと集まっている人々と、留とどまって会話を楽しんでいる人であふれかえっていた。

「ギ……ウォルトン卿きよう！」

　広場に立つギンシェルは、再会したときと同じく旅装のような外がい套とうをまとい、紳しん士しらしい出いで立ちだ。

　グレンと鋭く視線を交かわすと、苦く笑しようしながら両手をあげてみせた。

「おっと、いまはなにも責められるいわれはないはずだ。もちろん、私の技術を称しよう賛さんするのは自由だがね」

「いや、見事な仕事だった。ずっと聖せい壇だんをみていたんだが、俺にはわからなかった」

　グレンの言葉に、ミリセントはどうしても自分の予想を確かめてみたくなって尋たずねる。

「私も目の前で見てたのにわからなかったの。ひょっとして、あのつまずいたお年寄りに変装してたの？」

「いや。あぁ、そう思ってたのか。残念、私は信徒のなかにはいなかった」

「え。じゃあ、どうやってすり替かえを？」

　ギンシェルは楽しげな笑えみを浮うかべ、「君には教えておこう」と耳もとでささやく。

「祭さい壇だんそばの絨じゆう毯たんには、わざとシワを寄せてあった。老人を助け起こした助祭が私だよ。でも、皆みなは足の悪い老人に気をとられてるってわけだ。しかも、あそこにいるのはマジックを観みに来た観客じゃない。粗あら探さがしもされない舞ぶ台たいですり替えなんて、実にたやすいものだ。教会側もこれだけの式典となれば、当日に助祭がひとり増えたところで、把は握あくしきれないからね」

　あきらかにマジシャンの顔つきで片目をつぶってみせた男に、ミリセントは苦笑した。

　種が明かされれば単純なようだが、それをいかに自然にやってのけるかがマジシャンの腕の見せどころなのだろう。

「さて、ここからがにぎやかな時間なんだろうが、私はこれで失礼するよ」

　そう告げて、ミリセントの手に軽く口づけると、ギンシェルはさっさと歩き出してしまう。

「え、でもまだお礼も済んでないんじゃ……！」

　慌てるミリセントに、ギンシェルは見覚えのあるステッキを懐ふところから取り出しかざしてみせた。

「これで、貸し借りはなしだ」

　そういい残し、再び奇き術じゆつ商人へと戻ったウォルトン卿は、通りを歩く人ごみに紛まぎれてしまった。

「意外と、義ぎ理り堅がたいやつだな……」

　グレンがぼそりともらす。

　突とつ然ぜんあらわれたと思えば、あっさりと消えてしまう。

　それもギンシェルらしい気がして、ミリセントは不思議と寂さびしくはなかった。

「そうね、きっとまた思わぬ場所でばったり会えるような……そんな気がする」

　ギンシェルがまぎれた人ごみのなかには、フィリグラーナから招かれた来らい賓ひんたちの姿もある。

　そこにセシルの姿をみつけて、ミリセントは駆け寄った。

　セシルが身につけている、やや渋しぶみのある緑のドレスは、その栗くり色いろの髪かみとあいまって豊かな森を思わせる調ちよう和わがあった。

「セシルさん、おつかれさまでした。生徒のみなさんは？」

　先ほどまでは大人しく貴き賓ひん席に座っていたはずの生徒が、ここにはひとりもいない。

「さぁ？　今日から帰るまでは楽しい自由時間だからね。それぞれ目当てもあるんじゃない？　もー、私だって自由時間までは知らないわ。教師ったって親じゃないんだからね、痛い目みるならそれも授業料ってもんよ」

　セシルが実に放任主義らしい言葉を口にするのも無理はない。

　王室から命じられた特とく殊しゆな務めと、いち教師としての仕事に忙ぼう殺さつされた数日を送ったせいか、さすがにその目もとは落ちくぼみ、心身ともに削けずり取られたのか疲つかれたようすだ。

「グレン、セシルさんを休ませてあげなきゃ。私は今夜、侯爵様のところで晩ばん餐さんを過ごしたら、明日にはローズグレイブホールに戻る予定なの。帰る前には、セシルさんのところへレポートを届けますね」

　セシルはにっこりと笑って「楽しみにしてる」とうなずいた。

　グレンが疲れたようすのセシルの肩かたをぽんと叩たたくと、広場と反対側の通りを指した。

「あの裏通りにマクミラン家の馬車が迎むかえにきてるはずです。あなたは先に乗って休んでいてください」

「悪いけど、そうさせてもらうわ」

　セシルはふらりとした足取りで、広場と反対側の門のほうへと歩き出した。

　その場に残ったグレンは、ミリセントの顔を見てなにかを思い出したらしい。

「ずいぶん早く屋や敷しきに戻ると思ったけど、そうか。アンセルが大祭の支し度たくをしてるっていってたな。俺もこっちが落ち着き次第、ローズグレイブホールへ行くよ。今回のこともリーアン様から話があるだろうし、それと、例の肖しよう像ぞう画がの話も聞きたい。騎き士し団の俱く楽ら部ぶへ鑑定にいったんだって？」

　その言葉を聞いた途と端たん、ミリセントは自分でも顔がこわばるのがわかった。

「そう、なんだけど……そのことも、詳くわしい話をグレンとしたいと思ってるの」

　口ごもったミリセントに、グレンはやや怪け訝げんそうだったが、ここでゆっくり話せることでもないと思ったのだろう。

「で、このあとは歩いてディンセル侯爵邸まで帰るつもりか？」

「平気よ。この通りを二筋先にいったところに侯爵様の博物館があるから、そこで馬車を待たせてるそうなの。この人ごみじゃ広場に馬車も入ってこられないでしょう？」

　グレンは〈大暗室〉を警けい戒かいしているようだが、いまは昼間のうえ、あたりには名の知られた貴族が大勢歩いている。ミリセントが目指す博物館は建物の屋根が見えていた。

　そんなに心配しなくても大だい丈じよう夫ぶだと、うなずいて背を返そうとしたミリセントに、ふっとグレンが手を伸のばした。

「なに？」

　驚いて身をすくめると、その指先が髪に留めた薔ば薇ら飾かざりに触ふれる。

「それと……俺からも、鑑かん定てい結果の報告があるから」

　その言葉が意味することに気づいて、ミリセントは耳まで熱くなるのがわかった。

「うぅ、うん。わかった……ちゃんと聞くから」

　うなずくだけで精せい一いつ杯ぱいで、その場から逃にげるようにミリセントは足を速めた。

　火ほ照てるような頬ほおに、冬の冷たい風が心地ここちいい。

　心配ごとも気がかりも、心に積もるばかりだったというのに、いまはなにもかもが遠くを行進する楽団のように現実味がない。

　それは待っていた言葉でもあったが、ミリセントのなかでは期待と不安が入り混じり、そわそわとした気分ばかりがふくれあがる。

　──もう、いまから緊きん張ちようしててどうするのよ！

　少しでも動どう悸きをおさめたくなり、頭のなかを整理しなくてはと自分に言い聞かせる。

　それでも、前王室の肖像画のことが頭をよぎった途端、ミリセントは再び自分の指先が震ふるえるのがわかった。

　──そうよ、まずはアルときちんと話をして、確かめなきゃ。もし関係なかったとしても、ようすが変なのも気になるんだもの。肖像画についての鑑定は、それからグレンにもきちんと相談しよう。

　大勢の人の流れに逆らわず、石いし畳だたみを進んでいたミリセントは、向かいの通りで逆方向に流れていく人々を目にして足を止めた。

　どうして自分が突然立ち止まったのかわからないまま、人ごみに目を凝こらしてようやく気づく。

「まさか、アル？　どうして王都に？」

　艶つやのある黒くろ髪かみ、その整った横顔は遠目でも間ま違ちがえるはずはない。

　黒い外套の人ひと影かげはそのまま人の群れにまぎれてしまい、ミリセントは必死に人ごみをかきわけ、通りの反対側へ渡わたろうとした。

「アル!?　アルでしょう!!　私よ、ミリセントだってば。待って！」

　だが通りは行きかう馬車で混雑し、なかなか向こう側へたどり着けない。

　なんとか無事に渡りきったときには、すでにアンセルの姿は見えなかった。

「あれ？　アルだと思ったんだけど……あ、あそこ！」

　見み間ま違ちがいようのない背中は、細い通りへ入り、すでに小さくなりかけている。

　ミリセントは慌あわててそのあとを追った。

　小さな建物がせめぎあうように建つ小道は、昼間であってもどこか薄うす暗ぐらい。

　そこは抜ぬけ道になっているのか、細い通りを抜けてしまうとクレイン川沿いの通りへと出た。

　近辺には職人たちの組合があり、この時期は熟練の技術や、商品を展示するために工こう房ぼうが開放されていることが多かった。

　博物館や美術館とはまた趣おもむきの違ちがった展示は、趣しゆ向こうが凝らされている。

　川岸にも変わった形の小船や、見たこともない色に塗と装そうされた貨物船が浮かんでいた。

「アル！」

　呼びかける声が聞こえていないはずはないのに、アンセルらしき人影は、そのまま通り沿いの大きな建物へと入っていく。

　三階建ての建物にミリセントが近づくと、玄げん関かん扉前には『どなたもお気軽に。自らを知る旅路へ』と記されていた。

　──どういうこと？　ここって、誰だれのお屋敷なの？

　建物の入り口右手には、えんじの生き地じに金の梟ふくろうが描えがかれた旗がある。

　どうやらここも、博物博覧会に参加している会場のようだ。

　一見してなんの展示がされているかはわからなかったが、ミリセントは扉とびらにあるノッカーをことんと一度落としてから、そっと開いてみた。
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　中には嗅かいだ覚えのある、どこか独特の匂においが充じゆう満まんしていた。

　薄暗い廊ろう下かには、ホヤで囲われた蝋ろう燭そくがずらりと並べられ、あたりに漂ただよう香かおりは蝋の溶とけたものだと知る。

　短い通路を抜けると、仕切り壁かべのない広い空間があり、いくつもの棚たなや硝子ガラスケースが置かれていた。見覚えのある光景は、まさに博覧会などの展示会場そのものだ。

　しかし室内は暗幕が引かれ、壁際の棚には燭しよく台だいが並び、あたりを照らし出す薄暗い演出がされている。

「なんの展示……？」

　近くにあるケースは、大人の身の丈たけほどもある大きな木箱だ。

　暗がりではっきり見えなかった硝子ケースに向き直って、ミリセントは悲鳴を飲みこむ。

「……っくりした、これ本物じゃないわよね？」

　なかには人体が入っており、その半身はべろりと皮がはがれた状態だ。男性らしき人形は、軽く右手を前に出した格好でたたずんでいた。

　なるべく直視しないように、ケースにかかった札に目をやると『三十五歳、成人男性、全身筋肉解かい剖ぼう模型』と記されている。

　恐おそる恐る視線を上げると、それが蝋細工であることはわかったが、本物ではないとわかっていてもひどく気味が悪い。

　見回せば、ここにあるものはどれも人体の一部だ。

　ミリセントはその数と、自分がいる場所の異質さにふるりと身を震わせた。

　血こそ滴したたっていないものの、それが却かえって不自然にも見える精せい巧こうな筋肉や血管、人間の皮ひ膚ふの下を微び細さいに開いてみせている。

　他ほかに人の姿はなく、生きた人間が自分だけだと思うと口を開かずにはいられなくなった。

「えーと、そうよ……知ってる、こういうのってたしか、医学的な博物館だけど……最近じゃ恐きよう怖ふ趣しゆ味みの人たちにも人気があるって、侯爵がおっしゃってて……」

　それでも今日は薔ば薇らの大祭当日だ。

　しかも大聖堂での儀ぎ式しきが終わったばかりのいま、こうした展示に人が再び訪おとずれるにはしばらく間があるだろう。

「アル？　いるんでしょう。どうして王都へ……」

　心細さのあまり、アンセルの名を呼ぶ声も小さくなってしまう。

　そんなミリセントの問いかけに、思わぬ場所から声が返った。

「誰かをお捜さがしかな？」

　声が聞こえた場所にあるのは、天てん井じようから吊つるされた等身大の人体標本だ。

　その半分は皮膚が剥はぎ取られた筋肉標本なのに、もう半身は紳しん士しの正装を身に付け、首もとにはタイまでつけている悪あく趣しゆ味みさだ。

　その背後から、現実の肉体を得たようにするりとあらわれたのは、鈍にぶい銀ぎん縁ぶちの眼鏡めがねをかけた神経質そうな男だった。

「あの、あなたは？」

「失礼。レディおひとりでの来館など珍めずらしかったもので。ご挨あい拶さつがおくれました、私はこの展示の責任者で、医師のクリス・クレメンスと申します」

　まるで舞ぶ踏とう会で目にするような優ゆう雅がな礼をしてみせた男は、育ちの良さそうな、しかしどこか怜れい悧りな空気をまとっている。

「私こそ勝手にお邪じや魔ましてます。あの、知り合いを見つけて追いかけてきたんです。ここに入ったと思ったんですけど、見つけられなくて」

　答えながらも、ミリセントは男の名前に気にかかるところがあった。

　──あれ？　クレメンスってお医者さんのこと、グレンかイニアスさんが口にしてたような。

「捜し人は、貴女の大切な人かな？」

「はい。執しつ事じとして屋や敷しきにいてくれる人で、王都にいるはずはなかったんですけど」

　ミリセントの返答に、クレメンスはうっすら口元で笑ったが、その瞳ひとみは冷ややかなままだ。

「なるほど、貴女あなたがお捜しなのはあの屋敷に仕える執事としての彼ということですか。呆あきれるほどのんきな話です。今日のこの祝祭は、本来なら彼こそが讃たたえられるべきだというのに」

　ミリセントは目の前の男が口走る言葉の意味が理解できなかった。

　ただ眉まゆをひそめて、ぽかんと見つめ返してしまう。

　──なに、この人。まさかアルのことをいってるの？

「おわかりにならないようですね。貴女のそばにありつづけた彼の本当の名がユスカリス王室に連なることも、彼がいまどこにいることを望んだのかも」

　クレメンスの口にした『ユスカリス王室』と『彼こそが讃えられるべき』というふたつの言葉が結びついて、ミリセントは突とつ然ぜん部屋の壁際に並べられている燭台の明かりが弱まったように感じた。

　揺ゆれる炎ほのおに照らされる薄暗い部屋で、不安定な影かげが大きく壁かべに投げかけられる。

　あらわれた巨きよ大だいな影と繋つながってみえるクレメンスを前に、自分が怯おびえていることを悟さとられたくなくて、ミリセントは歯をかみ締しめた。

　──どうして？　この人はアルのことを知ってるの？

　そして恐ろしい気持ちと同じぐらい、クレメンスの言葉が腑ふに落ちている自分にミリセントは驚おどろいていた。

　──肖しよう像ぞう画がの鑑かん定てい……あのとき視みえた王子は、やっぱりアルだったんだ。

　じわりと手のひらがむずがゆいような感覚に襲おそわれる。

　アンセルが前王室に繋がっているということが、どういう意味を持つのか。自分はそれを考えたくなかったのだとミリセントは自覚した。

　──違ちがう……まずこのことをアル本人に聞かないと。なにか知ってるとしたって、こんな男のいうことを真に受ける理由なんてないんだから。

　だがクレメンスは、さらに意外な人の名を口にした。

「せっかくの機会だ、もうひとつ聞かせてもらおう。ヨナスと最後に会ったのは君だったんだろう？　どうだった奴やつは、自由に思うさま牙きばをふるえていたのかな？」

「ヨナスを知ってるの？　あなたはヨナスの……」

　ヨナスと名乗る〈大暗室〉の一員でもあった男は、死んでなお生かされる死し霊りよう術じゆつ師しだった。

　どこまでも歪ゆがんだ心と体を持つ彼は、自分の信念に殉じゆんじてその姿をこの世から消し去った。

「そうだな。私はアレの主治医ともいえるし、創造主かもしれないね。ここにある蝋細工のガラクタなんかじゃない。あれはなかなかの作品だった。残念ながら、壊こわれてしまったようだがね」

　完全にヨナスを物としかみなしていないクレメンスの口調は、死霊術師よりも気味悪く理解しがたいものだ。

　──そうよね。遺体になったヨナスを甦よみがえらせた人がいるはず。それも結社の人間、それがこの人……

「まさか、あなたがアルになにかしたんじゃ……」

　ミリセントの不安にクレメンスはふっと笑えみを浮うかべてみせた。

「尋たずね人は、貴女のことをお待ちですよ。王子のための舞踏会には淑女レデイをお招きしなくては。参りましょう、すべてのことを清算しなくてはね」

　クレメンスが一歩踏ふみ出すのが見えて、ミリセントは本能的な恐きよう怖ふに後ずさる。

　目の前に迫せまる細く長い指が、いくつも人体を切り開いてきたさまが想像できた。

　ゆったりとした身のこなしで、クレメンスは大きく踏み込むと、ミリセントの体を引き寄せる。

　差し出した腕うでと反対の手に隠かくし持っていた布切れを口もとに押おしつけられ、ミリセントは必死にもがいたがすぐに気分が悪くなった。

　それはひどく鼻を突つく刺し激げき臭しゆうがあり、鼻び腔こうから頭のなかまでをうっすらと焼き鈍らせる。

　ミリセントは視界がぐるりと回転するような気持ち悪さを感じながら、暗がりに沈しずむ視界の隅すみにアンセルのシルエットを見た気がした。
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　ざわざわと、風が木々を渡わたる音ばかりが耳につく。

　ミリセントが目を覚ますと、そこはしっとりした木々と水の匂においがする一室だった。

「うぅ、頭が痛い……目も……」

　ずきんと疼とう痛つうが走る頭を押さえて、まぶたをこすった。

　泣きながら眠ねむったあとのように、顔はむくみ意識もぼんやりとしている。

　どうやら自分は寝しん台だいに寝ねかされているらしい。まだ鼻の奥に嫌いやな臭においが残っているようで、ひどく喉のどが渇かわいていた。

　身を起こして見回すと、あまり明るくない部屋には寝台と小さなテーブルがあるだけだ。

　テーブルの上にはランプと、食事を載のせてあるらしき盆ぼんが見える。

　盆の上には水差しとグラスが置かれ、パンでも入っているのか覆おおいのついたカゴが載せられていた。

　寝台と向かい合わせの壁には暖だん炉ろがあり、薪まきが音を立てている。

　いまは暖炉とランプの明かりだけが、この部屋を照らしているようだ。

　──そっか、いまは夜なんだわ。

　ミリセントはそっと立ち上がってテーブルに歩みよる。それから恐る恐る、水差しの中の匂いを嗅かいだ。

「たぶん……大だい丈じよう夫ぶ。殺す気ならとっくになにかしてるわよね」

　グラスに注いだ水をぐいっと飲み干すと、少しだけ頭がすっきりした。

　再び寝台に腰こしを下ろして、部屋の天井をみると、壁かべの上部を切り取ったように開いている窓をみつける。

「なんかここって、囚しゆう人じん用の部屋みたい」

　硝子ガラスの入ってない空間から見えるのは、あきらかに出入りを妨さまたげるための鉄格ごう子しだ。

　外は塗ぬりつぶしたような黒で、やはりいまが夜なのだとわかった。

　壁に触ふれるとひどく冷たい。部屋のなかは暖炉の火で暖められているが、外はひどく寒いらしい。

　夜の冷たい風が、激しく木々を揺らしている音を聞いて、不安が押し寄せるように体が震ふるえた。

　髪かみが頬ほおに触れ、はっと気がついて、ミリセントはとっさに自分の頭にあるはずの薔ば薇らの髪飾りを捜した。

　──良かった。グレンにもらった髪飾り……ちゃんとついてる。

　自分の身になにが起きたのかも、どこへ連れてこられたのかも見当がつかなかったが、指が滑なめらかな生き地じに触れたことで、ミリセントは少し気分が落ち着いた。

　いま想像できるのは、これには〈大暗室〉が関係しているだろうということだ。

　そのとき、背後でガタンと音がしてミリセントはふり返る。どうやらテーブルの上に置かれたカゴが倒たおれたようだ。

　そこにひょこりと動いた小さな影に、ミリセントは驚いて立ち上がった。

「ティーハニー!?」

　思わず目を疑い、まさか自分がローズグレイブホールへ戻もどってきたのかと錯さつ覚かくしそうになったが、すぐにクッキーに怒ど鳴なりつけられた。

「どんくさいわね、まんまと捕つかまって放り込まれて……！　ここがどこだかわかってんの？　ラズウィックよ、あんたがのんきに寝かされてる間に運ばれてきたの」

「どうして、ティーハニーまで!?　まさか屋敷からさらわれてきたの？」

　状じよう況きようが理解できないミリセントに、ジンジャークッキーはしばしの沈ちん黙もくのあと、今度はぽつりと漏もらした。

「そうよね、なにも知らないあんたにわかるわけないわね」

　やや間をおいて、今度はひとつひとつ区切るようにティーハニーがゆっくりと告げる。

「ここへはアルと一いつ緒しよにきたの。アルフリートお兄様とね」

　ミリセントは頭のなかで、その言葉をなぞり直した。

　──なんで、ティーハニーがアルのことをアルフリートお兄様なんて……

　わずかに鈍にぶく痛む頭のなかで、クレメンスと名乗った男との会話が甦る。

　──あの人は、アルが前王室の人間だっていってた。私が過去視で視た王子の名前もアルフリートで、それを兄と呼ぶってことは……

「……まさか……あなたが、フィーラメイア王女!?」

　騎き士し団の俱く楽ら部ぶで鑑定した肖像画の少女は、淡あわく輝かがやく銀の髪をしていた。

　紫むらさき水すい晶しようの瞳ひとみの少女が、どんな悲しみのなかにいたのかをミリセントは思いだす。

　目の前にあるクッキーと、その少女の姿はあまりにも遠く、ミリセントはしばらくティーハニーを凝ぎよう視ししてしまった。

　だが、アンセルがアルフリート王子だったことを思えば、もはや不思議なことなどないようにも思えてくる。

「じゃあ、アルとティーハニーはユスカリス王家の人たちなの……？」

　ミリセントの頭の整理が追いつくのを待つように、しばらく沈黙していてくれたティーハニーが口をきいた。

「トリシアがちゃんと話も出来ないまま、屋や敷しきから消えたのも問題ってことね」

　仕方がないといいたげにつぶやくと、テーブルの上に立っていたクッキーが、かたりと倒れる。

　するとぼんやりと霧きりが漂ただようようにモヤがこめ、中心へ向かって凝ぎよう縮しゆくしはじめた。

　人の形を作っていくそれは、水に映るようにはかなく不安定に色を集めながら、亡なき王女の面おも影かげを形づくる。

　過去視で目にした幼い王女と同じく、凜りんとしながらもどこか憂うれいのある少女は、淡い色の唇くちびるをひらく。

「ねぇ、ミリセント。これから話すことは、ファネル家の娘むすめであるあなたに聞く義務があることよ。あなたたちファネルの人間が、数百年に亘わたって私たちにしてきたこと」

　その口調は荒あらげられてはいないのに、王女の霊れいが告げようとしている言葉にひどく怒いかりが込められているのがわかる。

　揺ゆらめく紫の瞳を見つめ返すことができずに、ミリセントは視線を床ゆかに落とした。

　亡き王女は、落ちついた声で冷たく真実を告げた。

「ファネル家は、前王室の魂たましいをあの薔ば薇ら屋や敷しきに縛しばりつけるためにあそこにいるのよ」

　その言葉は、ミリセントのなかにひどく重たい染しみとなって広がっていく。

　理解したくないという気持ちとは裏腹に、ティーハニーが口にした言葉は、もつれた糸をほろほろと解いていった。

　──やっぱり。過去視でリアエスタも口にしたとおり、私が暮らしてきた屋敷もなにもかも、前王室との関かかわりがあるものだったんだ……

「ねぇ、ミリセント。本当なら、この責務はちゃんと知らされるべきだったわ。『ローズグレ薔薇のイブホール墓標』だなんて悪あく趣しゆ味みな名前の屋敷で、その主あるじに継けい承しようされるのは『薔ば薇ら封ふうじ』なんだから」

　そう告げられて、ミリセントは無意識に自分の腰にある薔薇封じに触れた。

　薔薇は前王室の象しよう徴ちようそのもの。

　それを思えば、確かに自分が暮らす屋敷も、その主たる証あかしだという飾り鎖シヤトレーヌの名もひどく忌いまわしい意味を持つ。

　なにもかも符ふ合ごうしていく言葉に、ミリセントはめまいを覚えた。

「どうして、ユスカリス王室の魂を封ふうじるなんてこと……」

　これまでの自分は、本当になにも知らないままでいたのだと思い知らされる。

「教えてあげましょうか？　主殺しのエスクウィンが、どこまで恥はじ知しらずで自分勝手な行いをしてきたかを──」

「フィーラ、よしなさい」

　するどく断罪するような言葉を遮さえぎったのは、静かな聞き覚えのある声だった。

「アル……」

　開かれた扉とびらの向こうに立っていたのは、悲しげな目をしたアンセルだ。

　物音をたてずにすみやかに部屋へと入ると、そっと扉を閉める。

「追っ手をかけたのは、当時のエスクウィン将軍ではありません。内乱だったのですから、臣も軍もひどく混乱していました。その一部に、ユスカリス王室の血を廃はいする動きがあったのは確かです」

　落ち着いた声で言い聞かせるアンセルの言葉に、王女の姿をとっていたティーハニーは、怒ったようにアンセルから視線をそらす。

　ぷいっと顔を背そむけると再び形を崩くずし霧む散さんしてしまった。

　部屋から出て行ってしまったのか、テーブルの上にはクッキーの姿も残ってはいない。

「ミリセント様、こんな形でお会いすることになって、本当に申し訳ございません」

　扉の前から踏ふみ出せないのか、ためらうようすでアンセルは深々と頭を下げた。

「私……まだ、アルって呼んでいいのかな」

　ミリセントの声が震える。自分が生まれた場所だと聞かされたローズグレイブホールへ戻ってから、誰だれよりも頼たよりにしてきたアンセルの姿をいまはとても遠く感じていた。

「もちろん、これまでどおりお呼びください」

「ごめんね、本当にわからないことばっかり。でも、そうじゃいけなかったのよね」

　こんな状況だというのに、アンセルの姿を目の前にして、ひどくほっとしている自分に気づくと涙なみだがにじんだ。

　こらえたものが目め尻じりを零こぼれ落ちて、あわててうつむき目もとをこする。

　ふわりと周囲の空気が流れて、アンセルがすぐ隣となりに腰を下ろしたのだと気づく。

「どこか痛むところはありませんか？　あのような方法で、ミリセント様をお連れしてしまったことを、本当に心苦しく思っています」

「どうしてラズウィックへ。ここはなんの建物なの？」

　尋たずねつつも、ミリセントにはひそかに確信があった。ラズウィックへ出かけてからアンセルのようすはおかしかった。それも、過去視でみた王子の最さい期ごを思えば当然のことだ。

　答えるのを迷っているようすのアンセルに、ミリセントはさらに問いかける。

「アルは、昔のことを思い出したのね。いつ思い出せたの……？」

「休きゆう暇か旅行へご一緒して、ジーン様の屋敷のそばにあった塔とうで、焼け残った肖しよう像ぞう画がを見つけてからです。それから少しずつ記き憶おくが戻ってきて。ですが、先ほどフィーラ……いえ、ティーハニーが口にしたことすべてを信じないでください」

　これまでと変わらない、しっとりとやさしい目を向けてくるアンセルに、ミリセントは首をふる。

「駄だ目めよ。だって、ティーハニーが言ってたことは本当なんでしょう？　アルは前王室の王子で、私たちがずっと──」

「いいえ、ミリセント様」

「わかってるわ、これまでに過去視で知ったこともあるの。私、王都であの肖像画に触さわって視みたの。昔のアルのこと……まだ私と同じ年ぐらいだった。ティーハニーだって、まだ小さかったのに……あんなにひどいことって」

　過去視したものは、自分が大切だと信じていた人たちに、実際にふりかかった出来事なのだ。

　書に記された史実のようには受け止められず、その残ざん酷こくさを実感する。

　口にすれば涙は止まらなくなり、苦しい息を継つごうとしてミリセントの肩かたが揺れた。

「ミリセント様」

　その肩にあたたかな手が触ふれたかと思うと強く引き寄せられ、夜風のような香かおりと、思わぬ温かさに包まれた。

　だがその抱ほう擁ようは、ミリセントがアンセルと再会した日の夜とはまるで違ちがう。鼓こ動どうはなくとも、その熱と腕うでの強さに動どう揺ようする。

　耳から顎あごにかけて触れたアンセルの手に、ミリセントは思わず首をすくめた。

「あ……」

　気づいたときには顔をあげさせられ、唇をそっと重ねられた。

　さらに触れようとする熱が怖こわくなり、ミリセントは目をぎゅっとつぶると、抱だき寄せようとするアンセルの胸を押し返す。

「やめて」

　口をついた声は、つぶやきほどの大きさにしかならなかった。

　こめかみや耳を内側から打つような音が、全身に響ひびき指先まで震ふるえる。

　だが、唇と唇のわずかな距きよ離りで見つめ返したアンセルの紫の瞳には、傷ついた色があった。

　取り乱した感情と涙で頬ほおが熱いなか、ミリセントにもそれだけはよくわかった。

　いつものアンセルなら、すぐに手を離はなして謝ってくれるような気がしていた。だがいま、自分を抱きすくめる腕の力は弛ゆるまない。

　なおも強く抱きしめられ、ミリセントは逃にげ場を探して体を縮めるように強こわ張ばらせた。

　耳もとでささやかれた言葉に、はっと動きを止める。

「私のこれまでの誓ちかいにも気持ちにも、嘘うそはありません。ミリセント様、あなたのお側そばにいつまでもありたい」
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　ささやかれたその声は、痛みをこらえるようだった。

　これまでアンセルが口にしてくれる「側にいたい」というその気持ちは、執しつ事じとして自分に伝えてくれているのだと思っていた。

　だが、いま聞かされたばかりの声には、心から欲する誰かに向けた切実さがある。

　アンセルが穏おだやかな表情の下、そんな感情を押し隠かくしていたのだと気づき、ミリセントはいっそう困こん惑わくした。

「……どうして？　わからない」

　顔を背けて、ミリセントはそのままアンセルの胸むな元もとに額をぶつけた。

「あなたはファネルの一族を恨うらんでもいいはずよ。私にだってこんな……、気持ちを寄せてくれるはずないのに」

　アンセルの胸が上下して、大きく息をつくのがわかった。

「ミリセント様の記憶が曖あい昧まいなのは、トリシア様のされたことで仕方のないことです。あなたは覚えておられないのです。私がなぜこうして実体を持つのか……」

　思わぬ言葉に、ミリセントは顔をあげた。

「アルが、どうして実体を持つのか……って、それってどういうこと？　そういえば、あの屋や敷しきで実体化してる人たちって心残りを昇しよう華かできたら園にいけるって……」

　口にして気がつく。心残りもなにも、記憶がなかったアンセルはどうして実体を持っていたのか。そんなミリセントの疑問に、アンセルは少し寂さびしげにほほ笑えむ。

「ミリセント様は、それをご存知ですよ。私と貴方あなたの約束を。でも私は心を決めました。だからこそ、こうして結社のもとへきたのです」

「……やっぱり、あのクレメンスって人は結社の人間なのね。アルだって、〈大暗室〉には近づかないように警けい戒かいしてたじゃない」

　問い詰つめるように口にすると、アンセルはようやくミリセントを腕から解放しゆっくりと首を振ふる。

　その指先が、そっとミリセントの首にあるペンダントに触れた。

「私の望みを結社の人間は知っています。それを叶かなえる方法も……」

「駄目よ！　〈大暗室〉のいうことを聞くなんて。あいつらがアルの望みを叶えるなんて──」

　そう口にして、アンセルの立場や〈大暗室〉の行いが改めてはっきりと繋つながっていく気がして、ミリセントは青ざめる。

　──王子や王女を追い詰めた、かつてのエスクウィン王の末まつ裔えいがいまは玉座にいるんだもの。憎にくまないはずがない。それに結社と教会がグルになって動いてたのは、ユスカリス王室の血を玉座に戻もどすつもりなのかも……

　ミリセントは自分の推測にほぼ確信を持ったが、アンセルの表情はひどく静かだ。

「いっそ伯爵家の彼がローズグレイブホールにくることもなくて、あの屋敷で静かにミリセント様と暮らしていられれば、よかったのかもしれません。ですが、それこそ叶わぬ望みというもの」

　アンセルがまったく自分の想像と違ちがうことを口にするのに、ミリセントは面めん食くらった。

「まさか、それって……グレンのことをいってるの？」

「私を拒こばまれるのは、彼のせいですか？　それとも、私が死人だからでしょうか？」

　どこか自じ嘲ちよう気味に口にしたアンセルに、ミリセントは自分の耳を疑った。

「まって、そうじゃないでしょう。いまは、グレンがどうとかって話じゃなくて……これから私とアルがどうしたらいいかを──」

　だが、必死に言い募つのるミリセントを、アンセルはどこかほほ笑ましげな表情で見つめ返す。

　その表情は、これまで側にいてくれた彼となにも変わらないようだ。

「いいえ、そういう話です。私はミリセント様がいなければ、この体ですら確かではない不安定な存在です。他ほかの人間と変わらない、貴方を抱きしめられる腕が欲しい。そのためにも、ペンダントと薔ば薇ら封ふうじをこちらへ渡わたしてください」

　アンセルの言葉に、ミリセントははっとアスワドの言葉を思いだした。

　──そうだ、このペンダントに甦よみがえりの秘密みたいなものがあるんだって、アスワドも言ってた。グレンもクレメンスからその話を聞いたって……

　手を差し出され、ミリセントは思いきり首を振ってアンセルから体を引いた。

「ふざけないで、そんな理由じゃないはずよ。だいたい、どんなわけがあったって渡せるわけないじゃない。アルもティーハニーも、一いつ緒しよにここを出ましょう。ローズグレイブホールのこともちゃんと話をして、これからどうするのか……帰って考えましょう」

　懇こん願がんするように口にして、それは自分にばかり都合のいい願いなのだとミリセントは苦しくなる。

　それでも、どうしても自分はそうしたいのだ。

　償つぐないが必要だというのなら、その方法を考えたかった。

　少なくとも、〈大暗室〉にアンセルを関かかわらせておくわけにはいかない。

　ミリセントは寝しん台だいの上の掛かけ布をたぐり寄せると、ぐるぐるとひねって長い紐ひものようにしてからアンセルと自分の間に置いた。

「いい、ここから入ってきたら嫌きらいになるわ。本気よ！」

　目の前に置かれた布に目を落とし、アンセルはしばしあっけにとられたようだった。

「ミリセント様……本当に貴方は」

　だがアンセルのつぶやきは、苦笑いを含ふくみつつどこか寂しそうだ。

「嫌われるのは困ります」

　アンセルはぽつりと口にして、そのまま寝台から立ち上がると、すとんと床ゆかの上に腰こしを下ろす。

　ミリセントは寝台の上で壁かべにもたれて座り、アンセルはその寝台に背を預けて、互たがいに顔を合わせないまま言葉も交かわさなくなった。

　ミリセントはアンセルの視線が自分から離れたことで、少し肩の力を抜ぬいた。

　──アルが、私のことをそんなふうに思ってくれてたなんて。

　震える指で唇くちびるに触ふれて、ミリセントはいまごろ自分がアンセルにされたことを意識した。

　これがアンセル以外の誰だれかであれば、取り乱すどころの騒さわぎではすまなかっただろう。

　それでも、いまもまだアンセルに信しん頼らいを感じている自分が、ミリセントは不思議だった。

　──私が覚えてない約束ってどんなことだったの？　アルのほんとの望みはまだわからないけど、エスクウィン王家への復ふく讐しゆうなんてつもりがあるなら、止めなきゃ。

　部屋のなかでは、暖だん炉ろで薪まきが立てる音と、外から聞こえる葉ずれだけが耳につく。

　背後から見るアンセルの小さな後頭部の、艶つややかな髪かみとつむじにふと目がとまった。

　冷たい風がするりと吹ふきこみ、黒髪をわずかに揺ゆらす。

　──アルって、雨あがりの森みたい。

　もの言わぬ後ろ姿の静けさは、どこか無む垢くな森を感じさせる。

　だが同時に、途と方ほうにくれた子供のようにも見えて、彼を守らなければとそんな気持ちにさせられた。
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　薔ば薇らの大祭当夜は、どの貴族の屋敷でも盛大に晩ばん餐さん会が催もよおされることがほとんどだ。

　客人を招くこともあれば、家族での晩餐を楽しむ家も多く、どの建物からもあたたかそうな光が窓にのぞいていた。

　マクミラン伯爵邸では、隣りん国ごくフィリグラーナの芸術学院の生徒や関係者も交えて、大広間で立食のパーティが開かれている。

　大勢の人間が出入りし会話を交わすなか、グレンはそっと駆かけ寄ってきた従僕に呼び止められた。

「どうした、誰か到とう着ちやくしたか？」

「あの、ディンセル侯爵家から使いがきておられるのですが、至急だということで……」

「侯爵のところから？」

　今夜は侯爵家で晩餐だと告げたミリセントのことが脳のう裏りをよぎり、グレンは首を傾かしげた。

　ようすがわからないまま玄げん関かんホールへ向かうと、侯爵家の使者が慌あわてたようすでグレンに近づいてくる。

「突とつ然ぜんの訪問、大変恐おそれいります。いますぐにご確かく認にんをと侯爵の希望なのですが、ミリセント様はこちらへうかがっておりますでしょうか？」

　そう尋たずねる使者も、状じよう況きようを把は握あくしきれていないような困惑した表情だ。

「……いや。ミリセントは侯爵家に帰ってないっていうのか？」

　その言葉に、使者もグレンも同時に眉まゆをひそめた。

　ひたすら走ってきたのがうかがえる、使者の乱れた外がい套とう。

　たぶん、ディンセル侯爵は思い当たる先のあちこちへ使者を出しているに違いない。

　その姿にひどく嫌いやな予感に襲おそわれ、グレンは声を厳しくする。

「いつから、ディンセル侯爵は彼女を捜さがしておられる？」

「ミリセント様のお戻りは侯爵様とは別になられたようで、迎むかえの馬車でご一緒には帰られなかったのです。侯爵家では、てっきりマクミラン様とご一緒させていただいていると思っていたようなのですが、晩餐の時間になっても──」

　その言葉が終わらないうちに、「少し待っててくれ！　一緒に侯爵家へいく」とグレンは叫さけんで屋や敷しきのなかへ駆け戻ると、外套と短たん銃じゆうを手にして馬車にとび乗った。

　祝祭の夜、大通りではパレードがつづき、街灯に青白く照らされる通りを歩く人も多い。

　グレンの乗った馬車だけが、不似合いな慌ただしさで夜の王都を走り出した。
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　夜風はまったく弱まる気配はない。

　荒あら々あらしい木々の揺れは、そのまま自分の心のようだった。

　アンセルはミリセントに背を向け、床に座り込んでからもずっと、自分に言い聞かせつづけていた。

　──後こう悔かいはしない。もう、決めたことだ。

　ミリセントをここへ連れ去るように命じたのは、結社の重じゆう鎮ちんでもあるリンウッドテラス卿きようだ。

　ローズグレイブホールを訪おとずれたクレメンスが馬車で向かったのは、ラズウィックにある大きな敷しき地ちを備えた屋敷だった。

　中に通されると、どこか見覚えのある百合ゆりの紋もん章しようが目についた。そこはリンウッドテラス家所有のものだと背後からクレメンスに聞かされる。

「あのお方は、自分のことはさておいても貴方あなたの願いを優先するだろう」

「彼女は、何者なんだ？」

　幼い少女の外見とつりあわない立ち居い振ふる舞まいは、リンウッドテラス卿が常人でないことを示している。

「さぁ、なんとお答えしたらよろしいでしょうか？　彼女は私の研究に深く関わっておられる方であり、〈大暗室〉と教会を誰より太く繋つなぐだけの資産をお持ちだ」

　アンセルが通された広間には、黒髪を乱雑に切りそろえた無表情な少女が待っていた。

　人形めいた容よう貌ぼうは相変わらず感情に乏とぼしいが、それでも少女の目にはどこか挑いどむような光がある。

　白い指で椅子いすを指し示され、向き合うように座った。

　血の温かみが感じられない陶とう器きに似た肌はだに、浅い朱しゆ色いろの瞳ひとみは瞳どう孔こうがくっきり見える。

　その小さな顔に、誰かの面おも影かげが重なった気がしたが、アンセルの思考を遮さえぎるように少女は口を開いた。

「ようやく、決心がついたようだな。しかし、そなたの願いを叶かなえるには、それ相応の覚かく悟ごを示してもらわねばならぬ」

「覚悟？」

「さよう。あのファネルの娘むすめが持つペンダント『還かん命めいの書』がなければ、そなたの肉体をよみがえらせることはできぬ。ファネルの後こう継けい者しやの印である『薔ば薇ら封ふうじ』も押さえなければならん。結社の者が奪うばう手立てもあるが、なによりこれからの計画にはアルフリート王子、そなたの気持ちがまことであることを見せてもらいたい」

　その言葉が持つ意味をアンセルはよくかみ締しめた。

　自分は試ためされているのだ。大切にしていたものを踏ふみにじる覚悟をみせろと、リンウッドテラス卿は求めている。

　無言でうなずいてそれを了りよう承しようすると、少女はどこか不ふ機き嫌げんそうに目を細め退出を促うながした。

　ミリセントをここへ連れ去るにあたっては、クレメンスが全面的に協力を申し出たが、決して彼女を傷つけないという約束のはずだった。

　薬を使ったことはアンセルに事後承しよう諾だくにされ、ひどく憤ふん慨がいしたばかりだ。

　──それでも、結社の人間がミリセント様を襲うよりは、薔薇封じもペンダントも私の手で奪ったほうがいい。

　〈大暗室〉にとって必要なのは、前王室の血を持つアンセル自身だ。

　これまで結社は、自分がローズグレイブホールに留とどまっていたからこそ、ミリセントへの手出しを控ひかえていたのに過ぎない。

　だがいまとなっては、薔薇封じもペンダントも彼女の手にある限り、結社をひきつける危険要因になるだろう。

　──どちらも遠ざけてしまわなければ……私はミリセント様を……

　自分の気持ちを見失いそうになり、アンセルはまぶたを閉とざす。

　ミリセントとふたり、息を潜ひそめるようにしている部屋の外では変わらず嵐あらしが吹き荒あれている。

　暖炉で薪がはぜる音に、アンセルは我に返った。

　背後にあったミリセントの呼吸が変わっていることに気づき、アンセルは深い物思いから顔をあげる。

　背後で身を硬かたくしていたはずのミリセントは、どうやら壁かべにもたれかかったままうたた寝ねしているらしい。

　突然連れさって閉じこめたあげく、ついいましがた自分がしたことを思えば、あまりにも無防備すぎる寝顔だ。

　しかし逆にいえば、これだけの状況に気が張り詰つめすぎて、疲つかれ切ってしまったのだろう。

　なにより、クレメンスが使用した薬の影えい響きようも気がかりだった。

　アンセルは自分の額にかかる髪をぐしゃりと握にぎり、かみ締めるようなため息をつく。

「私は……本当に馬ば鹿かなことを」

　どう考えても、自分がミリセントにしたことは許されないだろう。

　彼女に触れたいという気持ちがなかったと言えば嘘うそになるが、あのときは情動に突つき動かされて、自分でも止められなかった。

　それがどれほどミリセントを怖こわがらせたかもわかっているというのに、まだ心の隅すみに、欠片かけらほどの希望が残っている浅ましさに自じ嘲ちようする。

　──この状況で、まだミリセント様の信しん頼らいを得たいだなんて、どこまでも私は……

　アンセルは音もなく立ち上がると、眠ねむるミリセントの顔をそっと見下ろした。

　ほんのわずかな時間、その寝顔を心に焼きつけると、心に芽生えるほのあたたかい気持ちを押おし殺す。

　そして命なき者にふさわしいひそやかさで、首もとにあるペンダントに触ふれた。

　薔薇封じと、還命の書のペンダント。

　目的のふたつを手にしたアンセルは、音もなく扉とびらを開き外へ出た。

　後ろ手に閉めた扉とびら越ごしに、眠る彼女をずっとここへ留めおきたい気持ちがある。

　それは何年も前に、薔ば薇らの庭で少女と出会ったときと同じ、願いにも似たただひとつの感情だった。

[image: ]

「グレン・マクミランです。ディンセル侯爵は……」

　馬車でディンセル侯爵邸に駆けつけたグレンは、御ぎよ者しやが扉を開けるのも待てず、従僕に詰め寄るように告げる。

　すると、屋敷の奥からも慌ただしく侯爵が駆けて来た。

「よかった！　グレン君。じつはある女性がいま飛び込んできたところだ」

　侯爵の後ろに、黒くろ髪かみの見慣れた女性の姿を見つけ、グレンは嫌いやな予感をいっそう強めた。

「キャトリーさん、あなたがここまでくるなんて」

　乱れた髪のまま、青白い表情をいっそう硬くしているのは、ローズグレイブホールで働いているメイドのセラフィナだった。

　この寒い夜に外がい套とうもはおらず、髪を乱したようすのセラフィナはどこか尋じん常じようではない。

「すみません、私にもなにが起きているのか……ただ、〈大暗室〉が屋敷へ乗り込んできて、男たちに軟なん禁きんされてたんです。それに、執しつ事じのアンセルも彼らに連れ去られてしまったようで、ミリセント様にお知らせしなければと──ですが、ミリセント様まで……」

　どうやらセラフィナは、屋敷の幽ゆう霊れい住人の協力を得て〈大暗室〉の手を逃のがれ、ここまで乗り合い馬車で逃にげ出してきたらしい。

「あなたにお怪け我がは？　彼らというのは結社の人間に違ちがいないのか？」

　セラフィナは自分のことなどかまわぬようすで、深刻そうにうなずいた。

「男たちの腕うでには印がありました。盗ぬすみ聞けた会話からも間違いはございません」

　緊きん迫ぱくした空気のなか、グレンはディンセル侯爵を見た。侯爵は耳にしたことを認めたくないという表情で、深く息をついて口にした。

「確かなのは、博物館前に待たせていた馬車にはミリセントが乗らなかったことだ。大通りの商店主が、彼女らしい人を見かけたらしいんだが、もしそうなら通りを渡わたったあと小道に入っていったと聞いている。もともと、連れん絡らくもなく戻もどらないなんてことはない子なんだ……我々がもっと早くに……」

　後こう悔かいのにじむ侯爵の言葉は、ひどく不ふ吉きつな事態を示しているようだった。

　ローズグレイブホールにあらわれた〈大暗室〉。そしてこの状じよう況きようでミリセントが姿を消し、アンセルまで連れ去られたとあっては、関かかわりがないほうがおかしい。

「キャトリーさんの話からして、ミリセントがローズグレイブホールに戻っていることはないでしょうね。すぐに、居場所を捜さがさないと──」

　悲痛な表情を浮うかべているディンセル侯爵の前で、グレンもそれ以上推測を口にすることはできなかった。

「マクミラン様、私にもお手伝いさせてくださいませ」

　力強く協力を申し出てくれるセラフィナは、自身も恐おそろしい目にあいながら、冷静さを失っていないようだ。

　あの屋や敷しきに詳くわしい人物として、大きな助力になるはずだとグレンもうなずく。

「すまない、ではあなたも一いつ緒しよにきていただけますか？　すぐに警けい邏らにも通報して協力を要よう請せいします。ディンセル侯爵、動きがあればすぐに使いをやりますから、あなたはここで彼女の帰りを待っていてください」

　グレンはセラフィナと連れ立って、再び屋敷を飛び出した。

　パレードも過ぎたあとの通りは、踏みしだかれた花びらが無残に路上に落ち、さむざむとした眺ながめだった。

　冬には珍めずらしい、叩たたきつけるような風が通りに吹ふきつけ、グレンの髪と外套が舞まいあげられる。

　グレンはそっと懐ふところの小しよう銃じゆうを確かく認にんすると、月も星も隠かくされた夜空を睨にらみつけた。








あとがき






　ここまでお読みいただきありがとうございます！　月本です。

　今回は、「ここで終わるの!?」という声が聞こえるような、ないような……すみません、今回かなり「続く！」な仕様です。

　皆みな様さまのおかげでとうとう四巻までたどり着けました。この物語も残すところあと一冊といったところです。

　そんなこんなで、今回はいろいろと明らかになって参りました。

　ちょうどこの巻を境に担当さん交代があったりもして、いろいろと変化の多い巻となりました。（あ、お話の内容は予定通りの進行です！）

　そして前巻、あとがきが三頁で悲鳴をあげておりましたが、今回さらに増えて四頁！

　いつも書くことに苦労する私はもはや瀕ひん死しの体ていですが、どうかやさしい目でおつきあいいただけることを願っております。




　そうだ、おしらせがありますね。先月（２００９年７月28日）に発売されました、「The Beans VOL. 13」に短編を書かせていただいております。

　ちょうど前巻の時じ間かん軸じくのなかにあったお話なのですが、えっらく愛らしいアンセルの扉とびら絵えが見られますので、それだけでも必見です！

　内容としましては、『幽ゆう霊れい執しつ事じができるまで』の巻といった感じなのですが、ある意味で今回のお話に繋つながるエピソードかもしれません。




　※そしてここからはネタばれを含ふくみますので、本巻未読の方はご注意を！




　今回とうとうアンセルが行動にでましたが、こういう人がつっぱしると意外に強ごう引いんかもしれませんね～。次回で物語としても恋れん愛あい面でももろもろ決着となりますが、アンセルの想おもいは届くのか。

　この物語のメインとなるふたりの男性、グレンとアンセルはだいぶタイプが違ちがいます。

　そこへきてアンセルは、いままで執事としてミリセントに接してきたぶん、不利だよねと思わざるを得ない。（いや、そもそも死んでることが不利なのか……）

　ずいぶん昔、このネタを思いつくぐらいの頃ころに、前担当さんと「三角関係とかどうでしょう」みたいな話をしていた気がします。

　このバランスで三角関係。私としてはアリなのですが、読者様としてはどうだったのでしょう？　でも新キャラ登場で、次回また立場が変わってくる部分もありそうです。




　それでもって新キャラ。若じやつ干かん変態めのクレメンスは、個人的には書いていてとっても楽しいです。好きな人は少なかろうと思いつつも、うきうき進めてました。

　そこへ椋本先生のラフを拝見して、「な、なんだこの格好よさは!!」と仰ぎよう天てんしたのは言うまでもなかったです。（握り拳）

　きっと黙だまっていればいい男ってことですね。ありがとうございます。

　さらにグレンのお師し匠しよう登場ですが、なんでか先生は女性と最初から決めてました。

　セシルとグレンの学院時代ってのも、想像すると楽しいかもしれません。

　教師の過去を知り反発するグレンに、おとなげなくやりこめまくるセシル、とかだったんじゃないでしょうか。

　どこかで互たがいを認め合ったからいまの関係があるのでしょう。（飲み交かわしてるうちに、「やるな！」「あんたこそ！」→飲み明かして友情!?　なのかもしれませんがー）

　そういえば、普ふ段だんはあまり本文の内容に触ふれないのですが、今回はあとがきの長さに途と方ほうに暮れてちらっと書いてみました。




　そしてあまりネタもない近きん況きようなのですが、毎年のことながらこの季節は夏バテに怯おびえて、生きるのに精せい一いつ杯ぱいな感じです。暑さに弱い生き物ですが、冷え性しようなのです。（この矛盾）

　なので暑い暑いといいながら、朝から生しよう姜が湯を飲んだりしている生活。

　胃がやられ気味になると、冷たい飲み物はだめなので夜にお湯割りを飲んだりする始末でして……やっぱり飲むのをやめるべきですか。そうですよね。

　愛犬の散歩ももっぱら日にち没ぼつ後にしております。




　そしてここまで物語を書かせていただけるのは、もちろん読者様のおかげです。

　こうして文庫をお届けできるのは、新旧担当者様や、編集部の皆様、出版に関かかわる方々のお力ちから添ぞえがあってこそ。

　今回も素す敵てきなイラストで物語に彩いろどりと深みを与あたえてくださった椋本夏夜様にも、本当に感謝しております。

　心からありがとうございますの気持ちを捧ささげさせていただきつつ、本当に暑い季節ですので、皆様どうぞご自愛くださいね。

　次は、最終巻でお会いできたらとても嬉しいです。
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